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まえがき




　皆みなさま、はじめましての方ははじめまして。私わたしの過か去こ作を読んでいただいている方はお久ひさしぶりです。この本の著ちよ者しやの藤ふじ井い忍しのぶと申します。




　このたびは『ナイトウィザード The 3rd Editionリプレイ　伝でん承しようのミロワール』をお手にとっていただき、本当にありがとうございます。

　本書は、テーブルトークＲＰＧ『ナイトウィザード The 3rd Edition』（発行：[image: ][image: ][image: ][image: ]KADOKAWA、企き画かく・制せい作さく：エンターブレイン／ログインテーブルトークＲＰＧシリーズ）のリプレイです。「テーブルトークＲＰＧって何？」「ナイトウィザードっていったい？」という方もいらっしゃると思うので、簡かん単たんな解かい説せつをさせていただきます。




　テーブルトークＲＰＧ（以下、ＴＲＰＧ）とは、〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。司会進行役のＧＭ（ゲームマスター）と数人のプレイヤーが集まり、会話をしながら物語を進めていく遊びです。プレイヤーはひとり一体のＰＣ（プレイヤーキャラクター）を担たん当とうし、ＧＭが語る状じよう況きようの説明や登場人物に対して、判はん断だんをしたり、会話をすることで、物語を作ります。

　そのプレイ風景を読み物として文章化したものを〝リプレイ〟と呼よびます。これを読むことで、ＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを味わい、楽しむためのものです。




『ナイトウィザード』は、二〇〇二年四月に発売された、現げん代だいを舞ぶ台たいにファンタジックな物語を繰くり広ひろげる〝現代ファンタジー〟ＴＲＰＧです。

　プレイヤーはウィザードと呼ばれる魔ま法ほう使つかいとなり、裏り界かいと呼ばれる異い世せ界かいからの侵しん略りやく者しや、侵魔エミユレイターから日にち常じようを守るために戦うゲームです。非ひ常じように好こう評ひようを博はくし、数多くのリプレイや関連書しよ籍せき、豪ごう華か声せい優ゆう陣じんによるドラマＣＤ付きファンブックが発売され、アニメ化もされました。そして二〇一四年七月、第三版目へと版上げされました。それが、『ナイトウィザード The 3rd Edition』（以下、『ＮＷ３』）です。

　関連書籍はいずれもエンターブレインより発売中ですので、興きよう味みのある方は是ぜ非ひご覧らんになってください。




　さて、長くなりましたが、そろそろ、夜よ闇やみの魔法使いたちの物語を始めましょう。

　このお話を読まれる皆さんが、楽しいひと時をすごしてくださいましたら幸いです。

　――ようこそ、『ナイトウィザード』の世界へ。








■『ＮＷ３』用語集




ダイス：六面体のサイコロ。これを複ふく数すう個こ使って、ＰＣの行こう為いの成せい否ひなどを決める。

ＧＭ：ゲームマスターの略りやく称しよう。ルールの裁さい定ていとシナリオの進行、ＮＰＣを担当する。

プレイヤー：ＧＭ以外のゲームの参加者。ひとり一体ＰＣを作り、ゲームに参加する。

ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。プレイヤーが作った担当キャラクターのこと。

ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外のキャラクターが該がい当とうする。

世界結界：この世界全体を覆おおっている、広大な結界。現げん実じつを常じよう識しきで規き定ていしており、非常識なものを排はい除じよする力を持つ。たび重なる侵魔の攻こう撃げきで傷きずつき、壊こわれかけている。

ウィザード：魔法の力を用いて侵魔と戦う人々のこと。

イノセント：一いつ般ぱん人じん。魔法が使えない人々のこと。世界結界を維い持じする力の源みなもとでもある。

プラーナ：生命や存そん在ざいの元になる力。ウィザードは莫ばく大だいなプラーナを持つ超ちよう人じん。

侵魔：裏界から侵しん略りやくしてくる人類の敵てき。その目的は、人々の持つプラーナである。

裏界：侵魔のいる世界のこと。

月げつ匣こう：侵魔やウィザードが展てん開かいする広こう域いき結界。侵魔はしばしばここを活動拠きよ点てんとする。

月衣カグヤ：ウィザードや侵魔がまとう個こ人じん結界。世界結界の効こう果かを遮しや断だんする能のう力りよくがある。

紅あかい月：侵魔が月匣を構こう築ちくした際さいに見える幻まぼろしの月。裏界の月とも呼ばれる。

















プリプレイ







プリプレイ01◆突とつ然ぜんの無む茶ちやぶり、新たなるリプレイ




　西せい暦れき二〇一四年のとある日。

　場所は東京の秋葉原にあるゲーム制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．フアーイースト・アミユーズメント・リサーチの事じ務む所しよ。

　そこで私わたしこと藤ふじ井い忍しのぶは、とある人物に声をかけられました。




「藤井さん、藤井さん」

「な、何でしょう菊きく池ちさん？」

「どうしたんだい？　なんだか警けい戒かいしているような表ひよう情じようだよ」

「警戒してるんですよ！　満面の笑えみを浮うかべた菊池さんを!!」




　と、ここで会話をしているふたりの人物について説明しましょう。




●菊池たけし

　私に話しかけてきた人物。通つう称しよう、〝きくたけ〟さん。

　ゲーム制作会社ＦＥＡＲの副社長で『ナイトウィザード』などのＴＲＰＧを手がけてきたゲームデザイナー。数多あまたのリプレイを生み出してきたライターでもあります。

『ＮＷ３』リプレイ第一弾だん、『ナイトウィザード The 3rd Editionリプレイ　壊こわれた世界の聖約テスタメント①　月に願いを』（発行：[image: ][image: ][image: ][image: ]KADOKAWA、企画・制作：エンターブレイン／ファミ通文庫）の著者を務つとめています。




●藤井忍

　菊池さんに話しかけられた人。つまり私。

　フリーのライターで、本書の執しつ筆ぴつを務めます。

　代表作は『アルシャードガイア リプレイ　美少女★女め神がみと黄金の林りん檎ご』と、同リプレイ２巻『美少女★女神と伝説の愛天使』（ともにファミ通文庫）、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』シリーズ（発行：[image: ][image: ][image: ][image: ]KADOKAWA、企画・制作：富ふ士じ見み書しよ房ぼう／ドラゴンブック）。

　藤井忍公式サイト　http://sin05.gonna.jp/




菊池たけし（以下、菊池）：警戒？　……なんで？（満面の笑み）

藤井忍（以下、藤井）：菊池さんがその笑い方をしているときは、何かを企たくらんでいるときだからです！

菊池：えええぇ!?　心外だなぁぁぁ。こぉの私がぁ何かを企んだことなどあったかぁい？

藤井：いや……そこまで怪あやしそうにしゃべらなくても……。

菊池：あ、そう。じゃあ止やめとこう。




　……このように、菊池さんはとてもお茶ちや目めな人なのです。




藤井：それで、私になにかご用ですか？

菊池：うん。まず……今年（二〇一四年）『ナイトウィザード』が3rd Editionに版上げされたのは知ってるね？

藤井：はい。それは当然知ってます。




　ＴＲＰＧの場合、時折「版上げ」などと呼ばれるバージョンアップをします。

　すでにプレイしてくれているファンに新しい刺し激げきを与あたえたり、新しいファンの獲かく得とくを目指したり、と理由は様々です。

『ナイトウィザード』もその例にならい、二〇一四年に版上げをしたのです。




菊池：そこで、だ。

藤井：はい。

菊池：藤井さんには今までプレイヤーとして『ナイトウィザード』のリプレイに参加してもらっていたよね？

藤井：はい。『ナイトウィザード』シリーズにはいくつかのリプレイでプレイヤーとして参加させていただいています。

菊池：つまり、これまでは『ナイトウィザード』のリプレイを書いていないよね？

藤井：はい。あの……それがなにか？

菊池：書いてよ。

藤井：…………はい？

菊池：今度……二〇一四年の一一月にファミ通文庫さんから出すリプレイを書いて欲ほしいんだよ？（満面の笑み）

藤井：……なにを企んでるんです？

菊池：だから、なにも企んでないってば!!

藤井：すみません。菊池さんの笑え顔がおを見たら……つい。

菊池：……まあいいや。確たしかにいきなりな話だったとは思うので、順番に状況を説明していこう。

藤井：はい。お願いします。

菊池：まず、『ナイトウィザード』の版上げにあたって、ファミ通文庫さんが二つのリプレイ企画を通してくれたわけだよ。

藤井：なるほど。『壊れた世界の聖約』一巻や『ラブデス』がそうですね。




『壊れた世界の聖約』や『ラブデス』というのは、『ナイトウィザード The 3rd Edition リプレイ　壊れた世界の聖約①　月に願いを』（以下、『壊れた世界の聖約』）と『ナイトウィザード The 3rd Edition リプレイ　ラブ is デストラクション！』（以下、『ラブデス』）というリプレイのことです。

　それぞれのリプレイについて、詳くわしくは次項のコラムを参照してください。

　なお、『ラブデス』には私こと藤井もプレイヤーとして参加してます。
























菊池：その上でだ。

藤井：はい。

菊池：『ラブデス』に引き続き、新しいリプレイをファミ通文庫さんが出してくれることになったんだ。

藤井：なるほど。その、リプレイの執筆を私が担当するという話ですか？

菊池：そう、そのとおり！（満面の笑み）

藤井：……で、何を企んでるんですか？

菊池：だぁからぁ！　何も企んでないってば!!

藤井：企む……というと言い方が悪いかもしれませんが、リプレイの執筆者に私を選んだ理由が何かあるんですよね？

菊池：…………。

藤井：あるんですよね？

菊池：……それは……ある。




　やっぱり。




藤井：それで、その理由とは？

菊池：うん。そこも順番に説明していくよ？　まず、『壊れた世界の聖約』の話なんだが……。

藤井：菊池さんが書いている方の『ＮＷ３』リプレイですね。

菊池：うん。その『壊れた世界の聖約』では〝日常の危き機き〟をテーマにしている。

藤井：日常の危機？

菊池：うん。藤井さんも知っての通り『ＮＷ３』は「現代を舞台にしたファンタジー」というタイプのゲームだ。

藤井：「一見、普通の現代世界だけど、実は魔法が隠かくされた世界」という意味ですね。

菊池：とはいえ、繰くり返かえしピンチになったせいで、そろそろ隠しきれないくらい世界がヤバイことになってきてるんだけど……。

藤井：まあ、〝世界滅めつ亡ぼう〟要よう素そも『ナイトウィザード』シリーズの魅み力りよくですからね。

菊池：と、いうわけで東京は秋葉原にある輝き明めい学園を舞台に、現代世界に住む少年たちの日常が危機になる。『壊れた世界の聖約』はそういうお話なわけだ。

藤井：なるほど。

菊池：一方、『ラブデス』のテーマは〝世界の危機〟だ。

藤井：分かります。〝主人公に恋人ができなければ世界滅亡〟というお話でしたものね。




　ちなみに……「恋人ができないと世界が滅ほろびる」というリプレイの主人公を演えんじたのが私こと藤井忍だったりします。




菊池：まあ、それぞれのリプレイで『ＮＷ３』の楽しみである「現代ものの要素」と「世界滅亡の要素」をテーマにしたわけだ。

藤井：なるほど……そういうことになりますね。

菊池：そして、だ……ファミ通文庫の担当編へん集しゆう者しやさんから新しいリプレイについて注文があった。

藤井：注文……ですか？

菊池：うん。……どんな注文か聞きたい？

藤井：本当は聞きたくないけど……聞かないと話が進まないので教えてください。

菊池：いいだろう（満面の笑みを浮かべて）。編集者さんからの注文とは……。

藤井：注文とは？

菊池：「現代ものの要素」と「世界滅亡要素」以外の魅力をみせること、なのだよ！

藤井：……はい？

菊池：ここで誤ご解かいしないで欲しいんだが。別に現代以外を舞台にしたり、結果として世界滅亡がテーマになってもかまわない。

藤井：ますますわけが分かりません。

菊池：うーん……どう説明したものか……。




　しばらく思案する菊池さん。

　ややあって……。




菊池：たとえば、仮かりに「現代ものの要素」を昆こん布ぶダシ、「世界滅亡要素」をカツオダシだとしよう。

藤井：料理にたとえるわけですね？　それで？

菊池：昆布や鰹かつお節ぶしを使ってもかまわない。つまり「現代もの要素」や「世界滅亡要素」があってもいい、ということだ。

藤井：なるほど。とにかく舞台が現代であってもいいし、お話の中に「このままだと世界が滅亡する！」という展開があってもいい、ということですね。

菊池：うん。

藤井：でも、その代わりの条件がある、と。

菊池：そういうことだ。さっきのダシの例で言えば、別の旨うま味み……たとえばシイタケとか鶏とりガラとかエビとか貝柱とか、なんでもいいんだけど別の要素を足すことで今までにない味を出して欲しい、ということなんだ。

藤井：なるほど……強ごう引いんなたとえな気はしますが感覚は分かりました。

菊池：とはいえ、あくまで『ナイトウィザード』本来の持ち味を殺さない。これも大事。

藤井：なるほど……つまり、『ＮＷ３』の新しい魅力を引き出すような……。

菊池：それでいて、これまでとはひと味違ちがった、そんなリプレイにしたい。

藤井：無茶振りだあぁぁぁ―――っ!!




　先ほどの「満面の笑み」の正体が分かりました。

　この無茶振りを菊池さんは隠し持っていたのです。




菊池：そして、それもあって藤井さんにリプレイを頼たのみたいんだよ。

藤井：はにゃ？

菊池：今回目指したいのは「新しい魅力の追求」だ……ならば今まで『ナイトウィザード』のリプレイを書いたことがない人に任まかせたい。

藤井：はぁ……。

菊池：かといって、新しければ誰だれでもいいというわけじゃない。

藤井：と、いうと？

菊池：新しいといってもそれは『ナイトウィザード』として成立するものでないといけない。それは言ったよね？

藤井：はい。

菊池：だから「『ナイトウィザード』に古くから関かかわっていて」かつ「今までリプレイを書いたことがない」藤井さんにこの話を振ふったわけさ。

藤井：なるほど……。

菊池：もちろん無理なら仕方ない。別の人に話を持っていくけど？




　ここで私は考えます。

　菊池さんが私に提てい示じした条じよう件けんはハードルが高いです。

　けれども、これまでとはひと味違う『ナイトウィザード』の魅力を引き出すお仕事。

　ライターとしてはぜひ挑ちよう戦せんしてみたいことでもあるのです。




藤井：……分かりました。せっかく振っていただいたお話ですし、喜んで引き受けさせていただきます。

菊池：うん。藤井さんならきっとそう言ってくれると思ってた（満面の笑み）。

藤井：（ぼそっと）やっぱり騙だまされてるかなあ……。

菊池：なんか言った？

藤井：いえ……具体的にどんなことをすればいいか、お聞きしようと思いまして。




＊　＊　＊




菊池：そうだねぇ……。『ＮＷ３』らしさ……あくまで舞台は現代で、魔法や魔法使いは出てくる。でも、『壊れた世界の聖約』のような日常防ぼう衛えい型がたの話ではなく。『ラブデス』のように世界滅亡が強調されるんでもない。そんな話？

藤井：うーん。お話が抽ちゆう象しよう的てきで。正直まだピンときません。

菊池：それから具体的なお願いとしては（ごそごそと一冊さつの本を取り出す）……この『上級ルールブック』を使うこと、があるな。

藤井：『上級ルールブック』……ですか。




『上級ルールブック』とは『ナイトウィザード The 3rd Edition　上級ルールブック』（ログインテーブルトークＲＰＧシリーズ。以下『上級』）のこと。

　追加のルールやデータ。それに〝ランダムダンジョン〟のルールが掲けい載さいされています。基き本ほんルールブックでもある『ＮＷ３』と組み合わせると、より長く遊ぶことができます。詳しくは次項のコラムを参照してください。
















藤井：（手て渡わたしてもらった『上級』をパラパラ見つつ）……『上級』と言えばランダムダンジョンですよね？

菊池：んー。残念ながらランダムダンジョンを使ったリプレイはすでにあるんだよね。




　ランダムダンジョンを使ったリプレイは『ゲーマーズフィールド別べつ冊さつ　これが噂のナイトウィザード The 3rd Edition』（ゲームフィールド）という本に掲載されています。




藤井：じゃあ、それ以外の要素というと……。




　パラパラと『上級』をめくる藤井。

　その時、ふととあるデータが目に飛とび込こんできました。




藤井：あ、追加クラスの……〝記録者レコーダー〟ですね。

菊池：ああ。記録者も『上級』の目玉のひとつだね。

藤井：……菊池さん。

菊池：ん？

藤井：思いつきました。

菊池：と、いうと？

藤井：『壊れた世界の聖約』や『ラブデス』にひと味足す、その方法です。

菊池：ほう!?

藤井：〝伝承〟や〝伝説〟を絡めた物語といったところでしょうか……。

菊池：む？　もう少し詳しく説明してくれないか。

藤井：今話題に出た『上級』で追加されたクラス、〝記録者〟のことを考えて、思いついたアイデアですが……。

菊池：（身を乗り出す）ほほう。

藤井：今回は、ＰＣであるウィザードたちが、「古い歴史を持つとある町」を舞台に、そこで起きた怪事件に挑むという形でいかがでしょう？

菊池：いわゆる〝伝奇もの〟だな。

藤井：はい。そして地域密着型のお話でもあります。

菊池：うん。東京の輝明学園を舞台にしたふたつの話とは少なくとも明めい確かくに違いが分かるな。新しいプレイスタイルの参考にもなるし。

藤井：はい。既存のリプレイとは違った面白みが作れるかな、と。

菊池：うむ。それなら、私好みの勇ゆう壮そうな演出ができそうだ。

藤井：……（勇壮？）……まあ、歴史の積み重ねが重要なので、自然と大がかりなネタにはなるでしょうし。

菊池：うむ……それで行こう。胸が躍るな！

藤井：（そこまで喜んでもらえるとは）ありがとうございます。じゃあ、今言った「ひと味」の線で準じゆん備びしますね。

菊池：（小声で）使いたかった「あれ」も使えそうだし。

藤井：「あれ」ですか？

菊池：あっはっは。ま、まあいろいろさておいて、準備を進めてほしい。いやぁ～、楽しみだなぁ！

藤井：はい（……なんでしょうこの不安な感じ）。




　そんな感じで相談をすませ、プレイヤーに声をかけてスケジュールを調整します。

　さらに収しゆう録ろくのためのシナリオの準備を進め……。

　やがて、リプレイ収録のためのセッション日がやってきました！







プリプレイ02◆動き始めたセッション




　リプレイ執筆の依い頼らいを受けてからしばらくたったある日。

　東京秋葉原にあるＦＥＡＲ会議室には五名の男女が集まっていました。

　もちろん、『ＮＷ３』のリプレイを収録するためです。

　まずは、そのメンバーを紹しよう介かいしましょう。




●緑りよく谷や明あき澄すみ

　ＦＥＡＲ所しよ属ぞくのライターで女じよ性せい。代表作は『アルシャードffフオルテイツシモ リプレイ　天使がくれた世界滅亡』『アルシャードff リプレイ２　魔ま女じよが望んだ未来消失』（ともにファミ通文庫）、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』シリーズ（ドラゴンブック）。最新刊は先ほどから話題に出ています『ラブデス』。

　実は旧きゆう家かのお嬢じよう様さまで、お家の蔵には色々なお宝があるとか。

　あと、腹はらペコキャラ。




●たのあきら

　ＦＥＡＲ所属のライターで、最近の著ちよ作さくは『アルシャードセイヴァーＲＰＧ リプレイ　ふたりの魔王』（ファミ通文庫）、『アリアンロッド２Ｅ・エスピオナージ・リプレイ＋データ　ハードラック・ミッション』（富士見書房）など。

　ゲームデザイナーとしては『角かく色しよく扮ふん演えん遊ゆう技ぎ 三さん國ごく志し演えん技ぎ』（光こう栄えい）などの作品を出していました。




●大おお畑はた顕あきら

　ＦＥＡＲ社員。おもにデータの作成や管理をなさっています。

　三さん下した的なロールプレイを好み、通りすがりざまにチョップを入れると、「そんな攻こう撃げきでこの私が……うべらばーっ!?」とやられてくれるのだとか。

『ＮＷ３』のリプレイでは、『ラブデス』でアイドルのロキオのプレイヤーを担当しています。




　その他に、先ほどから登場しているふたりがいます。




●菊池たけし

　先ほど紹介したのでプロフィールは省しよう略りやく。

　なにやら妙みように気合いが入っているようですが……。




●藤井忍

　こちらもプロフィールは省略。

　いただいた大役にちょっと緊きん張ちようしています。




藤井（以下、ＧＭ）：さて、皆さん。準備はよろしいですか？

一同：はーい！

ＧＭ：では、今回予告（今回プレイするシナリオの内ない容ようをまとめたもの。詳しくは次項のコラム参照）を読み上げます。




●今回予告

　逢おう魔まが刻とき、紅あかき月が昇のぼらば、鏡かがみ塚づかに姿すがた映うつった者に災わざわいが訪おとずれる……。

　海に面した地方都市、加か賀が見み塚づか市に残る伝説が、現実のものとなって牙きばを剝むく。

　鏡は無む慈じ悲ひに犠ぎ牲せい者しやの姿を映し出し、次々と住民たちが姿を消していく。

　その背はい後ごに蠢うごめく侵魔の陰いん謀ぼうを止めることができるのは、世界の真実を知るウィザードだけだ。




『ナイトウィザード The 3rd Edition』リプレイ

「鏡の中の蛇へび」

　裏り界かいの門が開く時、天空に月は紅く輝く。




緑谷明澄（以下、緑谷）：おお。今回予告からは、シリアスな感じが漂ただよってますね。「次々と姿を消していく」とか、ちょっと怖こわいかも……。

ＧＭ：緑谷さんは、都市伝説とか苦手なんでしたっけ？

緑谷：苦手というか……つい信じちゃうんで、怖いなぁって思っちゃうんですよ～。

菊池：それを苦手というんじゃないか？（笑）

ＧＭ：次に、シナリオハンドアウト（詳しくは次項のコラムを参照）を配はい布ふします。
















●ＰＣ①用ハンドアウト

コネクション：籠かご野の美み耶や子こ　関係：親しみ

　キミは家庭の事じ情じようから加賀見塚市へと引ひっ越こしてきた平へい凡ぼんな高校生だ。

　慣なれない土地での新生活に不安を感じながらも転入先である加賀見塚高校へ向かう途と中ちゆう、キミはちょっとしたアクシデントに巻まき込こまれ、ひとりの少女に助けられた。

　少女の名は籠野美耶子。

　困こまるキミを気き遣づかう彼かの女じよの姿にキミは思った。この町で上う手まくやっていけるかもしれない、と。

　だが、キミはまだ知らない。

　この出会いが未み覚かく醒せいのキミを〝夜闇の魔法使い〟に目覚めさせることに。




大畑顕（以下、大畑）：おや？

たのあきら（以下、たの）：今回、舞台は秋葉原でも輝き明めい学園でも……。

ＧＭ：ないんですよ。……実はこれが今回のリプレイの仕し掛かけなんです。

緑谷：それはどういうことですか？

菊池：つまり、今回編集さんから頼まれた『壊れた世界の聖約』や『ラブデス』とひと味違う味付けのための仕掛けが……。

ＧＭ：「加賀見塚市」という架か空くうの地方都市なんです。

緑谷：つまり、秋葉原じゃないからひと味違う？

たの：というよりは、地域密みつ着ちやくとかそんな感じだよね？　多分この加賀見塚市のモデルって……。

ＧＭ：はい。私の地元の町や両親の故こ郷きようである町など、私の体験を元にした町なんです。

緑谷：なるほど……で地域密着だとどうしてひと味違うんですか？

大畑：つまり、あれですよ。「このリプレイを読んでいる皆さんの地元を舞台に『ＮＷ３』を遊ぶ、というプレイの見本になるということですよ。

緑谷：あ、なるほど。

菊池：つまり、せっかくの現代ものＴＲＰＧなんだし、ＧＭやプレイヤーのよく知っている場所を舞台に遊ぶ。その面おも白しろさを表ひよう現げんしてみようという趣しゆ向こうなわけだ。

緑谷：なるほどぉ！




　というわけで、このリプレイは「ご当地型」とでも言いましょうか。ＧＭの地元感強めでお送りします。




たの：でも、このメンバーだとそれは簡単ではないですよね。

菊池：というと？

たの：だって、プレイヤーはみんな藤井さんと同じ地域の出身、というわけじゃないですから。

緑谷：あたしは藤井さんの地元のお祭りに遊びに行ったことがありますよ。とってもいいところでした。

大畑：ほほう。どんなところが？

緑谷：屋台の食べ物が美お味いしいところとか、地元の海産物が美味しいところとか……。

一同：おいっ！

菊池：食べ物以外の感想はないのか!?

緑谷：だって、本当に美味しいんですよ!!（力説）

たの：緑谷さんは全力で腹ペコキャラだなあ……。

大畑：まあ、いいじゃないですか。そうか、海産物が美味しいと……メモっておこう。

ＧＭ：……そろそろ話を戻もどしまして。このＰＣ①は、菊池さんにお願いしようと思います。

菊池：俺おれがＰＣ①でＯＫ？

ＧＭ：はい。一いち応おう、高校二年生を想定しているのですが……。

菊池：まあ、それは問題ないよ。

たの：ところで、ハンドアウトの内容からしてＰＣ①って、ウィザードとして覚醒していない？

ＧＭ：はい。よその土地から転校してきて、舞台となる町のことを知って、そしてウィザードとして覚醒する。そんなイメージです。

菊池：了りよう解かいだ。覚醒は人類のロマンだからな（笑）。

ＧＭ：では、次にＰＣ②のハンドアウトです。




●ＰＣ②用ハンドアウト

コネクション：籠野美耶子　関係：友人

　キミは代々、加賀見塚市を守しゆ護ごしてきたウィザードの一族だ。キミの一族にはひとつの伝でん承しようがある。

「逢魔が刻、天に紅い月が昇らば、鏡塚に姿映った者に災いが訪れる」

　その時に備そなえ、キミは修しゆ行ぎようを続けてきた。厳きびしい日々を乗のり越こえられたのは、護まもりたい大切な人たち……籠野美耶子と菅すが原わら洋よう平へいがいたから。ふたりは学校のクラスメイトでもあり、親友でもある。彼かれらを護るために、キミは今日もがんばるのだ。




ＧＭ：ＰＣ②は緑谷さんにやってもらおうと思います。

緑谷：おお、あたしがＰＣ②ですか。

ＧＭ：旧家のお嬢様な緑谷さんならば、きっとうまく演じてくれると思いまして。




　繰り返しになりますが、緑谷さんのお家うちは旧家で、結けつ構こうなお嬢様だったりします。




緑谷：う、うちはそこまですごい家いえ柄がらじゃないですよ!?（笑）

ＧＭ：私から見れば、お家に蔵があるだけでも十分な家柄ですよ？（笑）

緑谷：ご、ご期待に応こたえられるように、がんばります！　（ハンドアウトを読み直して）ところで、この町には〝鏡塚〟という遺い跡せきがあるんですね？

ＧＭ：はい。その塚が、市の名前の由来になっているという設定です。

緑谷：地方都市に、旧家に、遺跡……なんか、〝伝奇もの〟ぽい感じですね。

ＧＭ：はい。今回のシナリオは、〝地域密着型〟であるとともに〝伝奇もの〟としての側面もあります。

緑谷：なるほど。ところで、美耶子や洋平はウィザードですか？

ＧＭ：いえ、ふたりともイノセントです。なお、ＰＣ②はウィザードではありますが、地域密着型のウィザードを想定しています。

一同：地域密着型ウィザード！

ＧＭ：な、なにか？

菊池：いやあ、改めて言葉にすると……。

大畑：なかなかのインパクトですね（笑）。

ＧＭ：と、ともかく、ポイントは「世界の守護者たるウィザード組そ織しきと連れん携けいを取っているわけじゃない」というところですので、そこはご注意ください。

緑谷：はーい。

ＧＭ：それでは続いてＰＣ③とＰＣ④のハンドアウトです。




●ＰＣ③用ハンドアウト

コネクション：＊アンゼロット　関係：忠ちゆう義ぎ心しん

　キミは超ちよう時じ空くう戦せん士し団だん＊ロンギヌスの一員だ。そんなキミに世界の守護者アンゼロットから新たな任にん務むが与えられる。

　その内容とは地方都市である加賀見塚市の調ちよう査さだ。現げん在ざい、その町で不ふ可か思し議ぎなプラーナの減げん少しようが観かん測そくされているという。現げん地ちにはウィザード関連組織の手が入っていないこともあり、情じよう報ほうはほとんどない。

　キミはプラーナ減少の調査とその対たい処しよのため、加賀見塚市へと向かうことになった。



＊アンゼロット　人々を導く神の使徒であり、異空間の居城で世界を見守る美しき守護者。精鋭部隊ロンギヌスを始め、多くのウィザードを世界防衛に当たらせている。部下への無茶振りで有名。

＊ロンギヌス　アンゼロットが創設した、対侵魔特務機関。超時空戦士団は、数ある呼び名のひとつ。






●ＰＣ④用ハンドアウト

コネクション：ＰＣ③　関係：ビジネス

　フリーランスのウィザードとして活かつ躍やくしているキミの元に疫やく病びよう神がみ……もといアンゼロットから連れん絡らくが入った。

　なんでも、加賀見塚市という場所で謎なぞのプラーナ減少が発生しており、その調査を頼みたいという。返答はＹＥＳ or ＤＩＥ……拒きよ否ひ権けんはないらしい。

　すでに現地にはＰＣ③というウィザードが向かっているという。彼（彼女）と合流して、調査を進めるとしよう。




菊池：「はいかＹＥＳでお答えください」じゃないのかよ（笑）。

緑谷：ＹＥＳ or ＤＩＥ……新しいですね（笑）。

ＧＭ：たまにはちょっと違ってもいいかと思いました（笑）。




「はいかＹＥＳでお答えください」はウィザードたちの元もと締じめであるアンゼロットというキャラクターの定番ゼリフなのです。

　まあ、このセリフだけでもアンゼロットがどんな性せい格かくの人かはお分かりいただけると思います（笑）。




ＧＭ：さて。ＰＣ③とＰＣ④は、バディ……つまり仲間として動くことを想定しています。たのさんと大畑さんで相談してどちらを担当するか、決めてください。

大畑：分かりました。

たの：コネクションを結ぶ人との関係は、あくまで推すい奨しようですよね？

ＧＭ：はい。他の物に変へん更こうしていただいてもかまいません。ただ、あんまりネガティブなのは避さけていただきたいところですが。

たの：了解。

大畑：俺、ＰＣ④をやってもいいですか？　さっき思いついたネタがあるんですけど、フリーランスの方がやりやすいんで……。

たの：じゃあ、私はＰＣ③にしましょう。

ＧＭ：それでは皆さん、ご自分のＰＣを作ってください。レベルは１。初期キャラクターでお願いします。

一同：はーい。

大畑：ところでＧＭ。

ＧＭ：はい、なんでしょう？

大畑：このシナリオの季節はいつごろなんでしょう？

ＧＭ：春から初夏になるくらいを想定しています。具体的には『壊れた世界の聖約』の一巻と『ラブデス』の直後くらいの時期です。

菊池：うん。そうしてくれるとゲーム内世界の時間が行いき過すぎないんでありがたい。




　そんなこんなでキャラクター作成が始まりました。




「ところで大畑さん、さっき思いついたネタってなんですか？」

「まだ内ない緒しよ。ＰＣ紹介をお楽しみに」

「うう、気になる（笑）」

「俺は何をするか決めてあるから楽だ」

「私は……色々あるけど、ネタ的にこれは外せない」

「え、それ？　ＧＭちょっといい（ごにょごにょと相談）」

「ん、どうしました？」

「キャラクタークラスにダブりがあったからＧＭに相談しただけ。問題ないそうです」

「クラスのダブりですか。大体想像できます」

「まあ、お互い外すのが辛いネタですし」

「宣伝になるからいいんじゃないですか？」

「あ、副社長と営業部長がなんか企たくらんでる！（笑）」




　という感じで和なごやかに（？）キャラクター作成は進み……やがて、それぞれのＰＣができあがりました。




ＧＭ：それでは、それぞれのＰＣの自じ己こ紹介をお願いします。




●ハルト・牧まき野の・フューリアス―――菊池たけし

菊池（以下、ハルト）：俺の名前は、ハルト・牧野・フューリアス。日本人の父と、イギリス人の血が入った母との間に産まれたクォーターで、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの一七歳さいの高校二年生だ。

ＧＭ：変わった名前ですね？

ハルト：牧野もフューリアスも、46センチ砲ほうに関係する名前なんだ。

ＧＭ：46センチ砲ほう!?

たの：ハルトは？

ハルト：日本でもイギリスでも通用しそうな名前として、適てき当とうにつけた（一同笑）。

ＧＭ：……。戦せん艦かん関連ということは、もしかして……。

ハルト：うん、クラスは＊魔ま銃じゆう使い／＊記録者で、記録者としては「＊レコード：ＷワールドＷウオーⅡツー（海）」を選せん択たくした。

大畑：やっぱり。

たの：さすが菊池さん。



＊魔銃使い　射撃武器型の箒を扱うことに長けたクラス。

＊記録者　世界結界から特定の記憶を読み取り、その時代の力を行使することができるクラス。

＊レコード：ＷＷⅡ（海）　記録者の持つレコードのひとつ。第二次世界大戦中の軍艦の武器・能力を使うことができる。






　菊池さんは筋すじ金がね入りの第二次世界大戦の日本海軍マニア……なのだそうです。

　ちなみに、記録者というクラスには「レコード：ＷＷⅡ（海）」というカテゴリーがあり、第二次世界大戦中の艦船をモチーフにした特技を駆く使しできるのです。




ハルト：ハルトの祖じ父いさんは昔、兵士として戦艦に乗っていたんだ。その戦艦には、船ふな霊だま信しん仰こうの一いつ環かんとして、なんかのご神体が祀まつられていたんだが……船が沈しずむ際、「せめてご神体だけでも」と、祖父さんはご神体を抱かかえて脱だつ出しゆつ。その後、漂ひよう流りゆうしているところを、英国の船に救出され、捕ほ虜りよになったんだ。そして、英国の地で祖ば母あさんと運命的な出会いをして結けつ婚こん、母さんが生まれた、という設定だ。

ＧＭ：……壮そう大だいな話なのは分かったんですが、〝地域密着型〟で〝伝奇もの〟な今回の話と折り合いを付けられるんでしょうか？

ハルト：細かいことは、藤井さんが何とかしてくれると信じてるよ（一同笑）。

ＧＭ：相変わらず無茶振りに容よう赦しやがありませんね！（笑）

ハルト：たとえばさっきのご神体が、このリプレイの舞台と関係しているとかさ、そんな感じで頼むよ。

ＧＭ：わ、分かりました。今回はたぶんなんとかなりますし、第二話のシナリオも調整……してみます。その設定でいいですよ。

ハルト：ありがたい！




　いきなりハードルが高くなった気分です（笑）。




ハルト：さて、ハルトの生おい立たちなんだが……出自は［裕ゆう福ふくな家］、目的は［冒ぼう険けん者しや］だったので、「世界を股またにかけて働く両親の元に生まれて、裕福な幼よう少しよう期きを送ったが、平凡な日常に飽あき始めていて、冒険を望んでいる」ということにした。

ＧＭ：金きん銭せん的てきには恵めぐまれているけれど、心は満たされてないって感じですね。

ハルト：なお、両親の仕事はウィザードが扱あつかう武ぶ器きの開発なんだが、まだウィザードに覚醒していない俺は、親の仕事は「何かの技ぎ師しらしい」くらいしか認にん識しきしてない。

ＧＭ：なるほど。

ハルト：印象で［超ちよう寒がり］、性格が［主にアクティブで、ときには用心深い］となったので、なるべく慎重に立ち回るぞ（笑）。

ＧＭ：がんばってください（笑）。

ハルト：コネクションは、＊藤ふじ原わら竜りゆう作さくに［尊そん敬けい］で取得。あの爺じいさん、すごいよな！

ＧＭ：竜作さんは、かつては探たん偵ていでしたから、冒険心あふれるハルトが尊敬しててもおかしくはないですね。たとえ、ウィザードとしての顔を知らなくても。

ハルト：味方の支し援えんをしつつ、＊ガンナーズブルームで攻撃する戦法だ。＊《零れい式しき水すい上じよう観かん測そく機き》を飛ばして敵を観測して、こちらの＊【命中】や【魔導】のジャッジにボーナスを得たり、＊《九一式徹てつ甲こう弾だん》で相手の防ぼう御ぎよジャッジを＊ファンブルにしたりできる。

ＧＭ：おお、防御ジャッジをファンブルにできるのは強みですね。

ハルト：使えるのは俺が攻撃したときだけだし、シナリオ１回の使用制せい限げんもあるけどね。

ＧＭ：強い代わりに制限もある……と。

ハルト：ふたつ名は、〝茄な子す色の太陽〟……と呼ばれるようになるらしい（笑）。以上だ。



＊藤原竜作　かつては魔王とも渡り合った凄腕のウィザード。ある事情により、戦闘時は妙齢の美女に変身する。

＊ガンナーズブルーム　大型の砲身を持つ、射撃タイプの箒。

＊《零式水上観測機》　敵影や弾着を観測する偵察機を具現化し、味方の攻撃の命中率を高める記録者の特技。

＊【命中】や【魔導】のジャッジ　武器や魔法がうまく当てられるかを示す能力値。これ以外にも様々な能力値があり、そこに２Ｄの数値を加算して達成値を求めることをジャッジと呼ぶ。

＊《九一式徹甲弾》　連装砲発射と同時に徹甲弾を作り出し、相手の防御を貫通する一撃を放つ記録者の特技。

＊ファンブル　致命的な失敗のこと。２Ｄの値が定められたファンブル値だった場合、達成値は［能力値マイナス10］となる。






●帯たて刀わきかりん―――緑谷明澄

緑谷（以下、かりん）：帯刀かりん、一六歳です。ふたつ名は〝聖せいなる冥めい王おう星せい〟。

ＧＭ：ふたつ名は案外まともですね。……学年は、ハルトと同じでいいですよね？

かりん：はい。出自のキーワードで［スパルタ教育］が出たので、ハンドアウトの内容も加味して「加賀見塚市を守るために厳しい修行を受けてきた」という設定にします。

ＧＭ：ほほう。

かりん：目的をロールしたところ、［グルメ嗜し好こう］になってしまったので……ことあるごとに「お腹なかすいた～！」と言い出します。いつも腹ペコです。

ＧＭ：……それって、単に素すの状じよう態たいの緑谷さんなのでは？

かりん：違いますよ！　あくまでロールプレイなのです！（きりっ）　そして……邂かい逅こうは［＊ベール＝ゼファー］で、感かん情じようは［恐きよう怖ふ］。

ＧＭ：ベール＝ゼファー……あの大魔王ベルとどこかで遭そう遇ぐうしたことがあるんですね。

かりん：たぶん、加賀見塚市にふらりと現あらわれたことがあるのでしょう。その時に「この人、何か怖い」って思ったのではないかと。

ＧＭ：なるほど。

かりん：性格は［普ふ段だんはおくゆかしいが、いざとなると衝しよう動どう的てき］。

ＧＭ：「居い候そうろう三杯目にはそっと出し」ということわざがありますが……。

ハルト：かりんの場合は、三杯目になると、シュバッと茶ちや碗わんを出すわけだな（笑）。

かりん：私は居候じゃないですから、そっと出さなくてもいいんです！（笑）　印象は［伝でん統とう衣い装しよう］。よく修行していて、道着姿になります。

ＧＭ：データ面はどのような感じですか？

かりん：クラスは＊魔ま剣けん使い／＊侍さむらい。斬ざん月げつという刀を、魔剣として所持しています。基き本ほん的てきには、接敵して魔剣で斬きりつける感じです。＊《伝家の宝ほう刀とう》や＊《愛刀》で斬月の【命中】や【物攻】を強化してあります。

ＧＭ：少女剣士という感じですね。

かりん：＊《受け太た刀ち》も取得しましたので、いざというときは敵から受けたダメージの軽けい減げんもできます。以上です。



＊ベール＝ゼファー　魔王と呼ばれる強力な侵魔のひとり。〝蠅の女王〟のふたつ名を持つ。銀の髪に金の瞳、ポンチョをまとう美少女の姿を取る。

＊魔剣使い　白兵戦用、特に刀剣型の箒の扱いに長けたクラス。

＊侍　日本古来の剣技と高潔な魂を受け継ぎ、刀の扱いに特化したクラス。

＊《伝家の宝刀》　先祖代々伝わる武器を持っていることを示す一般特技。選択した武器の「物攻」が＋１される。

＊《愛刀》　所有する刀が、侍の魂とも呼ぶべきものになっていることを表わす侍の特技。常備化している武器の「命中」と「物攻」が強化される。

＊《受け太刀》　刀を用いて衝撃を軽減する侍の特技。武器の「物攻」分だけダメージを減らす。






●曹ツアオ哀アイ王ウオン―――たのあきら

たの（以下、哀王）：僕ぼくの名前は、曹哀王。ふたつ名は〝灰はい色いろのタカ〟。見た目は中学生くらいに見えるけど、高校二年生です。

ＧＭ：……童顔ってことですか？

哀王：クラスが＊仙せん人にん／記録者で「＊レコード：三さん国ごく英えい雄ゆう」を選択した上、印象が［年ねん齢れい不ふ詳しよう］なので、見た目は若わかく見えるが、実じつ年ねん齢れいは一八一〇歳くらい……と、本人は言っています（一同笑）。

ＧＭ：な、なるほど。ちょっとうろんな人みたいですね（笑）。

かりん：あ、キャラクター作成の時にクラスがダブったと言っていたのは。

哀王：はい。記録者がハルトとダブりまして。とはいえ、過去作ネタ的に僕も譲れないのでＧＭに許可をもらってダブル記録者になりました（笑）。

大畑：なるほど。

哀王：目的が［ゲットバッカー］なので、大昔に冥めい婚こんした愛する人を侵魔に奪うばわれ、彼女を救い出すために戦い続けているということにします。愛しい人を取り戻すために必要なアイテムを入手するのにロンギヌスの仕事が都合がいいわけです。

かりん：ん？　冥婚。

哀王：古い風習で、若くして死んだ男女を死後に結婚させることですよ。

かりん：あ、そっちじゃなくて。哀王という名前と冥婚と聞いてとある人物を連想してしまって……。

哀王：やっぱりすぐにバレるものだな（笑）。まあ言わぬが花というやつなので、元ネタは内緒にしておいてください。ネットで検索すればすぐに分かると思いますが。

かりん：はい、わかりました。

哀王：なお、僕の性格は［ノーブルでたとえ好き］。

ＧＭ：いわゆる、解説キャラっぽい感じですかね？

哀王：そうですね。長生きしているので、いろいろと知ってそうですし。

ＧＭ：データ面はどんな感じですか？

哀王：支援や回かい復ふくを担当します。＊《時代断層ギヤツプバリア》でダメージを軽減したり、＊《兵へい貴き神しん速そく》で＊行動カウントを自分と同じ値まで引き上げたり、＊《ヒール》でＨＰ回復をしたり。

ＧＭ：なるほど。

哀王：あと、プラーナを使って達たつ成せい値ち上じよう昇しようをした場合、ダイスの出目をすべて６として扱うという＊《倍ばい気き法ほう》も持ってます。さらにアイテムは九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうを持っています。

ハルト：なんだっけ、それ？

哀王：封ほう神しん演えん義ぎに登場する宝パオ貝ペエ（超自然的な武器）で、九つの竜で構成される籠かごでして。その中に敵を閉じ込め焼き尽くす、という代物ですね。

かりん：物ぶつ騒そうだし持ち運びが大変そう。

哀王：なので、普段は白しろ鼠ねずみの形をとっています。これにはちょっとした由来があるのですが……。その辺は内緒、ということで。キャラ紹介は以上です。



＊仙人　自然の気の流れを操る仙術を扱えるクラス。

＊レコード：三国英雄　記録者の持つレコードのひとつ。中国の三国時代を始めとする英雄や軍師たちの能力を駆使することができる。

＊《時代断層》　今とは異なる時代の月衣を防御に利用し、常識の違いによって攻撃を遮断する記録者の特技。

＊《兵貴神速》　曹操の軍師・郭嘉の知謀を得、素早く行動させる記録者の特技。

＊行動カウント　戦闘を行なう際、どれだけ早く動けるかを表わす数値。【行動値】に２Ｄの値を加算し算出する。

＊《ヒール》　魔法の力で傷を癒やす一般特技。対象の【ＨＰ】を回復させる。

＊《倍気法》　仲間の内丹に働きかけ、プラーナの働きを何倍にも高める仙人の特技。






●アルタルフ―――大畑顕

大畑（以下、アルタルフ）：オレはアルタルフ。蟹かに座ざを構こう成せいする星の中で、明るい恒こう星せいの名前を持つものさ（渋しぶい声で）。

かりん：なんか、渋めですね？

アルタルフ：出自が［戦場生まれ］だからな。オレは戦場で生まれ、戦場で育ったのだ。

ＧＭ：ハードボイルドなキャラクターなんですね。

アルタルフ：ああ、オレはとても固い。何しろ……甲こう羅らがあるからな。

一同：……は？

アルタルフ：オレ、蟹カニだから。

一同：カニ！（爆笑）

ＧＭ：（キャラクターシートを見て）ああっ、ワークスに蟹って書いてある!?（笑）

アルタルフ：だが、ふたつ名は〝気高きマグロ〟（一同笑）。

かりん：蟹なんだかマグロなんだか……（笑）。

アルタルフ：クラスは＊大いなる者／＊属ぞく性せい使い。自分は蟹座の神話をモチーフとして、科学研究所によって創造された存在であり、種族が神（蟹）なのだと言いい張はる！　どうだい、ＧＭ？（笑）

ＧＭ：ええと……他のＰＣとコミュニケーションができるなら、かまいませんよ。

アルタルフ：ありがとう。

かりん：そんなことよりアルタルフさん？

アルタルフ：ん？　なんだい嬢ちゃん。

かりん：アルタルフさんって、美味しいですか？（じっと見つめる）

アルタルフ：じ、人生の苦みばかりが渗しみ込んでいるから、苦いと思うが？

かりん：なるほど！　まずはあく抜ぬきしないとダメってことですね！（一同笑）

アルタルフ：分かってないだろ!?　あく抜きで人生の苦みは抜けないぞ!?（笑）

かりん：大だい丈じよう夫ぶです。鍋なべにすれば、きっと美味しくなりますから。

アルタルフ：人の話を聞けよっ!?（笑）



＊大いなる者　太古に眠りについた〝古代神〟の力を持つクラス。

＊属性使い　魔法を引き起こすための力、〝属性〟を用いるクラス。






　人の話というか、蟹の話というか。




ＧＭ：まあ、コミュニケーションは取れてるようなので、問題はありませんが。

哀王：取れてたかなあ？（笑）

アルタルフ：と、ともかく！　今は世界の海を渡わたり歩あるき、ウィザードとして戦い続けている。目的で［一〇〇人の友達］が出たから、世界各地に戦友がいるはずだ！　印象も［ナイスバディ］だから、かなり魅み力りよく的てきに見えるはず……。

かりん：アルタルフさんって、とっても美味しそうですよね。

アルタルフ：だから、食べようとするのをやめろよ!?（一同笑）　性格は、［普段は臆おく病びようだが、実はウェット］。

ＧＭ：ハードボイルドに見えて、性格としてはウェット……なんというギャップでしょう（笑）。

かりん：ハードボイルド……ゆで蟹（じゅるり）。

アルタルフ：戦せん闘とう面では、魔法攻撃役として働くぞ。＊《属性異い能のう：水》＊《静かなる怒いかり》などを取ったので、〈水〉属性魔法で、大ダメージを与えつつ、＊［ＢＳ：放心］を与えたりできる。蟹の爪つめから、水とか光のビームを放つぞ。

ＧＭ：ほほう。

アルタルフ：さらに、＊《属性異能：蟹》で、シーン中１回、魔法攻撃の対象を範はん囲い選択にすることができる。以上だ。



＊《属性異能：水》　水分を操る属性使いであることを表わす、属性使いの特技。〈水〉属性の魔法の威力を上昇させる。

＊《静かなる怒り》　怒りによって魔法の破壊力を増幅させる、大いなる者の特技。

＊［ＢＳ：放心］　意識がもうろうとしている状態を表わす。すべてのジャッジの達成値にマイナス５される。

＊《属性異能：蟹》　太古に存在した謎の力を操る属性使いであることを表わす、属性使いの特技。通常はふたつの《属性異能：○○》を同時に取得できないが、アルタルフは《アディショナルパワー》で複数の属性を取得している。










































●ＰＣ間コネクション

ＧＭ：では、ＰＣ間コネクションを決めたいと思います。ＰＣ番号順に結んでください。

ハルト：ＰＣ番号順なら、まずは俺からかりんだな。（ダイスを振る）21。

ＧＭ：［誠せい意い］。

ハルト：かりんはいいところのお嬢さんのようだし、誠実に見えるってことで。

ＧＭ：次は、かりんから哀王へ。

かりん：（ダイスを振る）14。

ＧＭ：［友ゆう情じよう］です。

かりん：同じ学年だし、［友情］はいいかも。

ＧＭ：次は、哀王からアルタルフへ。

哀王：（ダイスを振る）54。

ＧＭ：［ドキドキ］。「まるで火のついた爆ばく弾だんのようだ。何が起こるか分からない」

アルタルフ：オレは蟹だからな。いつどんなことをしでかしてもおかしくはない（笑）。

哀王：では、［ドキドキ］で。

アルタルフ：最後は、オレからハルトだな……（ダイスを振る）44。

ＧＭ：［尽じん力りよく］。

アルタルフ：新米ウィザードをオレが導みちびいてやるか。というわけで［尽力］でいこう。
















各人のクリティカル値／ファンブル値

ＧＭ：それでは、クリティカル値とファンブル値を決めていきたいと思います。

哀王：『ナイトウィザード』名物ですね。クリティカルやファンブルのようなルールがあるゲームは多いし、判定の値あたいが変動するゲームも珍しくはないけど……。

ハルト：毎回運で変わるゲームはそうはないからな（笑）。

かりん：なんで得意顔なんです、菊池さん（笑）。

アルタルフ：いやあ、このスリリングなシステムを作ったのは誇っていいことかと（笑）。

ＧＭ：ともかく、ダイスを振ってください。まずは菊池さんから。




　ダイスロールの結果、一同のクリティカル値、ファンブル値は次のようになりました。なお、クリティカルとファンブルについては、次項のコラムを参照してください。




ハルト　　　クリティカル値：10→８　　　ファンブル値：２

かりん　　　クリティカル値：８→７　　　ファンブル値：７→６

哀王　　　　クリティカル値：５　　　　　ファンブル値：７→６

アルタルフ　クリティカル値：７　　　　　ファンブル値：２
















各人の所持金

ＧＭ：では、最後に所持金を決めましょう。【幸運】ジャッジになります。

ハルト：（ダイスを振る）ファンブル！　裕福な家庭なのに、所持金は０！（笑）

かりん：きっと、＊ヴァルコの入った財布を落としたんですよ。ドジッ子さんですね（笑）。

ハルト：人を勝手にドジッ子にすんなよっ!?（爆笑）



＊ヴァルコ　ウィザードの間で流通する魔法通貨。１円≒１ヴァルコ。アイテムを購入する他、３万ヴァルコ支払うごとに、情報収集判定の達成値を＋１できる。






　こんな感じで皆さんの所持金は次のようになりました。このお金でアルタルフは、ＨＰヒールポーション２個、ＭＰヒールポーション２個を購入しています。

　では、いよいよオープニングフェイズが始まります。




ハルト　　　　　０ヴァルコ（ファンブルのため）

かりん　　　　　26万ヴァルコ

哀王　　　　　　13万ヴァルコ

アルタルフ　　　26万ヴァルコ








オープニングフェイズ







オープニング01◆巧こう遅ちは拙せつ速そくに如しかず


――――曹ツアオ哀アイ王ウォン






　時空の狭はざ間まにあるという、アンゼロット城じよう。

　曹哀王は物もの憂うげな顔で、大理石でできたその廊ろう下かを歩いていた。

　さて今日は、アンゼロットから、どんな面倒ごとを頼まれるのだろうか……。




ＧＭ：オープニングフェイズを始めたいと思います。今回、オープニングフェイズは、基本的にＧＭが指定したＰＣしか登場しないイメージです。ただ、登場を認める場合もありますので、自分が登場したいという場合はプレイヤーから申告してください。

一同：はい。




　なお、フェイズとはゲームの進行を示す四つの段階のこと。オープニングフェイズはその中の幕開けにあたる最初の段階を意味します。




ＧＭ：では、最初のシーン。シーンプレイヤーは哀王です。

哀王：はい。

ＧＭ：場所は、時空の狭間にある、アンゼロット宮きゆう殿でんです。

哀王：ああ、＊アニメだと地球を見おろす不思議空間に浮かんでましたね。アンゼロット城って。

ハルト：アニメか。懐かしい（笑）。

アルタルフ：衛星軌道みたいなところに西洋風の城が浮かぶ……シュールな光景だぜ。

ＧＭ：さて、哀王は、アンゼロットが待つお城の謁えつ見けんの間へとやってきました。

哀王：曹哀王、参りました。

ＧＭ：アンゼロットはロンギヌス隊員がいれた紅こう茶ちやを飲みながら、哀王に「よくいらっしゃいました、哀王さん」とにこやかに微笑ほほえみかけます。
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哀王：ご用よう件けんは何でしょう？

ＧＭ：「あら、せっかちなのですね」アンゼロットはカップをテーブルに置くと、「では、単刀直入に。……あなたに調査していただきたいことがあります」と言います。

哀王：ふむ。調査ですか……。

ＧＭ：アンゼロットがすっと片かた手てを挙げると、宙ちゆうに、解説用の画像が展開されます。



＊アニメ　二〇〇七年にＴＶ放映された『ナイトウィザード The Animation』のこと。この世界全体に影響する大事件・マジカルウォーフェアの決着の様子が描かれている。






　半透明に輝く画像に表示された地図は、そこが海沿いの町であることを示していた。




ＧＭ：「これは、日本にある地方都市のひとつ、加か賀が見み塚づか市の地図です」

哀王：ああ、僕のハンドアウトに書いてあった場所か。

ＧＭ：ええ。「最近、この地域でのプラーナが、普ふ通つうならば起こりえない範囲で減少しているようです。そのため、調査に向かってくれませんか？」

哀王：現地にアンゼロット配下のウィザードはいないんでしたっけ？

ＧＭ：はい。世界のウィザードに絶大な影響力を持つアンゼロットといえど、世界中に部下を配置しているわけではないのです。

哀王：……なるほど。

ＧＭ：「そこで、です。哀王さん。これから私がする質しつ問もんに、はいかＹＥＳでお答えください。加賀見塚市に向かい、調査をしてくださいますね？」

ハルト：きた！

アルタルフ：拒否を許さないアンゼロットの定番ゼリフだぁぁぁ―――っ！

ハルト：さて、哀王はどう返すか……。

哀王：そう、アンゼロットが声をかけるとですね……。

ＧＭ：はい。

哀王：問いかけた瞬間に僕の姿が一いち枚まいの符ふへと変化します。

ＧＭ：……はい？

哀王：アンゼロットと会話していたのは、僕の姿をした符で、本人はもう加賀見塚市へと向かっていたのです（一同笑）。

一同：なんと！

ハルト：それは、なんかずるいなあ……。

哀王：僕の故郷には「君くん子し危うきに近寄らず」という言葉があるのですよ（笑）。

ＧＭ：分かりました（笑）。では、アンゼロットが「何という早さ……期待していますよ、哀王さん」とつぶやいたところで、シーンを終了しましょう。







オープニング02◆蟹かに、見参！


―――アルタルフ






　加賀見塚駅に電車がやってきた。

　電車の自動扉とびらが開き、人の流れに乗って中から出てきた一匹ぴきの蟹がいた。

　名前はアルタルフ。

　体こそ蟹であるが、その内実は立りつ派ぱなウィザードである。




ＧＭ：オープニングフェイズの二シーン目。シーンプレイヤーはアルタルフ。

アルタルフ：はい。一体どんなシーンだ？

ＧＭ：加賀見塚駅に電車がやって来ます。「加賀見塚～、加賀見塚です」というアナウンスとともに扉が開き、アルタルフがホームに降り立……。

アルタルフ：ほう。電車。（渋い声で）……自動ドアで、よかった（一同笑）。

かりん：ああ、アルタルフさん、自力で電車のドアは開けられませんからね（笑）。

ＧＭ：すみません。ＰＣが蟹だと想定してシナリオを作ってなかったので……。

アルタルフ：いいさ。オレは爪で帽ぼう子しのつばをクイッと押おし上あげ、「ふっ、ここが加賀見塚か。事じ件けんが起こっているとは思えないくらい、清せい浄じような空気が漂ただよってるじゃないか」とつぶやく。

ハルト：なんか……無駄にシブいな（笑）。

ＧＭ：ここで、回想シーンが入ります。アルタルフが海辺の町、加賀見塚市へとやってきた理由は、数日前にとある依頼を受けたからでした……。




＊　＊　＊




ＧＭ：数日前のことです。アルタルフの0-Phoneレイフオン（ウィザード専用の携帯電話機）に、アンゼロットから着信が入りました。

アルタルフ：帽子の中から0-Phoneを引ひっ張ぱり出だして、出る。「もしもし？」

ＧＭ：「お久しぶりです。アルタルフさん」

アルタルフ：社交辞令はいらん。用件だけ話せ。

ＧＭ：「話が早くて助かります。今、加賀見塚という町で、プラーナの異い常じよう減少が起きています。哀王さんが現地入りして調査に当たってくれていますので、合流し、彼の手伝いをして欲しいのです」

アルタルフ：「哀王？　……ああ、あのボーイのことか」と哀王のことを思い出しながら聞く。

ＧＭ：「ええ。あなたの腕うでを見み込こんでのお願いです」

アルタルフ：お前からの依頼はお断ことわりしたいところだが、哀王とは知らぬ仲でもない。……いいさ、引き受けてやる。

ＧＭ：「あら、ＹＥＳ or ＤＩＥ、どちらを選ぶかお聞きしようと思いましたのに、あっさりイエスと言いましたね？」（笑）

アルタルフ：死かよ！　ハンドアウトを読んだときも思ったけど本当に物ぶつ騒そうだな!?

ＧＭ：「あら……つい」

ハルト：このアンゼロット怖いなあ（笑）。




＊　＊　＊




ＧＭ：という感じで、アルタルフは哀王のサポートをするために、加賀見塚市へとやって来たのです。

アルタルフ：まずは、哀王と合流を目指そう。さて、駅から町へ移い動どうしなくては。

ＧＭ：そうですね。では、アルタルフは駅を出て、哀王との合流先として指定されているアパートへと向かうことになります。この依頼の最中、寝しん食しよくに困らないよう、アンゼロットが手配してくれた部屋になります。

アルタルフ：なるほど。蟹の住まい……もとい、仮の住まいというやつだな。

ハルト：上う手まいことを言う（笑）。

ＧＭ：では、アルタルフが到着したばかりの街中を歩いていると……。

アルタルフ：歩いていると？

ＧＭ：ふいに周囲が紅あかく染そまり、空には紅い月が昇ります！

アルタルフ：「むっ、これは月げつ匣こう。もしや、侵魔エミユレイターが……!?」振ふり向むきざまにビームを撃うつ！「や、やったか!?」

ＧＭ：……（シナリオを見つめる）。

アルタルフ：……？

ＧＭ：……シナリオ通りの演えん出しゆつをしていいですか？

アルタルフ：どうぞ。

ＧＭ：この月匣を展開した侵魔は、道路の端はしに立っているカーブミラーからぬるりと姿を現します。

アルタルフ：鏡？

ＧＭ：はい。鏡です。

アルタルフ：鏡って、光を反はん射しやするよな？

ＧＭ：そうですね。

アルタルフ：ギャー!?　オレが放ったビームが反射して、オレ自身に命中だと!?

ＧＭ：いきなり自滅しないでください！

アルタルフ：ば、バカな！　ガクリ（一同笑）。

かりん：アルタルフさん、まだオープニングですよ!?　死なないでください！（笑）

ＧＭ：蛇へびの姿をした侵魔が、ミラーから上半身だけ出た形で、アルタルフを見おろしてひと言。「私が何かするまでもなく、やられているだと!?」（一同笑）

アルタルフ：ふふ。オレなどお前が相手をするまでもないということだ！（笑）

ハルト：それは自慢気に言うことじゃない！（笑）

ＧＭ：えーと。話を進めるために反撃して欲しいんですが。

アルタルフ：分かった……えーと……。

ＧＭ：どうしました？

アルタルフ：……どうやったら勝てるんだろう？（一同笑）

哀王：負ける演出しか思い浮かばないのか（笑）。

ＧＭ：特殊な演出とか考えなくていいですから。

アルタルフ：では、気を取り直して……「鏡の中から出てくれば、こっちのもんだな」と言って、ビームを放つ。「ウェルダンにしてやる！」

ＧＭ：すると、蛇の姿をした侵魔は、ビームを受けて、痛いたそうな顔をします。「ちっ、目め障ざわりな。……この町から早々に去るがいい。ここは、お前のようなものがいる場所ではない。海にでも帰ることだな」

アルタルフ：侵魔の忠告なぞ、聞こえんな。さぁ、正せい義ぎの鉄てつ槌ついをくだしてや……ギャー！　ビームがまた鏡に当たって乱らん反はん射しやした!?　……ガクリ（一同笑）。

一同：だからなんでやられちゃうんだ！（笑）

ＧＭ：場が収しゆう集しゆうしない……。

哀王：では僕が登場して話をまとめましょう。

ＧＭ：了解です。よろしくお願いします。

アルタルフ：（息も絶たえ絶だえに）おお、哀王！

ＧＭ：よし、今だ！「ち、新あら手てか。撤てつ退たいだ」と言って、蛇の姿をした侵魔は、鏡の中へと逃げ去ります。侵魔が退たい場じようしたことによって、月匣も解とかれます。

アルタルフ：やれやれ。助かったぜ、哀王ボーイ。

哀王：一体何があったんです？

アルタルフ：ふっ。ちょっと侵魔とにらみ合っただけさ。

哀王：まぁ、詳しい話は、あとで聞きましょう。まずは、熱いシャワーでも浴びて汚よごれを落とすといいですよ。

アルタルフ：勘かん弁べんしてくれ！　ゆで蟹になっちまう！（笑）

ＧＭ：では、ふたりがアパートへ向かったところで、シーンを終了します。







オープニング03◆いつもの朝


―――帯たて刀わきかりん






　帯刀かりんの朝は早い。

　夜明けとともに起き床しようして、自じ宅たくの敷しき地ち内ないにある道場へと向かわねばならない。

　なぜなら……剣けん道どうの師し匠しようである祖父が、毎朝、早朝稽げい古こをつけるために、待っているからだ。




ＧＭ：オープニングフェイズの三シーン目。シーンプレイヤーは、かりん。

かりん：はい！

ＧＭ：まず、ご相談なんですが。かりんに帯刀家に先せん祖ぞ代々伝わってきた伝でん承しようを教える、師匠的存在を出そうと思うのですが、何かご希望はありますか？

かりん：そうですね……お祖じ父いちゃんが剣の師匠というのはどうでしょう？

ＧＭ：お祖父ちゃんですか。

かりん：はい。お祖父ちゃんが剣道の師し範はんで、家の敷地内に剣道場とかがあるんですよ。私も小さい頃から教わっていて、その影えい響きようで私は普段和服を着てたりします。

アルタルフ：その祖父さん、普段は優やさしいんだけど、稽古の時はめちゃくちゃ厳きびしいんだよな？（笑）

かりん：そうそう！「帯刀家の跡あと取とり娘むすめは強くないといかん」とか言って、すごく厳しいんです。

ＧＭ：なるほど、いいですね。では、かりんの祖父は、現げん役えきは引いん退たいしたものの、師範代として剣道を教えてきた……ということにしましょう。

かりん：はい！

ＧＭ：では、シーンの演出を始めます。かりんは毎朝、祖父から剣道の稽古をつけてもらってから、学校へ行っているのですが……その日は、いつもと様子が違いました。

かりん：おや？

ＧＭ：いつもならこてんぱんにやられてしまうかりんですが、今日はなかなかのいい勝負になりました。

かりん：おお！　私、お祖父ちゃんに追いついてきたんですね！

ＧＭ：そのようですね。稽古の後、祖父は「かりん、そこに座すわりなさい。ちょっと話がある」とかりんを正せい座ざするよう促うながします。

かりん：はい、なんでしょう（正座）。

ＧＭ：「お前の腕も、ずいぶんと上達したようだ」

かりん：お祖父ちゃんに認みとめられた!?　なんか嬉うれしいです！

ＧＭ：「そろそろ、頃ころ合あいだろう。かりん、お前に我わが一族に伝わる伝承を教えよう」

かりん：伝承、ですか？

ＧＭ：「ああ。我が帯刀家には、このような言い伝えがあるのだ」




　祖父はかりんを見つめ、重々しい声でこう言った。

「逢おう魔まが刻とき、天に紅い月が昇らば、鏡塚に姿すがた映うつった者に災わざわいが訪おとずれる」




かりん：なんかこう……想像していた伝承と内容が違った！

哀王：まあ普通は秘伝の剣技とかを期待するところですよね（笑）。

ＧＭ：「うむ。我が一族はずっとこの加賀見塚を守ってきた。長らく続いた平へい穏おんではあったが……いつ何時、災いがやってきてもおかしくはない」

かりん：……そう言われましても。

ＧＭ：「かりんよ。わしはすでに隠いん居きよした身。現代を担になう若人わこうどたるお前が、さらなる精しよう進じんを積み、来きたるべき時に備えよ。それが、帯刀家の子として生まれたお前の役目。やってくれるな？」

かりん：はい！　そのために、私は修行を積んできたのですから！

ＧＭ：かりんの威い勢せいの良い返事を聞くと、祖父はにこりと笑います。「それでこそ、我が孫じゃ。かりんよ」

アルタルフ：笑顔だと!?　これはフラグに違いない！　この祖父さんはきっともうすぐ死ぬ！（一同笑）

ＧＭ：死にませんから、安心してください。その代わり……。

かりん：その代わり？

ＧＭ：という回想を終えたあなたに「かりん？　そろそろ学校に行かないと遅ち刻こくするわよ？」と、母親が声をかけます。

一同：回想シーンだった！

ＧＭ：あの後お祖父さんはかりんに後を託して旅に出ました。

かりん：え？　ちょっとお祖父ちゃん！　なんでいきなり旅に出るんですか!?（笑）

ＧＭ：だって……頼れる大人のウィザードＮＰＣが身近にいるとその人に頼り切りになられちゃうんですもの（笑）。

一同：ＧＭがぶっちゃけた！（笑）

ハルト：でもまあ、気持ちは分かる。

哀王：……まあ、ここは死んだことにされなかっただけよかったと思えばいいんじゃないかな（笑）。

ＧＭ：と、そんな感じで。お祖父さんとの会話を思い出しながらの朝稽古を終えたかりんにお母さんが声をかけてくれたわけです。

かりん：分かりました。じゃあ気持ちを切り替えて……「もうそんな時間!?」と言って慌あわててリュックサックを背せ負おいます。

ＧＭ：リュックサックが、かりんの通学鞄かばんなんですか？

かりん：はい。鞄を手では持てませんから。

ハルト：なにゆえ？

かりん：だって、右手で風ふ呂ろ敷しきに包んだお弁当を持って、左手でおひつを抱えますから。

一同：おひつ!?（笑）

かりん：はい。しゃもじをくわえて「遅刻遅刻ぅ！」って言いながら走り出します。

哀王：トーストをくわえて登校というのはある種の定番ですが……よもや、おひつに入ったご飯を食べながら走るとは……（笑）。

ＧＭ：さて。では、登校風景になります。学校へ向かうかりんに、加賀見塚高校に通う友人である籠かご野の美み耶や子こと菅すが原わら洋よう平へいが「おはよ～」「おはようさん」と、それぞれ挨あい拶さつをしてきます。

かりん：美耶子ちゃんと洋平くんですね。「おはよう！　遅おそくなってごめんなさい！」

ＧＭ：美耶子は幼おさななじみですし、かりんの妙な行動にはもう慣れっこのようです。彼女は「今日も大荷物だね」と笑います。

かりん：だって、朝稽古のあとって、すごくお腹なかがすくんですもの！

ＧＭ：洋平は「しょうがねぇなぁ。ほら、弁当は持ってやるよ」と手を差さし伸のべます。

かりん：ありがとう！　……って、私、おくゆかしい性格なんだから、もっとおとなしく振ふる舞まうべきでしょうか？（一同笑）

哀王：今いま更さらもう遅いと思いますよ？（笑）

ハルト：もう、「おくゆかしい性格（笑）」としか思えない（笑）。




＊　＊　＊




ＧＭ：さて、登校途中の会話の中で洋平が「そういえば、聞いたか？　今度、転入生が来るってさ」と言い出します。

かりん：転校生!?

ＧＭ：洋平は「転入したては心細いだろうから、声をかけてやろうぜ」と言います。彼は面倒見の良い性格なのです。

かりん：もちろん！　教科書を見せてあげたり、お弁当をわけてあげたりしてあげます。

ＧＭ：美耶子は「かりんちゃんはいつも優しいのね」と微笑みます。

かりん：ありがとう。「あ、美耶子ちゃんもご飯食べる？」と訊ねます。

ハルト：普通欲しいと思わねぇよ！（笑）

Ｇん：美耶子は「朝ご飯食べてきたから、これ以上はいらないってば」と苦笑します。そもそも、美耶子は小食なので、かりんのご飯を欲しがったりはしませんよ（笑）。

かりん：そうなんですか……。

ＧＭ：美耶子は「そういえば」と話題を変えます。「駅前にあるショッピングモールで、今度、イベントがあるんだけど、人手が足りないらしいの。よかったら、手伝ってくれないかな？　ちゃんとバイト代は出るって話だから」

かりん：美耶子ちゃんが言うなら、もちろんお手伝いするけど、その……（もじもじ）。

ＧＭ：「どうしたの？」

かりん：その……お昼ご飯とか……まかないって、でるの、かしら？（一同笑）

ハルト：まず最初に飯の心配かよ!?　他に気にすることあるだろう？

かりん：何よりまずはご飯が大事です（真顔）。

ＧＭ：「ああ、お昼は、フードコートのチケットが配られるみたいだから、心配しなくても平気だよ」と美耶子が言います。

かりん：わ～い！　やりますやります！

ＧＭ：洋平も「面白そうじゃん！　俺も手伝うぜ！」と賛さん同どうします。

かりん：ふふふ、楽しみですね！

ＧＭ：では、三人で和わ気き藹あい々あいと登校している途中で、シーンを終了します。







オープニング04◆出会いの日


―――ハルト・牧まき野の・フューリアス






　ハルト・牧野・フューリアスは、途と方ほうに暮くれていた。

　一身上の都合で転入することになった加賀見塚高校。

　適当に歩いていればたどり着くだろうと思っていたのだが……。




ＧＭ：オープニングフェイズの四シーン目。シーンプレイヤーは、ハルトです。

ハルト：はい。

ＧＭ：ハルトが加賀見塚高校に転入してくるシーンをやろうと思いますので、頃合いを見て、かりんや哀王も登場してください。

かりん：分かりました。ハルトさんは、どうしてうちの高校に来たんでしょう？

ハルト：実はだね。俺の両親は海外に転てん勤きんすることになって「お前も一いつ緒しよに来ないか」と誘さそわれたんだけど……日本生まれ日本育ちの俺は、「慣れた日本で暮らしたい」って言って、こっちに留とどまることにしたんだ。

かりん：ふむふむ。

ハルト：ただ、一人暮らしは不安だから、寮りようを併へい設せつしてる高校に通いたいと思ったんだ。色々探さがした結果、加賀見塚高校が目にとまったんだ。不思議とその土地に魅力を感じて転入する気になった……って感じかな。

かりん：どんな魅力を感じたんです？

ハルト：ＧＭ、加賀見塚高校って、きっと海まで近いよね？

ＧＭ：そうですね。学校も海の近くに建っていて、校舎の高い位置からは防砂林越しに海が見えるというイメージです。

ハルト：いいね。海が近ければ、船が見られるかもしれないだろ？　加賀見塚高校は俺にぴったりじゃないか！（一同笑）

かりん：そ、そうですね……（笑）。




　どこまでも海と艦船にこだわる男、菊池たけし。




ＧＭ：とりあえず、シーンを始めますね。時じ刻こくは朝。ハルトは……。

ハルト：学校がどこにあるか知らないので、加賀見塚高校への行き方を訊いている。

かりん：いきなり迷子まいごになってますよ!?（笑）

ハルト：加賀見塚市につけば、高校なんて簡単に探せるだろうと思って侮あなどっていたんだ。そしたら、駅の看板は適当だし、人ひと気けはないしで、迷子になってしまった（笑）。

ＧＭ：人が全然いないというほどではないですよ。散歩をしていたお年とし寄よりとかが、加賀見塚高校への行き方を教えてくれます。

ハルト：お年寄りは一いつ生しよう懸けん命めい教えてくれるんだけど、裏道とか抜けるようなマイナーな道だったりして、余よ計けいに迷っちゃうんだよ（笑）。わー、困ったなぁ、高校への行き方が分からないなぁ（かりんの方をちらちらと見る）。

かりん：あ、なるほど。迷子になっているハルトさんに対して私から声をかけろってことですね（笑）。

ハルト：うん。その方が登場しやすいかと思って。

ＧＭ：了解しました、かりんの登場を認めます。まず美耶子が「ねぇ、あの人、困ってるみたいだね」と、きょろきょろしているハルトを見て言います。

かりん：道に迷ってるみたいですね。

ＧＭ：美耶子はハルトに近づいて、「あの……なにかお困りですか？」と声をかけます。

ハルト：では、それに答えて。「あー……その、加賀見塚高校へ行きたいんだけど、道が分からなくて」

ＧＭ：「あ、あなたが噂うわさの転入生なんだね！　それなら、一緒に行こう？　あたしたち、加賀見塚の生徒だから」

ハルト：ありがとう！　助かるよ！　キミは親切だなぁ！

ＧＭ：「これくらいおやすいご用だよ」と言って、美耶子は微笑みます。

かりん：私はご飯をもぐもぐしながら、「登校する時に迷うとか珍しいですね。地図とか持たなかったんですか？」と言います。

ハルト：おい、話すときは……というか、歩きながら飯を食うな（笑）。

かりん：時間がなかったから、しょうがないんです。

ハルト：……まぁ、いい。決まりきった道を辿たどる日常なんてつまらないだろう？　時には地図のない旅ってヤツを楽しんでみたくなったのさ！

かりん：わっ！　この人中二病だわ!!　金髪だし不良の中二病だわ!!

ハルト：おひつ抱えた不審者に言われたくねぇぇぇ―――っ！（笑）

ＧＭ：屈くつ託たくのないハルトの態度に、美耶子と洋平も緊張感が解けたようです。ふたりの会話を聞いてクスクスと笑っています。

ハルト：うん。笑顔は心の壁を取り払うね（笑）。

ＧＭ：駅から離れると周囲の建物はどんどん低くなります。

ハルト：おお！　空が広い！

ＧＭ：やがて、風に含まれる潮しおの香りが段々と濃くなっていき……。

ハルト：お？　この香りは……。

ＧＭ：ちょっとした丘を越えたところで、ハルトの視界いっぱいに青い海が広がります。

ハルト：おお！　海だぁぁぁ―――っ！　ダッシュで海に向かって駆けだしてしまう！

かりん：ちょ、ちょっと！　学校はそっちじゃないわよ―――っ！　そう言いながら彼を追いかけます！

ＧＭ：では、海へと向かう斜面をふたりは駆け抜けていきます。春の海を明るい日差しが照らし、トンビなどの鳥が空を飛んでいます。




　空は青く雲は白く広がり、水平線の向こうまで海が広がる。

　それは、都会暮らしのハルトにとって何よりも貴重に思える光景だった。




ハルト：いやあ、いいねぇ。この町に来てよかったよ！

かりん：私たちには見慣れた風景ですけど……こうやって喜んでもらえると嬉しいものですね……。

ＧＭ：まあ、そんな感じで走り回ったあと……かりんたちの案内によりハルトは加賀見塚高校へと到着しました。

アルタルフ：な、長かったな……。

ＧＭ：ここで場面は担任の教師への挨拶をすませたハルトが朝のホームルームへと顔を出したところに切り替わります。

哀王：僕はここで登場しておきますね。僕はすでに転入済みで、もうクラスに溶とけ込こんでいることにしたいのですが？

ＧＭ：分かりました。哀王の登場を許可します。担任の先生は、まず、ハルトがこのクラスに転入したことを告げます。

ハルト：黒板に名前を書いて、挨拶をする。「ハルト・牧野・フューリアスだ。長くて呼びづらいと思うので、ハルト、と呼んでくれると嬉しい。これからよろしく！」

ＧＭ：クラスメイトからは「ハーフなの？」と質問が飛びます。

ハルト：父は日本人、母が日本人とイギリス人のハーフで、俺はクォーターだよ。

アルタルフ：（生徒になって）「もしかして、日本語苦手だったりする？　英語で話した方が良い？」（一同笑）

ハルト：日本生まれの日本育ちだから、変に気を遣つかわなくていいよ！（笑）　親が急に海外赴ふ任にんになってしまったので、この学校の寮に入ることにしたんだ。

アルタルフ：（生徒になって）「なるほど。それでこの学校に転校してきたのか」

ハルト：俺は窓に駆かけ寄よって、感かん嘆たんの声を上げる。「この学校はいいね！　海が見える！　素す晴ばらしい!!」

ＧＭ：「でも、風に乗って海の砂とかが飛んできて掃除が大変だよ」とクラスメイトたちが言います。

アルタルフ：なんだかＧＭの実感がこもっている描写だ。

ＧＭ：実は私の母校をモデルにしているので（笑）。

ハルト：砂とかそんなことは些さ細さいなことだ。授じゆ業ぎよう中に戦せん艦かんとかが見えないかなあ。

哀王：無理ですよ。軍港が近いわけではないでしょうから。

ハルト：そっかぁ……無理かなあ……。

ＧＭ：さて。ハルトの席は、美耶子の隣となりになりました。

ハルト：おお、朝、道案内してくれた子！　今朝はありがとう。今日からよろしく！

ＧＭ：美耶子も嬉しそうです。「あなたみたいな賑にぎやかそうな人が隣なら、これから毎日が楽しくなりそうで嬉しい。教科書とか、まだ揃そろってないだろうから、あたしのをふたりで見よっか」

ハルト：そうしてくれると助かる！

かりん：私はそんなふたりを微笑ましく見守りながら、おひつのご飯をもぐもぐしてます（一同笑）。

ハルト：食い過ぎだろ!?　しかも超早弁だし（笑）。

かりん：私はこれが普通ですが？

ハルト：絶ぜつ対たい普通じゃねぇよ！（笑）

ＧＭ：では、クラスが賑やかになったところで、シーンを終了します。








ミドルフェイズ







ミドル01◆放課後の高校生たち


―――ハルト・牧まき野の・フューリアス






　転入初日を無事に終え、ハルトは「ほっ」とひと息をついた。

　朝こそ慌あわただしかったものの、その後は比ひ較かく的てき穏おだやかに過すごせた。

　隣となりの席の美み耶や子こは、そんなハルトに声をかけてきた。

「ねぇ、ハルトくん。このあと、予定空いてる？」




ＧＭ：ミドルフェイズ―――シナリオが展開する段階―――に入ります。シーンプレイヤーはハルトで、かりんと哀アイ王ウオンも登場してください。舞ぶ台たいは放課後の教室です。

アルタルフ：オレは？

ＧＭ：登場しても登場しなくても、どちらでもかまいません。基き本ほん的てきには、学生の放課後を演えん出しゆつしようかと思っているのですが……。

アルタルフ：では、オレは背はい景けいの一部として登場しよう（笑）。

かりん：背景の一部？

アルタルフ：通りすがりの蟹かにとして登場する。

ハルト：蟹は普ふ通つう教室を通りすがらないと思う（笑）。

ＧＭ：では、演出を始めますよ。帰りのホームルームが終わり放課後になると、美耶子が皆さんに声をかけてきます。「ねぇ、これからハルトくんの歓かん迎げい会かいをやらない？」

ハルト：俺おれの歓迎会？

かりん：いいですね！　ショッピングモールのフードコートで、何か美お味いしいものを食べるとか、どうですか？（わくわく）

ハルト：それって、俺の転入にかこつけて、騒ぎたいだけだろ？（笑）

かりん：そ、そんなことないですよ!?（笑）

哀王：まぁ、食事に行くか、カラオケに行くかってところでしょうから、かりんさんのプランでいいんじゃないですか？

ＧＭ：はい。あとは、ゲームセンターやボウリングのパターンも考えましたが、かりんがフードコートへ行きたいというならば、それでいいですよ。

かりん：わ～い！

ハルト：主しゆ賓ひんは俺のはずなんだが……それに、美耶子たちはそれでいいのか？

ＧＭ：美耶子は「大だい丈じよう夫ぶ。フードコートなら、いろんなお店があるから」と笑います。洋平は「かりんが飯以外の提てい案あんをしたら、そっちの方が驚おどろくよ」と悟さとりきった顔をしてますね。

ハルト：じゃあ……いいか。

ＧＭ：行き先が決まったところで、皆さんは学校を出て、ショッピングモールへと向かいます。その道中、ハルトはあることに驚かされます。

ハルト：？

ＧＭ：町の人たちに、美耶子はやたらと呼よび止とめられるんですよ。「あら、籠かご野ののお嬢じよう様さまじゃない。ご機き嫌げんいかが？」とか「籠野の嬢ちゃん、うちで採とれた野菜持ってくか？」とか。

ハルト：ほう。美耶子はこの町の人気者なのか。

ＧＭ：町の人たちと話をしている美耶子を見ながら、洋平が「人気者っつーか……美耶子は名家のお嬢様だからなぁ」と教えてくれます。




　洋平が言うには、美耶子の家はこの加か賀が見み塚づか市に古くからある名士の一族で、もともとは加賀見塚の起こりに関かかわっていたらしい。

　昔から加賀見塚を支ささえてきたようだが、特に美耶子の親は、その傾けい向こうが顕けん著ちよらしく、加賀見塚を発はつ展てんさせるためによく動き回っているのだそうだ。

　都市の開発や、地元が活かつ性せい化かするためのイベントを企き画かくして、住人たちと積極的に交流している。

　そのため、子である美耶子も、親と一いつ緒しよにイベントなどに協力をすることになり、自然と顔が広くなっていったようだ、と。




かりん：ああ、分かります。きっと、周りから「本家の籠野さん」って言われたりするんですよね。

ＧＭ：そうですね。加賀見塚市には美耶子の親類縁えん者じやが多く住んでいて、美耶子の家は本家に当たります。

ハルト：そうか。うちは裕ゆう福ふくだけど、名家とは違ちがうしなぁ……と思いながら見ている。

ＧＭ：美耶子は困こまったような笑え顔がおで「もう、やめてって。お嬢様とか、本家の跡あと取とり娘むすめとか、あたしはそういう柄がらじゃないんだから」と言っています。

かりん：本人がいくら拒こばんでも、周りはそういうものだと思っちゃってるから、直してくれないんですよねぇ（しみじみ）。

ＧＭ：さて、皆さんがそんな感じで歩あゆんでいくと、学校と市街地の間の小高い丘を指さして美耶子が言います。




「あの少し高くなったところが鏡塚。この町の名前の由来になったところなんだよ」と。




ハルト：鏡塚？

ＧＭ：美耶子の説明によれば塚の上にはよく磨みがかれた鏡のような石せき碑ひがあり、それが鏡塚という名前の由来になったんだとか。

哀王：黒こく曜よう石せきですかね？　金属の加工技術が発達する以前には磨いた黒曜石を使った鏡が使われたこともあったようです。

かりん：へぇ。そうなんですか。

哀王：その後、金属製の鏡が作られるようになると権力の象徴として扱われるようになりました。この国の古墳にも鏡が副葬品に用いられていますね。

ハルト：へぇ。そう言われるとちょっと覗のぞいてみたいな。

ＧＭ：では、ちょっとだけ寄より道みちをしてみんなで鏡塚へと足を踏ふみ入いれました。塚の上にある石碑は表面がピカピカに磨かれていて、見上げる皆さんを映しています。

ハルト：なんか、思ったより綺き麗れいなんだな。いつも風ふう雨うにさらされてるんだろ？

ＧＭ：美耶子は「近くにある神社の人たちが、毎日磨いているんだって」と教えてくれます。「市のシンボルみたいなものだし、ここを中心にしてお祭りをしたりするから、いつも綺麗にしてるの」

ハルト：へえ……。

かりん：私は小さい頃ころから見み慣なれてると思うので、鏡塚にはあんまり興味を示しません。お腹なかを鳴らしながら「早くショッピングモールに行きましょうよ。話なら、向こうでもできますし」と言います（一同笑）。

ハルト：はいはい。




＊　＊　＊




ＧＭ：では、鏡塚を離れた皆さんはしばらく歩いたあとで、ショッピングモールに到とう着ちやくしました。美耶子は「お好み焼きでも食べよっか」と言います。

哀王：いいですね。

ハルト：みんなが一いち人にん前まえを買う中、ひとりで三人前くらい食いそうなやつがいるんだが。

かりん：お好み焼き三人前？　……少なくないですか？

ハルト：どんだけ食うんだよ!?　そもそも、お前、そんなに食って小こ遣づかい足りるのか!?

ＧＭ：美耶子が「ここはあたしがおごるから、心配しないで」と笑います。

ハルト：えっ？　で、でも……。

ＧＭ：「いいって。このショッピングモール、うちが土地を貸かしているから、けっこう招しよう待たい券けんとかもらってるの。だから、お金のことは心配しないで」

ハルト：そうなのか？　でも、何か悪いな。会ったばっかりの俺に。




　ここをチャンスとみてＧＭはイベントをＰＣに投げかけます。




ＧＭ：「じゃあ、あたしのお願い、ひとつ聞いてくれるってのはどう？」

ハルト：お願い？

ＧＭ：「うん。あとで言おうと思っていたんだけど……今度の日曜日に、このショッピングモールで、イベントがあるんだけど、手伝ってくれないかな？」

ハルト：イベントの手伝い？　どんなの？

ＧＭ：「設せつ営えいとか、イベントスタッフとか、そういった類たぐいのバイトだよ。もちろん、バイト代もでるんだけど、どう？　バイトに欠員が出て困ってるんだって」

ハルト：うお、面倒だなぁ……（レコードシートを見ながら）って、よく考えたら、俺、所持金０ヴァルコだった………。ぜひ、バイトさせてください！

一同：ダメな人だぁ―――っ!!（爆笑）

ＧＭ：「どうもありがとう！」と満面の笑みを浮かべる美耶子。ちなみにアイテムを買うために必要な所持金は０ヴァルコでも、日にち常じよう生活に必要なお金の方はそれなりに持っているはずですよ。

ハルト：おっと、そうだった（笑）。しかし、俺の動揺をさそうとは、美耶子……なかなかの策士（笑）。

哀王：勝手にハルトくんが動揺しただけでしょ？（笑）　どちらかというと、彼女の喜びようからすると、フラグが立ってる気がしますが。

ハルト：何を言うんだ!?　俺は鈍いからな、そんな気配はまったく感じないぞ！

かりん：私はフードコートのテーブルにお好み焼きいっぱい並ならべて、片かたっ端ぱしからぱくぱく食べています（笑）。

ＧＭ：食べ物を前にすると、かりんは超マイペースですね（笑）。

ハルト：俺の歓迎会なんだろ？　主賓より先に食い始めるなよ！（笑）

ＧＭ：洋平は「ハルトもすっかりなじんだみたいで、けっこうけっこう」と笑顔を見せます。

ハルト：あ、ああ。だがこの女――かりんの食欲になじんじゃいけない気がする……。

アルタルフ：「若者たちが青春を満まん喫きつしている……」と思いながら、フードコート脇わきに置いてあるＵＦＯキャッチャーの中からみんなの姿すがたを眺めていよう（一同笑）。

哀王：何でＵＦＯキャッチャー……（笑）。

アルタルフ：景品として中に入ってれば、自然な形でシーンに参加できると思って。

ハルト：おい、このＵＦＯキャッチャーのぬいぐるみ、妙みようにリアルな蟹のマスコットが混まじってるぜ？　ちょっと取ってみるか（一同笑）。

アルタルフ：ＮＯ～！　少年よ、やめるんだ！（笑）

かりん：私もやります！

アルタルフ：おい！　止やめるんだ！　ちょっとお前ら！　オレだってＰＣなんだから、もっと優やさしく扱あつかえよ!?（一同笑）

ハルト：だって、この時点では、よもや意思疎そ通つうができる存そん在ざいだなんて思ってもいないから……（笑）。

アルタルフ：お前も止めろよ哀王ボーイ！

哀王：まあ、一般人に我々の正体を知られるわけにはいきませんからね。「謀はかりごとは密みつなるをもってよしとす」というでしょう？

アルタルフ：薄はく情じよう者もの！

かりん：美味しそうなものを狙ねらわないわけにはいかないです……（じゅるり）。

アルタルフ：オレは食用じゃないからな!?（笑）

ＧＭ：では、そんな感じでショッピングモールで楽しく遊んだところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







ミドル02◆鏡に映る異い変へん


―――帯刀かりん






　ハルトの歓迎会は思ったよりも盛もり上あがり、ショッピングモールを出る頃には、もう日は暮くれようとしていた。

「また明日」の言葉とともに解かい散さんしたあと、かりんはひとり鏡塚の前を通っていた。




ＧＭ：ミドルフェイズの二シーン目。シーンプレイヤーはかりんです。哀王とアルタルフも、登場判はん定ていに成功すれば登場可か能のうです。ハルトは次のシーンに出番があるので、ここでは登場不可ということで。

アルタルフ：様子が分からないことには、登場できないな。ちょっと様子を見る。

ＧＭ：ハルトの歓迎会が盛り上がり、解散したのはほぼ日が落ちかけてからでした。かりんは今、ひとりで、家への道を歩いています。

かりん：はい。

ＧＭ：歩いていると、鏡塚の前にさしかかります。ここで、かりんはふと、かつて祖そ父ふから聞いた昔話を思い出します。




　その昔、加賀見塚では、ミカガミ様と呼よばれる魔ま物ものが出しゆつ没ぼつしては、村を荒あらしていたという。人々が困こまり果はてていた折、旅人が通りがかり、激げき闘とうの末、ミカガミ様を塚へと封ふうじこめた。

　その場所が、今、鏡塚と呼ばれている場所なのだ。




かりん：なるほど。昔そんなことがあったんですね。

ＧＭ：今では、その伝説の魔物はミカガミ様と呼ばれ、再ふたたび暴あばれぬようにと毎年鎮たま魂しずめの祭りも行なっているそうです。

かりん：いわゆる、荒あら神がみ様ですね。魔物をミカガミ様として崇あがめ奉たてまつる、恩おん恵けいを受けようと……。

ＧＭ：そうです。

かりん：なるほど。美耶子ちゃんとか、私のご先せん祖ぞ様とか、その伝説の中にでてきそうですね（笑）。

哀王：どちらもこの地で古くから続く家いえ柄がらのようですから、ありえますね。

ＧＭ：そして、この加賀見塚市には、その伝でん承しようから派は生せいしたと思われる都市伝説がひとつありまして。

かりん：都市伝説？

ＧＭ：はい。「ミカガミ様は今も鏡の中に居いて、逢おう魔まが刻ときに鏡を見ると、鏡の中に引ひきずり込こまれてしまう」というものです。

アルタルフ：都市伝説というか学校の怪談みたいというか……。

かりん：よくある感じの怪談とはいえ、そのすぐ側を通りがかっている時に思い出しちゃうと、ちょっと怖こわいですね。

ハルト：でも、怖い物見たさとかってあるだろ？

かりん：そうですね。こう、横目でチラッと鏡塚を見ちゃうかも……。

ＧＭ：ここで、空に昇のぼっていた月が、ふいに紅あかく染そまっていきます。そして、鏡塚の鏡の部分に、洋平の姿が映っています。













かりん：洋平くん？　……不安を感じつつ辺りを見回します。

ＧＭ：見回しても周囲に洋平はいません。明らかに異い常じようだと認にん識しきできますよ。

かりん：もしかして、洋平くんは鏡に引きずり込まれちゃったのでしょうか。急いで、携けい帯たいを取り出して……。

ＧＭ：そうこうしているうちに、月は元の色を取とり戻もどし、鏡から洋平の姿も消えてしまいます。

アルタルフ：ＧＭ、これは、かりんと我われ々われがお互たがいにウィザード同士だと認識しあうシーンか？

ＧＭ：そうですね。ＧＭとしては、ここでかりんとアルタルフたちがコミュニケーションをとってもらえるといいなと思っていました。

アルタルフ：（ダイスを振る）登場判定成功。カサカサとかりんに近づき、「《月げつ匣こう》内でも普通に動けたということは、お前もウィザードだな」と声をかける。

かりん：突とつ然ぜん声をかけられたら、びくっとして振ふり返かえります。そして、周りを見回す。

アルタルフ：ここだよ、お嬢さん。

かりん：どこどこ？

アルタルフ：ここだ、とハサミでクイックイッと自分を指し示すぜ。

かりん：……こんなところに蟹さんが？

アルタルフ：ようやく気付いてくれたか。

かりん：…………。

アルタルフ：…………。

かりん：じゅるり……。

アルタルフ：ＮＯ！　オレは食用じゃない！　食べても美味しくない！

かりん：さっきから声が聞こえるんですが、誰だれが蟹さんにアテレコしてるんでしょう？　ひょい（アルタルフを摑つかみ上げる）。

アルタルフ：オレに中の人とかいないから！　オレは蟹であり神……。

かりん：蟹さんなんですね。鍋なべとかにしたら美味しいですよね！（目を輝かがやかせる）

アルタルフ：人の世のしがらみに縛しばられ過ぎたオレを味わっても美味しくないぞ！

かりん：なるほど。あく抜ぬきが必要だと。

アルタルフ：哀王ボーイ！　た、助けてくれ！　このままじゃ食われちまう！




　アルタルフ、必死の叫さけびだった。




哀王：ふたりのやりとりが面おも白しろかったのでもう少し黙だまってようかと思いましたが、呼ばれてしまいましたね。

アルタルフ：わざと登場してなかったのかよ!?（笑）

哀王：（ダイスを振る）登場成功。では、「かりんさん、その蟹を放はなしてあげてください。彼かれも立りつ派ぱなウィザードなので」と声をかけましょう。

かりん：哀王さん？　どうしてここに……？

哀王：こんばんは。この辺りで《月匣》が展てん開かいされたのを察知して来ました。

かりん：う～ん……ＧＭ、私って、どの程てい度ど世界の真実を知っていていいんでしょう？

ＧＭ：かりんも、基本的なことは知っています。先祖の何人かがウィザードだったので、蔵ぞう書しよとして知識を残してくれていたということで。ただし、加賀見塚市から離はなれたことがなかったので、身内以外のウィザードに出会ったのは初めてかもしれません。

かりん：分かりました。

哀王：では、先ほどの会話の続きをしましょうか。僕ぼくも彼も、あなたと同じウィザードなのです。先ほどの異常な現げん象しようについて、少々お話をしませんかね？

かりん：うちの一族以外のウィザードに会うのは初めてです。特に……蟹のウィザードには（一同笑）。

アルタルフ：外見がどうであれ、中身は立派なウィザードさ。区別なく扱って欲しい。

かりん：しょうがないですね。美味しそうだけど、ぐっと我が慢まんして、話を聞きましょう。




　なんとかお互いの会話が嚙かみ合あった模も様よう。




アルタルフ：オレはフリーランスのウィザードでな。この辺のプラーナが減へってきているってことで、調ちよう査さに来たのさ。

哀王：先日はアルタルフが蛇へびの形をした侵魔エミユレイターと遭そう遇ぐうしていますし、ついさっき《月匣》の展開も確かく認にんできました。どうやらこの町を狙っている侵魔がいるようです。

かりん：なるほど……「あ！　紅い月が昇っている間、あの鏡に、洋平の姿が映っていたんですけど、それも何か関係がありますか？」と聞いてみます。

アルタルフ：なんと、そんな事があったのか！　洋平くんの身が心配だな。連れん絡らくを取ってみてはどうだ？

かりん：そうですね。さっきタイミングを逃のがしてしまったので、今度こそ電話をかけましょう。

ＧＭ：では、三コールほど呼よび出だし音おんが鳴ったあと、「どうした、かりん。電話してくるなんて。ついさっき別れたばっかだろ」と洋平が電話に出ます。

かりん：……あれ？　普通に出ましたね。

ＧＭ：「俺、今ちょっと忙いそがしいんだよ。用事がないなら、電話切るぞ」と言う洋平の声は、どことなく浮うかれています。

かりん：洋平くん、楽しそうですね？

ＧＭ：「え？　……あ～、まぁな。土曜日……つーか、明日やるリハーサルで、ちょっとしたサプライズがあるんだ」

哀王：今は金曜日だったんですね。

かりん：サプライズって？

ＧＭ：「そ！　まぁ、明日をお楽しみにって感じだな！　超ちよう期き待たいしててくれ！」

かりん：プレイヤーとしては何かのフラグにしか聞こえないけど、かりんは洋平が無事なことにホッとしちゃうだけですよ!?（笑）

ＧＭ：「じゃ、準じゆん備びがあるから切るぞ。明日、集合に遅おくれるなよ？　いいか、絶ぜつ対たいだぞ？　約束だからな！」

かりん：絶対とか約束とか、洋平くん、死し亡ぼうフラグ立てすぎですよ！（一同笑）「分かってます。洋平くんこそ、遅れないでくださいね？」

ＧＭ：「俺は日本一遅ち刻こくをしない男なんだ」

かりん：それは誰が決めたんですか!?（笑）

ハルト：たぶんこれ、洋平は遅刻魔だよ。ジョークとして言ってるに違いない（笑）。

ＧＭ：では、洋平は遅刻魔ということにしましょう（一同笑）。

かりん：分かりました。「じゃあ、明日、洋平くんが遅刻したら、クレープおごってもらいますからね！」

ＧＭ：「げっ、かりんにおごったら破は産さんしちまうよ！　早はや寝ねして、早起きしなきゃな。じゃあ、また明日」と言って、電話は切れます。

かりん：洋平くん、無事でした。

哀王：そのようですね。とりあえず、良かった、というところでしょうか。

アルタルフ：だが、この町で何らかの事じ件けんが起きてるらしいのは間違いない。連れん絡らく先さきは交こう換かんしておかないか？

かりん：そうですね。いざという時に、頼たよれる仲間がいるというのは、とても心こころ強づよいです。

アルタルフ：そう。仲間がいれば、ひとりで戦う時の何倍も力を出せるというものだ。

ハルト：アルタルフがいいこと言ってる。蟹だけど（笑）。

アルタルフ：蟹だからこそ、さ（笑）。

かりん：あ、蟹さんのお名前、ちゃんと聞いてませんでしたね。私は帯刀かりんと申します。

アルタルフ：アルタルフだ。ウィザード界かい隈わいでは、〝気高きマグロ〟と呼ばれている。

かりん：……蟹なのに、マグロ？　何でそんなふたつ名なんです？

アルタルフ：……（無言で視し線せんを逸そらす）。

かりん：もしかして、アルタルフさんの身って、マグロの味がするんですか？

アルタルフ：そろそろ意い識しきを食べることから離せ！（笑）

哀王：かりんさん、アルタルフが本気で怯おびえているので、そろそろ勘かん弁べんしてやってください（笑）。

かりん：はーい（笑）。

ＧＭ：では、三人が協力を約束したところでシーンを終了します。







ミドル03◆不ふ穏おんな気配


―――ハルト・牧野・フューリアス






　土曜日。ショッピングモールの屋上に、ハルトたちはいた。

　美耶子が言っていた、イベントの手伝いをするためだ。

　ハルトたちを見た、イベントスタッフたちの反応は……。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーはハルト、かりんと哀王も一緒に登場してください。アルタルフは、登場したい場合、好きなタイミングで登場してください。

ハルト：はい。

ＧＭ：翌よく日じつの土曜日になりました。イベント前日で、今日はリハーサルが行なわれます。場所はショッピングモールです。

アルタルフ：その辺の看かん板ばんにくっついて、書かき割わりとして登場。皆の様子を見る。

ハルト：おっ、この店、蟹メニュー始めたんだな！　あとで食おう！（一同笑）

ＧＭ：分かりました。なお、ハルトたちは、ショッピングモールの屋上に集合しています。イベント当日は、ここでヒーローショーが行なわれるそうです。

ハルト：関係者はすでに準備に取りかかってるんだろうな。

ＧＭ：はい。皆さんが到着すると、「キミたちが、美耶子ちゃんが呼んでくれた助っ人だね？　さっそくだけど、よろしく頼むよ」と設営の手伝いを頼まれます。

かりん：アルバイトなんて初めてなので、わくわくしてます♪

ハルト：ヒーローショーってことは、明日は戦せん隊たいヒーローとか呼ぶのか？

ＧＭ：設営しながら周りの人に聞くと、加賀見塚市のご当地ヒーローがショーをすると教えてくれます。

ハルト：ご当地ヒーローなんているのか！　もしかして、市役所の人がスーツアクターだったりするのかな？（笑）

ＧＭ：市役所が協力者を募ぼ集しゆうして、あちこちから人手を借りていると思われます。

かりん：なるほど。

ＧＭ：ちなみに、ご当地ヒーローの設せつ定ていもちゃんとあります。




　加賀見塚市のご当地ヒーロー、〝法ほう力りき戦隊〟ネンジュマン。

　悪の怪かい人じんヘビガミダーの手から加賀見塚市を守るために現あらわれたヒーロー。ネンジュカニレッド、ネンジュマリンブルー、ネンジュシラスホワイトの三人からなる。




ハルト：蟹にシラス！

ＧＭ：この町の特産なんです！

ハルト：そして青だけ〝マリンブルー〟かよ!?

ＧＭ：海つながりですよ。統一感ありますよ!!　なお、加賀見塚市の観光課がＰＲ動画に彼らを起用してネット配信してますよ。

ハルト：ま、まぁ、町の活性化のためにがんばってるのは分かったよ。

ＧＭ：さて、皆さんが設営の手伝いをしてると、美耶子がハルトを呼びに来ます。「あの、ハルトくん、ちょっとお願いがあるんだけど」

ハルト：何？

ＧＭ：ぴっちりした青いタイツスーツみたいなものを、差し出してきます。「これ」

ハルト：……何これ。

ＧＭ：「どういうわけか、スーツアクターがひとり足りなくて。でも、ハルトくんなら、このスーツに体たい型けいが合いそうだからお願いできないかな」

ハルト：ええっ!?　でも俺、ショーとかやったことないし……。

ＧＭ：「大丈夫！　台本は、すぐに覚えられるぐらい短いものだから何とかなるって！」

ハルト：で、でも……（笑）。

ＧＭ：「じゃあさっそく着き替がえてね！」と美耶子が言うと、他のスタッフが着替えを手伝ってくれます。「ああ、これならいけますよ！」「サイズぴったりですね！」

ハルト：もう着替えさせられてるしーっ!?（一同笑）













アルタルフ：〝法力戦隊〟ネンジュマン……いったいどのような姿なのだろうか（笑）。

ＧＭ：頭にモチーフとなった海産物をつけて、首に大きな数じゆ珠ずをかけた人たちの集まりです（一同笑）。

哀王：……一いつ般ぱん市民に受けているのか、はなはだ疑ぎ問もんなデザインですね（笑）。

ＧＭ：美耶子はハルトに台本を手て渡わたします。「大丈夫、ちびっ子たちに呼ばれたら登場して、颯さつ爽そうとヘビガミダーを倒たおせばいいだけ！　簡かん単たん簡単！」

ハルト：台詞せりふも、俺が言うの？

ＧＭ：「そうそう。大丈夫、姿がネンジュマンなら、みんな納なつ得とくしてくれるって！」

ハルト：え、えーと……「ヘビガミダー、許ゆるさんぞ！　ナムサン、バサラダンカン、アーメン！」（一同笑）

かりん：宗しゆう教きようが混ざりすぎですよっ!?　ちゃんぽんしすぎです！（笑）

ＧＭ：スタッフの人たちは「心配しなくても大丈夫ですよ。ヘビガミダーのスーツアクターは慣れてる人ですから」「ちゃんとここで倒れますからねー」と、打ち合わせが進んでいきます。

ハルト：なるほど、周りが慣れてるなら、安心だな。「加賀見塚の海の力を食くらえ！　ネンジュマリンブルー！」とか、台本を読み上げてみる（笑）。

ＧＭ：「そうそう、上手ですよ！」（笑）と言うスタッフとハルトのやり取りを見ながら美耶子が両手の掌てのひらで口を押さえてクスクスと笑っています。とても楽しそうです。

かりん：美耶子ちゃんが楽しそう。

アルタルフ：あ、レッドが蟹モチーフなら、オレはカニレッドの頭部に貼はりついていよう（笑）。

ＧＭ：レッドのスーツアクターさんは「あれ？　この蟹、動く仕組みつけたのか。予算かけてるなぁ」と、鏡を見ながら言っています（笑）。

アルタルフ：さらにビームも出るぞ。ビーム発はつ射しや！

ＧＭ：「しかも、ビームまで飛ばしてる！　これはすごいぞ！」（笑）

かりん：勝手に動いたらまずいのでは……（笑）。

ＧＭ：美耶子はハルトの勇ゆう姿しを満足そうに眺めていましたが、事じ務む局きよくの人に呼ばれて、「またあとでね」と去って行きました。

かりん：はーい、いってらっしゃーい。

ＧＭ：スタッフの人たちは「練習や設営が全部終わったら解散でいいからね。明日はよろしくね！」と言ってくれます。

哀王：分かりました。




　こうして、なんだかんだと楽しみつつショーの練習は終わった。

　だが……。




ハルト：よし、ネンジュマリンブルーのポーズも覚えたし、台詞もどうにかなりそうだ。

ＧＭ：ということで、リハーサルも設営も終了し、本日は解散になります。

かりん：えっ!?　ちょっと待って！　洋平くんが全然出てこなかったんですけど!?　遅刻魔にしても遅すぎませんか？

ＧＭ：洋平は結局、最後まで準備には来ませんでした。

かりん：えぇっ!?　来なかったんですか……!?

ハルト：ああ、言われてみれば、洋平来てないな。

かりん：体調を崩くずしてしまったのでしょうか？　電話で連絡をしてみましょう。

ＧＭ：分かりました。では、あなたが洋平の携帯番号にかけてみると、「お客様がおかけになった電話番号は、現げん在ざい使われておりません」というアナウンスが流れます。

かりん：えっ？　使われてない!?

ＧＭ：はい、そうです。

かりん：な、なんで!?　ど、どうしましょう……!?

ハルト：おいおいかりん、何をひとりでパニクッてるんだ？

哀王：何かあったのですか？

かりん：あ、ハルトさん、哀王さん！　あの……それが……。

哀王：焦あせらずに何があったのか、教えてください。

かりん：洋平くんが来なかったですよね？　具合でも悪いのかと思って電話したら……彼の電話番号、現在使われてないって！

アルタルフ：（超ちよう渋しぶい声で）昨夜のかりんの心配が現実になったようだな。

ハルト：うお!?　カニレッドの蟹がしゃべった!?

アルタルフ：お嬢ちゃん、その洋平とやらの家に直ちよく接せつ行って確たしかめた方がよさそうだ。

哀王：そうですね。それが一番手っ取り早いでしょう。

かりん：は、はい……。

ＧＭ：「そろそろ屋上閉しめますよー」と、ここで声がかかります。

ハルト：とりあえず、洋平が来てないってことは俺も認識できてるよね？

ＧＭ：はい。

ハルト：「練習も終わったし、考えるよりは行ったほうがいいんじゃないか？」と言う。この時点での俺は、病欠かなにかなんだろうとしか思ってないから。

かりん：はい。みんなで、洋平くんのお家に、行ってみましょう！

ＧＭ：では、皆さんが洋平の家に向かったところで、シーンを終了しましょう。







ミドル04◆洋平の家へ


―――曹ツアオ哀王






　イベント準備で会おうと約束していたのに、洋平は来なかった。

　不安を口にするかりんに連れられ、現げん状じようを確認するため、哀王たちは美耶子と別れた後、洋平の自じ宅たくへとやってきた。




ＧＭ：ミドルフェイズの四シーン目です。シーンプレイヤーは哀王ですが、全員登場してください。イベント会場の設営が終わったあと、皆さんは洋平の家までやってきました。

アルタルフ：オレはハルトに見つからないよう、電柱の陰かげに隠かくれて見守っている。

ＧＭ：では、洋平の家は、海のそばということにしましょう。海に近いところならば、蟹がいてもおかしくはないですから。

かりん：私は洋平くんの自宅を知ってますか？

ＧＭ：はい。かりんのお祖父さんと洋平のご両親は知り合いで、かりんは洋平と幼なじみだということにしましょう。

ハルト：俺は家の前で「へぇ、洋平の家は海の方なのか。おお、近くに蟹も歩いてら」とか言ってる（一同笑）。

アルタルフ：オレ、見つかってるし！（笑）

ＧＭ：洋平の家は、ごくごく普通の一いつ軒けん家やです。「菅すが原わら」という、苗みよう字じだけの素そっ気けない表札がかかっています。

かりん：何となく、嫌いやな予感がするので、震ふるえる指でインターホンを押します。ぴんぽーん。

ＧＭ：「はい、どちらさまでしょう？」と、女じよ性せいの声がします。

かりん：あのぅ……帯刀です。

ＧＭ：「ああ、かりんちゃん！　ちょっと待っててね」と言って出てきたのは、洋平のお母さんです。夕食の支し度たくをしていたのでしょう、エプロンをつけたままですね。

かりん：すみません、お忙しい時間帯に……。

ＧＭ：「いいえ。それより、どうかしたの？　親おや御ごさんのお使い？」

かりん：あの……洋平くんは今、どうされてますか？

ＧＭ：そうすると、不思議そうな顔で「洋平？」と首をかしげます。

かりん：あうぅ、何となく分かってたけど……目まの当あたりにすると、やっぱりショック！　混こん乱らんして、オロオロしちゃいます。

ハルト：俺は状じよう況きようを理り解かいできてないので、「洋平は出かけてるのか？」とか空気の読めない発言をする。

ＧＭ：すると、ハルトに向かって「うちの家族には、そんな名前の人はいませんよ？」と言います。

かりん：え、えっと……ど、どうして……？

哀王：すみません、彼かの女じよは少々混乱しているようです。どうも失礼しました。

ハルト：一方、俺は事態についていけず「は？　……え？」となっている。

ＧＭ：洋平の母親は、ハルトや哀王とは面めん識しきはありませんが、かりんの友達だとは分かったようです。「いいえ、お気になさらず。でも、もう暗くなってきてるから、早めに帰ったほうがいいわよ。特に、かりんちゃんは女の子なんだから」と微笑ほほえみます。

哀王：お心こころ遣づかい、感かん謝しやいたします。彼女の腕うでをつかんで、ずるずると引きずっていきましょう。




　結けつ構こう強ごう引いんなところもある哀王さん。




ＧＭ：すると洋平の母親は「かりんちゃんも、お母さんによろしくね」と言ってから、ドアを閉めます。

哀王：では頃合いを見計らってかりんを解放しましょう。

かりん：じゃあ、解放されたところで哀王くんに食ってかかります！「どうして？　昨日は無事だったのに、一体何が起こったの……？」と。

哀王：おそらく洋平くんは、プラーナを奪うばわれて、存在を保たもてなくなってしまったのでしょう。

かりん：……！

ハルト：いったいどうしたんだ？　洋平がどうしたって？

アルタルフ：……哀王、うかつにハルトに話しかけられないオレの分まで、ハルトに事じ情じようを説明してやってくれ。

哀王：その前に、ひとつ確認しなければならないことがあります。ＧＭ、質しつ問もんがあるのですが。

ＧＭ：なんでしょう？

哀王：ハルトくんは洋平くんのことを憶おぼえている。それで間違いないですね？

ＧＭ：鋭するどい指し摘てきですね。はい、ハルトは洋平のことをちゃんと憶えています。

哀王：なるほど……。では、改めて、ハルトくんに向かって「あなたは洋平くんのこと、憶えていますか？」と訊たずねます。

ハルト：……あ、そういうことか（何か察したらしい）。じゃあ、「仲良くなったクラスメイトのことを、憶えてないわけないだろ？　一体どうしたんだ？」と言う。

かりん：哀王さん、どういうことです？

哀王：順番に説明していきます。まず、ハルトくんの質問にお答えします。

ハルト：おう。

哀王：どうも洋平くんは〝喰われてしまった〟可能性があります。

ハルト：喰われた？　何に？

哀王：人の知らざる存在によって、です。それゆえに、我々の前から姿を消してしまった。

ハルト：はは……そんな漫画の中の話じゃあるまいし。

哀王：洋平くんはその存在ごと喰われてしまった。だから彼の母親は息子のことを憶えてすらいなかったのです。

ハルト：「で、でも……」と口ごもる。

哀王：次に、かりんさんの質問への回答。ハルトくんは、未み覚かく醒せい、あるいは無自覚のウィザードである可能性があります。

かりん：なるほど。そういうことなら……。

ハルト：「って、どういうことだよ!?」と事情がのみこめない俺（笑）。

アルタルフ：（無視して）むろん、その正体が侵魔である可能性もあるけどな。

哀王：いずれの場合でも、異能の力を持つが故に、超常の存在によって消されたであろう洋平くんのことを、憶えていられるのです。

かりん：……なるほど。

哀王：（小声になって）アルタルフ、それとなくハルトくんのことを監かん視ししていてください。

アルタルフ：了りよう解かいした。どうなるかは分からないが、彼自身が自覚していなければ、オレの助力が必要だろう。

ハルト：お前ら、なんで蟹に向かって話しかけてるんだ？

アルタルフ：気にするな、少年。

ハルト：蟹がしゃべったあぁーっ!?（一同爆笑）

哀王：うかつにハルトくんに話しかけられないんじゃなかったんですか……？

アルタルフ：あっ……（笑）。

ハルト：ま、まあいいや（笑）。この世には不思議なことがあるんだな、とだけ思っておく（笑）。




　なんだかんだで適応力の高いハルト。




哀王：ところでＧＭ？

ＧＭ：はい。なんでしょう？

哀王：ずばり聞いてしまいますが、このシーンでハルトに「世界の真実」を伝えてしまってもいいですか？

ＧＭ：えーと……もちろんプレイヤーの行動を縛るつもりはないのですが、想定としてはこの後のシーンでそういうやり取りがあると考えていました。

哀王：やっぱりそうでしたか……。

アルタルフ：「ハルトが洋平のことを憶えている」から「ウィザードだ」と結論づけられるとは思わなかった、ということか。

哀王：うーん。確かにＰＣとしてそれに確信できるほどの根拠はなかった気もしますね。プレイヤーとしてメタ的に気付いてしまったというのもアンフェアなので、ここはこうしましょう。……ハルトくん。

ハルト：お、おう。

哀王：あなたに自覚はないでしょうが……今我々は人知を超えた事件に遭そう遇ぐうしています。

ハルト：……はあ？

哀王：詳しいことはまた明日にでも説明します。ただ、くれぐれも気をつけてください。

ハルト：気をつけるって……なにを？




　哀王は少年らしからぬ大人びた……いや老成した男の表情を浮かべながら言った。

「あなたをこの事件に巻き込んだ運命に、です」




ハルト：まーた思わせぶりな（笑）。

哀王：（しれっとした表情で）だって実際にプレイヤー自身この後何が起こるか知りませんから（笑）。

アルタルフ：適当に思わせぶりなことを言ったんだな。そういうの……嫌いじゃないぜ（笑）。

ＧＭ：えーと。それで、これからどうしますか？

哀王：解散、でいいと思います。続きはまた明日。

アルタルフ：まあ、今夜ハルトに何かあればオレが護ってやるさ（笑）。

ハルト：うーん……なんだかいろいろ疲れた気がするし、寮に帰って寝るわ。

哀王：かりんさんもそれでいいですね？

かりん：はい、また明日。私は、いろいろと考かんがえ込こみながら、とぼとぼ帰ります。

ＧＭ：では、皆さんが別れて帰き途とへついたところで、シーンを終了します。







ミドル05◆消しよう失しつの予よ兆ちよう


―――帯刀かりん






　洋平が消えた。

　その事実が、かりんの胸むねに重くのしかかる。

　ため息をついて空を見上げると、そこには……。




ＧＭ：さて、次のシーンに入りましょう。シーンプレイヤーはかりんです。

一同：おや？

哀王：間髪入れずにイベントが起きるのか。これは想定外だ。

ＧＭ：登場したい人は、登場判定で成功すれば登場できます。

哀王：とりあえずは様子を見ます。

ＧＭ：分かりました。先ほど解散したあと、かりんはひとりで自宅への道を歩いています。

かりん：とぼとぼと歩きながら、ため息をつきます。

哀王：プレイヤーがショックを受けてるね。

かりん：そうなんですよ……私、こういうのに弱くて……どうしてこんなことに……。

ハルト：まあ、ＧＭのせいだな（笑）。




　否定はしません（笑）。




哀王：まあ、メタ会話はほどほどにして、イベントを進めてください。

ＧＭ：すると、ふいに周囲の色が紅く染まっていきます。

一同：月匣きたあああ―――っ!!

かりん：慌てて空を見上げます！

ＧＭ：月の色が紅く変化していますね。どこかで月匣が開いただろうと思われます。

かりん：「これは、まさか！」哀王さんとアルタルフさんに、0-Phoneレイフオンで連絡をします！

アルタルフ：どうした、かりん？

かりん：今、紅い月が昇りました！

哀王：ＧＭ、我々も紅い月を観かん測そくできますか？

ＧＭ：はい。哀王とアルタルフも、かりんと同時に気付きます。

哀王：なるほど、了解しました。「ええ、こちらも確認しました。侵魔が動いたようですね」と、かりんさんに伝えましょう。

かりん：私は鏡塚に向かってみます！　何かありましたら連絡しますね！

哀王：ひとりでは危き険けんです。僕もそちらに向かいましょう。

かりん：よろしくお願いします！

哀王：（ダイスを振る）登場判定、成功です。僕も鏡塚へと向かいます。

アルタルフ：では、オレは引き続きハルトを護ご衛えいしていよう。ハルトはハルトで、ひとりにしておくには危険だからな。

ＧＭ：このシーンに登場するのはかりんの他には今のところ哀王だけですね。了解しました。ではシーンの演出を続けます。かりんは一足先に、鏡塚へやって来ました。そうすると、紅い月の下、鏡塚の鏡に人影が映っています。

かりん：今度は誰ですか……!?

ＧＭ：石でできた鏡の中、映っているのは……。

一同：映っているのは？

ＧＭ：それは、金髪の少年……ハルトの姿です。

ハルト：何だって!?　つ、次のターゲットは俺なのか！（笑）

アルタルフ：大丈夫。あなたは死なないわ……。私が守るもの（一同爆笑）。

ハルト：……と蟹に言われる夢ゆめを見ている俺。うーんうーん、蟹が、蟹がしゃべってる……（笑）。

哀王：シーン外でイベントが進行している（笑）。

ＧＭ：さて、鏡はハルトの姿をしばらく映していますが、紅い月が消えると同時に、もとの鏡に戻ります。

かりん：……戻った？

ＧＭ：ここで、哀王が鏡塚に到着します。

かりん：哀王さん……。

哀王：かりんさん、どうしました？

かりん：「はい、今度はハルトさんが……」とうつむきます。

哀王：なるほど。洋平くんに引き続き今度はハルトくんが鏡塚に映っていたのですね？　やはり運命は彼を巻き込みたがっているようだ。では、アルタルフにメールで連絡してこの件を伝えましょう。

かりん：哀王さんありがとうございます。アルタルフさん、どうかハルトさんから目を離さないでください。

アルタルフ：我々は歴戦のウィザードだ。心配しなくても、ちゃんと警けい備びしてるさ。

かりん：本当に、よろしくお願いしますね。また誰かが消えるのは嫌ですから。

アルタルフ：おう。

哀王：かりんさん、家まで送りましょうか？

かりん：いえ、お気遣いだけで十分です。その分、事件の調査に時間をさいてください。

哀王：……分かりました。でも、十分にお気をつけて。

ＧＭ：では、かりんと哀王が別れたところで、シーンを終了します。







ミドル06◆侵しん蝕しよくの蛇


―――ハルト・牧野・フューリアス






　ステージの上では、ヒーローと着ぐるみの怪人が活かつ劇げきを繰くり広ひろげている。

　固かた唾ずを呑のんで戦いの様子を見つめる子こ供どもたちの瞳ひとみは真しん剣けんそのもの。

　ショッピングモールで開かい催さいされるヒーローショーは大だい盛せい況きようであった。

　だが、晴はれ渡わたっていた空に陰かげりが差し………。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズの六シーン目です。シーンプレイヤーはハルト、ＰＣは全員登場してください。イベント当日の日曜日になり、ショッピングモールの屋上でヒーローショーが開催されます。

哀王：それまでの間に、ハルトくんを見み張はっていた僕らは何か気づきましたか？

ＧＭ：いえ、特に異常はありません。

哀王：分かりました。では、僕はそのまま会場入りしたということで。

ハルト：いやぁ、昨日変な夢ゆめ見みちゃってさぁ。蟹が話しかけてくるんだよ！「美う味まい……美味すぎる！」

哀王：そう言って語りかけてくるのは蟹ではなく風ですね。




　埼玉銘めい菓かのＣＭネタですか。




ＧＭ：というわけで皆さんは、イベント会場の控ひかえ室しつに集合しました。なお、この場には、美耶子は姿を見せていますが、洋平はいません。

ハルト：……仕方ない。とりあえず、さっさとヒーローのスーツに着替えよう。

アルタルフ：では、カニレッドの頭の上にスタンバイしよう。

ＧＭ：ここで、美耶子がハルトに差し入れを手渡します。「はい、がんばってね！」

ハルト：サンキュ！　とブツを受け取り、そういえば、今日も洋平は来てないな？

ＧＭ：すると………「洋平……？」と、彼女は首をかしげます。誰のことを言っているのだろう、とでも言いたげです。

ハルト：「ほら、一緒に俺の歓迎会をしてくれた……」と言う空気の読めない俺（笑）。

かりん：えっと……。彼、ちょっと寝ぼけてるんです……。と、この場を誤ご魔ま化かします。

ＧＭ：「ああ、そうなの？　もー、しっかりしてね！」と、美耶子は笑います。と、ここで、「開かい演えんしまーす！」というスタッフの声がかかります。

ハルト：もう始まるのか。それじゃ、またあとで。

かりん：ええ、また。がんばってくださいね。

ハルト：おう！　まかせとけ！




　ヒーローショーが始まった。

　ショーは滞とどこおりなく進み、ハルトやアルタルフの熱ねつ演えんで、舞台は意外な盛せい況きようを見せる。

　子供たちも大喜び、美那子もほっとした笑顔を浮かべた。

　すべてが上う手まくいくように見えたその時……しかし………。




ＧＭ：……この時にわかに空が暗くなり、紅い月が昇ります。

一同：このタイミングで!?

かりん：まだお昼なのに、月!?

哀王：しまった、油断した。紅い月は侵魔襲来の合図。当然昼間でも起こりえるんだ。

ＧＭ：見ている間に月匣が展開されます。一いつ般ぱん人じんたちは次々と石せき像ぞうのように動きを止めていく中、美耶子だけがひとり、舞台袖そででぱたりと倒れてしまいます。

かりん：あっ!?　み、美耶子ちゃん！

ハルト：なんだなんだぁっ!?　ちょっと、カニレッドさん！　台本と違いますよ……。

アルタルフ：ここから先には台本がないぞ、ネンジュマリンブルーよ。

ＧＭ：そうしていると……舞台袖にある鏡から、巨きよ大だいな蛇がぬるりと這はいだし、ハルトに向かっていきます。

かりん：ハルトさんが危あぶない……！　舞台袖から飛び出します！

ＧＭ：蛇は、空中を泳ぐように進み、ハルトの眼がん前ぜんへ。「行け、お前たち！」と、配下をけしかけます。配下は鏡からうじゃうじゃ這いだしてきた小さな蛇の群むれです。

ハルト：うっそ、マジか！

ＧＭ：そこで、巨大な蛇は言います。「とぼけたヤツらだ。私が相手をするまでもない。こやつらだけでも十分だろう」

アルタルフ：ふっ、その程度で、オレたちを止められるとでも？

かりん：絶対に、ハルトさんを消させたりはしません！

ＧＭ：では、戦せん闘とうに突入です！　位置関係を説明します。皆さんはひとつのエンゲージにいます。そこから別のエンゲージ、＊近きん距きよ離りの位置に、蛇の群れが二体ずつ計四体います。＊モブなので、一体につき二〇匹ぴき前後いると思ってください。



＊近距離　キャラクター同士の距離を示す単位。至近、近距離、遠距離、超遠距離の四種類がある。

＊モブ　10人前後の集団で１キャラクター分と扱われるキャラクターのこと。






・エンゲージ

　キャラクターの位置関係を表現する用語。キャラクター同士が至し近きん距きよ離り（白兵戦）にある場合、「（両者は）エンゲージしている」と表現する。




ハルト：うおっ、気持ち悪わりぃ!?

ＧＭ：今回、命中判定とダメージロール以外は、すべてエニーセブンで判定していきます。




・エニーセブン

　ＧＭのジャッジの際、ダイスロールを行なう代わりに、２Ｄの結果として７が出たことにするルール。ただし、クリティカルもファンブルも発生しない。




かりん：《月衣カグヤ》から、斬ざん月げつをすらりと出して構かまえますっ！

ハルト：す、すげぇ!?　……あ、そういえば、ガンナーズブルームを取り出さないといけないんだけど、ハルトは未覚醒だから自力で出せないよな。ちょっとガンナーズブルームを出す演出につなげたいので、敵てきに本気で攻こう撃げきしてほしいんだけど？

ＧＭ：分かりました。能のう力りよくに覚醒する演出ですね。では………。




　蛇は鎌かま首くびをもたげ、ハルトに向かって軽く顎あごを振る。

　それを合図に、配下の子蛇の群れが金髪の少年に向け、飛びかかっていく。

　彼の全身が、蛇の毒どく牙がにかかるか……と思えた次の瞬しゆん間かん―――




ハルト：じゃあ、その子蛇の群れを見て、何か武ぶ器きはないか!?　……お、おおお、何だこりゃ……!?　と驚きつつ、ガンナーズブルームを引き出して装そう備びする！

ＧＭ：月衣から引き出された巨大な銃じゆうを見て、子蛇たちは瞬しゆん時じに後方に飛とび退のきます。

ハルト：おっ、びびってるな！

哀王：ガンナーズブルーム……やはり、彼はウィザードだったようですね。

ハルト：な、何だこの銃は!?

アルタルフ：それがお前の箒ほうきさ、マリンブルー……いや、ハルト。

ハルト：箒？　こんなのが箒かよっ！

アルタルフ：ウィザードは己の武器を箒と呼ぶのさ。奇妙な風習だろう？（笑）

ＧＭ：菊きく池ちさんの作った世界観じゃないですかっ！（一同爆笑）

ハルト：そうだった……（笑）。分かる、分かるぞ、これは確かに俺の箒！（一同爆笑）　………と、とまどいながらも納得したことにしよう。

ＧＭ：巨大な蛇はそんなハルトを見て言います。「プラーナに満ちた小僧を味わおうを思ったが、ウィザードに覚醒していたか。おのれ！」

かりん：この蛇の獲物――この場合ハルトくんが鏡塚に映るってことみたいですね。

アルタルフ：そのようだな。人の存プ在ラのー力ナを喰らう者、それが侵魔なのだ、ボーイ！

ハルト：なんか分からんが分かったぜ、カニレッドさん！

ＧＭ：では、子蛇の群れは改めて皆さんに襲おそいかかり、その様子を蛇がじっと見ている……という状況で、第１ラウンド目に入りましょう。




●第１ラウンド

ＧＭ：それでは、セットアップです。まずは行動カウントを決定します。エネミーはそれぞれ子蛇Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄとしましょう。先ほども言ったとおり、エニーセブンを使用しますので、出目が７で固定され、行動カウントは全員21です。




・セットアッププロセス

　ラウンド進行において、各ラウンドの冒ぼう頭とうに来る段だん階かい。それぞれの行動の前準備にあたるような処しよ理りが行われる。「タイミング：セットアッププロセス」とされている特とく技ぎの宣言ができる。




ハルト：こいつら、案外速いな。

ＧＭ：行動カウントが同どう値ちだった場合、ＰＣ側が優ゆう先せんされます。では、＊【行動値】ジャッジをどうぞ。【行動値】の遅おそいハルトから、かりん、アルタルフ、哀王の順番で振っていってください。

ハルト：いくぞ！（ダイスを振る）　………９だから18だ。

かりん：いきますよっ。（ダイスを振る）……低い。４ですから、14になりました。

アルタルフ：（ダイスを振る）６、クリティカルせず。18だな。

哀王：（ダイスを振る）８、23になりました。



＊【行動値】ジャッジ　行動カウントを決定するためのジャッジのこと。






　というわけで、決まった行動カウントは以下のとおり。




▼行動カウント

①哀王　　　　　　23

②子蛇Ａ～Ｄ　　　21

③アルタルフ　　　18

④ハルト　　　　　18

⑤かりん　　　　　14
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ＧＭ：それでは、セットアッププロセスで特技を使う方はいますか？　……（確認して）ハルトだけですね。では宣せん言げんをお願いします。なお、子蛇は何もありません。

ハルト：では、持っていたガンナーズブルームから、突然ラジコン戦せん闘とう機きのようなものが飛び立つ（笑）。《零れい式しき水上観かん測そく機き》！　ラウンド中、【命中】【魔導】ジャッジに＋２する。範はん囲い（選せん択たく）だから、同じエンゲージにいる全員に効こう果かが出るぞ。

かりん：それはすごいです！　ありがとうございます！

ハルト：ぶーんと水上観測機が飛び立って、敵の様子を探さぐってくるのだ。我わが艦かんの偵てい察さつ機きは無む敵てきだ！（笑）

かりん：ど、どうしたんですか!?　口調が変わっちゃいましたよ!?（笑）

哀王：しかも、さっそく特技を使いこなしてる（笑）。

ハルト：ああ、なぜかできちまうんだ………。（一転饒じよう舌ぜつになって）ちなみに零式水上観測機について語りたいのだが………長くなるのでやめよう（笑）。

アルタルフ：いろいろとボーイの本来の姿が垣かい間ま見みえてきたようだな（笑）。

ＧＭ：続いてイニシアチブプロセスに移うつります。

かりん：私は特に宣言はありませーん。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。まずは行動カウント23の哀王から。




・イニシアチブプロセス

　戦闘ラウンドにおいて、各キャラクターの主動を処理する段階。行動カウントの高い順番に処理をしている。

　主に移い動どうを行なう〝ムーブアクション〟、簡単な準備行動を行なう〝マイナーアクション〟、メインの行動を行なう〝メジャーアクション〟という三つのタイミングがある。それぞれのタイミングに合がつ致ちした特技を使用することもできる。




哀王：ムーブアクションでエンゲージを離れ、マイナーアクションはなし。メジャーアクションで＊ヴォーテックス。対象は子蛇Ａです。【魔導】は12からスタート。（ダイスを振る）６、ファンブル……！（一同笑）　マイナス10されて、達成値は４！

ＧＭ：おお？　こちらはエニーセブンを使って、達成値は13。回かい避ひ成功で、哀王から放たれた闇やみの礫つぶては明後日の方向へ飛んで行ってしまいました。

ハルト：な、何か撃うったぞ!?

哀王：くっ……予想以上に相手は素す早ばやいようです。皆さん、気をつけてください。

ＧＭ：いや、哀王さんがファンブルしただけですよ（笑）。さて、次は子蛇たちの行動ですね。まずはＡから。ムーブアクションで、哀王以外の三人がいるエンゲージに移動。マイナーアクションで＊《渾こん身しん》、ダメージを＋５します。

アルタルフ：意外と強いぞ。

ＧＭ：そしてメジャーアクションで……まずはハルトを攻撃します。

ハルト：うわっ！　こっち来た！

ＧＭ：【命中】は８からスタートです。えい！（ダイスを振る）　４、達成値12です。

ハルト：おっ、それなら避けられるぞ。【回避】は９ある！　えい！（ダイスを振る）　５、14で成功！

かりん：避けた、やったぁ～！

ハルト：びっくりして尻しり餅もちをついたら避けられた、ってことで（笑）。

ＧＭ：次はＢの行動です。同じく、ムーブアクションで移動、ＰＣ三人にエンゲージ。マイナーアクションで《渾身》、メジャーアクションでもう一度、ハルトを攻撃します。

ハルト：ぎゃーっ!?　また来た!?

ＧＭ：えいや！（ダイスを振る）　９！　達成値は17！

ハルト：８以上で回避成功だ！（ダイスを振る）　ぎゃーっ!?　達成値13、命中した!?

ＧＭ：では、ダメージです。【物攻】は10ですから、15からスタートですよ。（ダイスを振る）６、21点の物理ダメージです。

ハルト：＊【物防】ジャッジ！（ダイスを振る）　８、クリティカル！



＊ヴォーテックス　闇のつぶてを生みだし、相手にたたきつける魔法。

＊《渾身》　攻撃の威力を高めるエネミー特技。

＊【物防】　【物理防御力】。物理的なダメージをどれだけ防げるかを表わす能力値。



かりん：やった～！（拍はく手しゆ）

ハルト：（ダイスを振る）６だから、16！　もともとの【物防】は３だから、達成値は19。２点ダメージだ。うおっ、ま、マジで痛いぞ!?　血が出てきた！

アルタルフ：マジもマジだ。ここは命がけの戦場さ、ボーイ。

ＧＭ：次は別エンゲージのＣとＤですが、彼らは両方とも待機します。【行動値】が１にまで下がりました。

かりん：ううっ、め、面めん倒どうなことに……！

ＧＭ：次は18のふたり、アルタルフとハルトの行動ですね。相談して、どちらが先に行動するかを決めてください。

アルタルフ：ならば、オレの本気を見せてやろう！　ムーブアクションは《属性異能：蟹》、マイナーアクションで《属性異能：水》、メジャーアクションで《静かなる怒いかり》だ。対象は子蛇のＡとＢ！　侵魔どもめ、これがオレの怒りだ！（ダイスを振る）　９、【魔導】の達成値は21！

ＧＭ：こちらの【回避】は、エニーセブンにより13です。命中しました。

アルタルフ：では、ダメージロール。＊【魔攻】は14、もろもろを足して31からスタート。

かりん：おおっ、すごいです！

アルタルフ：そしてジャッジ。（ダイスを振る）10、41点の魔ま法ほうダメージだ。１点でも通れば［ＢＳ：放心］が入るぞ。

かりん：すごーい！（拍手）

ＧＭ：＊【魔防】ジャッジもエニーセブンです。これで９点軽けい減げんし、32点ダメージ。

アルタルフ：ちなみに【ＨＰ】が半分以上削けずれる。ぐわー（笑）。

ＧＭ：ハサミから放たれたビームにより、子蛇ＡとＢは瞬時に焼き尽つくされました。

アルタルフ：ふう、ま、ざっとこんなもんよ。

ハルト：すごいぜ蟹！

ＧＭ：残った子蛇たちは「ちょっとやばいんじゃね？」と顔を見合わせました。

ハルト：よーし、次は俺の番だな！　ムーブアクション、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで＊《四一式36センチ連れん装そう砲ほう》！　俺の背はい後ごに魔法陣が出しゆつ現げん、戦せん艦かんの主しゆ砲ほうがずおおっと出現、Ｃを砲ほう撃げきだ！【命中】は（ダイスを振る）……３、ヤバ。達成値16。

ＧＭ：こちらの【回避】は、エニーセブンで13です。命中しました。

ハルト：着ちやく弾だん！【物攻】は18で………（ダイスを振る）９！　27点の物理ダメージだ。

ＧＭ：エニーセブンで【物防】は９。18点ダメージを受けました。さすがにまだ子蛇Ｃは倒れませんね。次の行動は、14のかりんです。どうぞ。

かりん：行きますよ！　ムーブアクションでＣとＤのいるエンゲージに移動します。マイナーアクションはなし、メジャーアクションで＊《斬鉄剣》！　対象は無む傷きずのＤです！

ハルト：あっ、かりんが手に持ってるのは真しん剣けんじゃないか？

かりん：いかにも、真剣です！　刀を抜いて斬きりかかります！　えいやー！（ダイスを振る）　７、クリティカル！　振り足して８、【命中】の達成値は33です！

ＧＭ：こちらの【回避】は13なので、命中しました。ダメージをどうぞ。

かりん：ここからが本番……！【物攻】ジャッジは32からスタートです！（ダイスを振る）　惜しい、８！　40点の物理ダメージですよ。

ＧＭ：それはさすがに耐たえられない。子蛇Ｄは吹ふっ飛とびます。そして残ったのは、ダメージを受けている子蛇Ｃのみ。最後は、待機していた子蛇Ｃですが……そういえば、アルタルフは【ＨＰ】が半分以下でしたね？

アルタルフ：ふふふ、マイナーアクションは《属性異能：水》を使わないで、ＨＰヒールポーションを使えばよかった、と今さら思っているのだ（一同笑）。

ＧＭ：うう、殴りたいけど、子蛇Ｃには射程のある攻撃がない。しかたないので、マイナーアクションで《渾身》、メジャーアクションで白兵攻撃を行ないます。対象はかりん。いきますよ！（ダイスを振る）　７、【命中】は15です。

かりん：９以上で回避ですね。（ダイスを振る）７、クリティカル!!　さらに（ダイスを振る）クリティカル！（ダイスを振る）　最終的に……達成値は30。回避成功です!!

アルタルフ：馬鹿な子蛇侵魔だ。嬢ちゃんの実力を見誤ったようだな。

ＧＭ：蟹に馬鹿にされた。……何か悔くやしい（笑）。さて、第１ラウンドは以上で終了ですね。クリンナッププロセスを経へて、第２ラウンドに入りましょう。



＊【魔攻】　【魔法攻撃力】。魔法による攻撃の威力を表わす能力値。

＊【魔防】　【魔法防御力】。魔法によるダメージをどれだけ防げるかを表わす能力値。

＊《四一式36センチ連装砲》　扶桑型、伊勢型戦艦に搭載されていた艦載砲を具現化して攻撃する、記録者の特技。至近距離に攻撃することはできない。

＊《斬鉄剣》　裂帛の気合いとともに、敵を防御ごとたたき切る侍の特技。【物攻】ジャッジでクリティカルした場合、その達成値をさらに＋10する。






・クリンアッププロセス

　ラウンドの終了タイミング。それに伴う処理が行なわれる。




●第２ラウンド

　引き続いて始まった第２ラウンド。行動値ジャッジの結果は以下のとおり。




▼行動カウント

①哀王　　　　　　25

②アルタルフ　　　21

③子蛇Ｃ　　　　　21

④かりん　　　　　20

⑤ハルト　　　　　16
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　このセットアッププロセスで特技の使用は何もなく、イニシアチブプロセスへと移い行こうする。




哀王：最初の行動は僕ですね。メジャーアクションで、子蛇Ｃにヴォーテックスを放ちます。（ダイスを振る）【魔導】達成値は22！

ＧＭ：エニーセブンを使って、【回避】は13。命中です。

哀王：【魔攻】は15からスタート。（ダイスを振る）う……18点の魔法ダメージです。

ＧＭ：おっ、【魔防】はエニーセブンで９点止めますから、まだ生きてますよ。

アルタルフ：次はオレの行動だな。メジャーアクションで《静かなる怒り》。【魔導】は10からだな。（ダイスを振る）９、達成値は19！

ＧＭ：同じく【回避】は13なので命中です。

アルタルフ：よし。【魔攻】ジャッジだ！（ダイスを振る）　８。32点の魔法ダメージ。

ＧＭ：子蛇Ｃは蟹ビームに貫かれて、ぐったりと倒れます。

かりん：すごいすごい！　アルタルフさん、すごいです！

アルタルフ：こんなこと、戦場じゃあ日にち常じよう茶さ飯はん事じさ。だがお嬢ちゃん、お前も十分に戦場に立てるだけの腕うで前まえだったぜ。

かりん：えへへ……こういうときのために、常つね日ひ頃ごろ腕を磨いていたんですよ。

ハルト：い、いったいどういうことなんだ……!?

ＧＭ：といったところで、戦闘終了です。




＊　＊　＊




ＧＭ：さて。戦闘が終了し、自分の不利を悟った蛇は、鏡の中に逃げようとします。

かりん：あっ！　待ちなさい！

ＧＭ：しかし、蛇は返事もせず、するりと鏡に入はいり込こんで姿を消してしまいます。

アルタルフ：また逃げられたか……。

ＧＭ：侵魔が逃げたので、月匣が解かい除じよされました。ちなみに、一般の人々にとっては、月匣が展開されていた間の記き憶おくはありませんので、一いつ瞬しゆんにして知らない人が舞台に上がったように見えますよ。

かりん：わわっ！　慌てて舞台袖に退たい散さんします！

哀王：僕も舞台から降おりましょう。

ＧＭ：では、ショーは続行され、子どもたちの「がんばれー！」という声せい援えんが飛びます。

ハルト：とりあえず、そのまま続けよう。許さんぞ、ヘビガミダー！

かりん：私は、舞台袖で倒れていた美耶子ちゃんを介かい抱ほうして、救きゆう護ご室しつに連れて行きます。

ハルナ：おお、俺もショーが終わったら手伝うぜ。

ＧＭ：ショーは大成功に終わりました。かりんとハルトが付つき添そって介抱していたおかげで、美耶子はすぐに気がつきます。体にも特に異常はありませんでした。

かりん：ほっ、よかった……それにしても、あの蛇のような化け物……あれがおそらく、ミカガミ様と呼ばれているものなのでしょうね。

アルタルフ：ああ、おそらくな。

ＧＭ：それでは、シーンを終了します。







ミドル07◆世界の真実


―――アルタルフ






　いろいろあったものの、ショーは何とか幕まくをおろすことができた。

　戦闘後の疲ひ労ろうも癒いえぬままではあるが、休んでいる暇ひまはない。

　アルタルフは、まず、ハルトに世界の真実について語ることにした。




ＧＭ：それでは次のシーン。シーンプレイヤーはアルタルフで、ＰＣは全員登場です。

アルタルフ：はい。

ＧＭ：イベントが終了し、皆さんの手伝いも終わりました。体調が戻った美耶子も帰宅します。ただし、やるべきことはたくさんありますね？

アルタルフ：ああ。ハルトにちゃんと事情説明をしたり、情じよう報ほう収しゆう集しゆうをしたりしたい。

哀王：では、ハルトくんに改めて、世界の真実とウィザードについて説明しましょう。場所は僕とアルタルフのアパートということで。

ＧＭ：了解です。

アルタルフ：この世界が侵魔という存在に狙われていること、ウィザードはその侵魔に対たい抗こうできる存在であることなどを説明しよう。

ハルト：そ、そうだったのか……。本来ならばとても信じられないことだけど、その力を目の当たりにしたし、自分だって砲ほう台だいを呼よび出だしたりしちゃったわけだから、信じざるを得ないよなぁ。

哀王：しかし、その力をみだりに人前で使ってはいけませんよ。何も知らない一般人がそれを目にすれば、世界を守しゆ護ごする結界に影えい響きようします。最悪、世界が崩ほう壊かいする恐おそれがあります。

アルタルフ：常じよう人じんにない力を振るうには、責任が伴なうのさ。

ハルト：そうか。じゃあ、気をつけないといけないな。……それにしても、蟹がしゃべってるのは、夢じゃなかったんだなぁ。

アルタルフ：そう、夢ではない。

ハルト：アルタルフをがばっと持ち上げる。すげーなぁ、蟹もウィザードだったのか。

アルタルフ：そうとも。お前と同じ、ウィザードだ。

ハルト：蟹のウィザードがいるってことは、タコやイカのウィザードもいるのかなぁ？

アルタルフ：オレの友人にはいないがな。オレの友人は、臼うすと栗くりと牛ぎゆう糞ふん、そして蜂はちだ（一同笑）。

かりん：さるかに合戦!?（笑）

ハルト：ふうん。もしかして、昔話の中には、ウィザードがやったことが伝説になったりしてるのもあるのか？

哀王：あると思いますよ。可能性は十分にあります。……って、意外にまともな方向に話がつながった（笑）。

ハルト：すっげーなぁ。何だか俺、本当に冒ぼう険けんの旅に出た気がするよ。

アルタルフ：そうだ。お前の冒険はこれから始まるのさ。ただし、死んでしまったら、そこで終わりだけどな。

ハルト：ゲームの冒険と違って、本当に死ぬってことか。気をつけることにするよ。ところで、＊ＭＰヒールポーションを飲んでもいいかな？（笑）

かりん：ハルトさんは覚醒したばかりなのに、妙に手て慣なれてますね（笑）。

ＧＭ：分かりました。では、ひとり１メジャーアクション分だけ、回かい復ふく行動をとっていただいてかまいません。ただし、調査に取りかからねばならないため、【ＨＰ】や【ＭＰ】が自然回復するほどの時間はありません。

哀王：分かりました。

アルタルフ：哀王、よければオレに回復魔法の《ヒール》をかけてくれないか？

哀王：いいですよ。《ヒール》をアルタルフにかけます。【治ち癒ゆ力りよく】は２Ｄ＋２。（ダイスを振る）10点回復です。

アルタルフ：ありがたい、全回復した。その代わり、このＭＰヒールポーションを使ってくれ。

哀王：では、ありがたく受け取っておきましょう。

ハルト：おおー、回復魔法か！　本当にゲームみたいだなぁ。

アルタルフ：だが、死んだ者を生き返らせることはできない。そこは注意するんだな。

ハルト：俺はいつも用意していたチョコレートを食べる。これは実はＭＰヒールポーションと同じ効果があると今気づいたということで（笑）。

かりん：そ、そうだったんですね（笑）。

ハルト：ということで、回復！（ダイスを振る）　よし、７が出て全快した。

かりん：私は【ＨＰ】も【ＭＰ】も減っていないので、特に何もしません。

ＧＭ：回復の処理は以上ですね？　それでは改めて、情報収集に移りましょう。

ハルト：この町にいったい何が起こっているんだ？

かりん：それに、どうして美耶子ちゃんだけ気き絶ぜつしたのか……気になりますね。

ＧＭ：情報収集項こう目もくは以下のとおりです。



＊ＭＰヒールポーション　使用者の魔力を回復する魔法の薬。「治癒力：０」でジャッジを行ない、その達成値分だけ【ＭＰ】を回復する。






・籠野美耶子について　　　【幸運】12

・消失事件について　　　　【幸運】12




ＧＭ：なお、今はこのふたつだけですが、情報を開かい示じすることによって、さらに情報が増ふえることもあります。

かりん：私は「＊情報ソース：荒あら事ごと」を持っていますから、【筋きん力りよく】で判定ができますよ。

哀王：かりんさんの【筋力】は12ありますから、難易度が高そうな後半に使っていただきましょう。

アルタルフ：オレも10万ほどヴァルコを余あまらせてある。これを使えば、いざというときに達成値を上げられるぞ。

ハルト：俺は「情報ソース」も金も持ってないから、簡単そうな「籠野美耶子について」を調べてみるよ。

ＧＭ：分かりました。では、【幸運】で判定してください。難易度は12です。

ハルト：（ダイスを振る）８、クリティカル！　振り足して15、美耶子にコネクションを持ってるから、さらに＋２……達成値は24だ。

ＧＭ：余よ裕ゆうで分かりましたね。では、周囲の人やウィザードから情報を教えてもらったのでしょう。美耶子について、以下のことが分かります。



＊情報ソース：荒事　腕力を用いた方法で情報収集する手段。情報収集で使用する能力値を【筋力】に変更し、ジャッジを行なう。消耗品。







・加賀見塚市の名士、籠野家の一人ひとり娘むすめ。両親は都市開発に尽じん力りよくしており、彼女も両親とともに各種イベントに同行する場合があるため、町では有名人。

・長い時の中で情報が失われているが、実はミカガミ様の伝説に関かかわりがある一族らしい。

・本人にウィザードとしての素そ質しつはあるが、能力は覚醒していないため、イノセントと変わらない。なお、美耶子の両親はイノセントである。






かりん：あー……やっぱり、そんな気がしてました。

哀王：元々は加賀見塚市の守しゆ護ご者しやだったのかもしれませんね。ただし、長き時を経て、その役割はかりんさんたち帯刀の家に引ひき継つがれたのでしょう。

かりん：私の帯刀家か籠野家のどちらかが、ミカガミ様を封じた旅人の子孫かもしれませんね。

哀王：確かに、その可能性はありますね。

ＧＭ：さて、情報は以上ですが、ここで「ミカガミ様について」という情報が開きます。【幸運】の判定で、難易度は13です。

哀王：では、次は僕が「消失事件について」を調べましょうか。【幸運】は５ですから、８以上で成功です。（ダイスを振る）10、達成値15で成功です。

ＧＭ：それでは、以下のことが分かります。





・加賀見塚市に存在する侵魔が起こしている事件。鏡塚の鏡に映った人物のプラーナを奪い、消しよう滅めつさせている。

・洋平以外にも犠ぎ牲せい者しやはおり、商店街や市議会のメンバーなど、すでに五人ほどが消失している。






哀王：すでに消失は始まっていた、ということですか……。

アルタルフ：少年が消えたのは、事件のひとつでしかなかったということだな。

かりん：何ということでしょう……！

哀王：これがプラーナの異常減少の原げん因いんというわけですね。

ＧＭ：情報はまだ続きますよ。





・件くだんの侵魔は、鏡を媒ばい介かいに、あらゆる場所に出現する能力を持っている。被ひ害がい者しやの近辺を調査し、魔ま力りよく痕こんを解かい析せきした結果、事件現げん場ばとおぼしき場所に必ず鏡、あるいはそれと同等の機き能のうを持つものが存在していた。






ハルト：水たまりから出てきたりとかしたんだろうなぁ。

かりん：凪ないだ水面も、鏡の役割を果たしますからね。

ＧＭ：最後はこちら。





・侵魔を倒すためには、鏡ないしそれに準じゆんじるものを媒介に、異い空くう間かんを移動する手しゆ段だんに対たい処しよする必要がある。

・対処方法については、ミカガミ様の伝説を詳しく調べれば分かるかもしれない。






ＧＭ：「消失事件について」の情報は以上です。

アルタルフ：なるほどな。では、さっそく「ミカガミ様について」を調査しよう。（ダイスを振る）クリティカル。さらにクリティカルして……出目が29。達成値が36（笑）。

ＧＭ：ずば抜けて知っていますね（笑）。

アルタルフ：ハルトたちがいろいろやっている間に、ミカガミ様が怪あやしいと思ってウィザードの伝つ手てを使って調べていたのだ。

ＧＭ：さて、以下のことが分かります。





・加賀見塚市が、まだそう呼ばれていなかったほど昔、この地で暴れていた蛇の姿を持つ侵魔。伝説の中では蛇じや神しん・ミカガミ様として描えがかれている。

・この地を訪おとずれた旅人たちがミカガミ様を倒し、食われた人々を救ったという。

・その後、荒あらぶるミカガミ様を鎮しずめるため、旅人が造ったものが〝鏡塚〟である。

・旅人のうちひとりはこの地にとどまり、現在は子孫とされる帯刀家が鏡塚を霊れい的てきに守ってきた。籠野家は、そのサポートをしていたようだ。

・しかし、長い年月の中で、使命に関する情報が失われたり、あるいは形を変えてしまった。






かりん：「食われた人々を救った」ということは、あの蛇を倒せば、洋平くんたちが戻ってくるのでしょうか？

ハルト：伝説から考えると、そう考えてもいいんじゃないか？

哀王：しかし、完全に倒すには至いたらず、封ふう印いんせざるを得なかったのですね。

ＧＭ：そういうことです。ということで、被害者を助けられる可能性があることが判はん明めいします。

アルタルフ：旅人がミカガミ様を倒したら、人々が救われたって書いてあるからな。

ＧＭ：はい。侵魔を倒し、奪われたプラーナを解かい放ほうすることによって、元通りにできるかもしれません。ただし、伝承によればミカガミ様は、身に危険が迫せまると鏡の中に逃げ込んでしまうため、その能力に対処しなければならないでしょう。

アルタルフ：いったいどうやればいいんだ？

ＧＭ：ここで最後の項目、「鏡の中に逃げ込む侵魔への対処方法」が調査可能になります。こちらは難易度15の【幸運】です。

かりん：最後は私が。「情報ソース：荒事」を使用し、判定を【筋力】に変へん更こうします。

ＧＭ：その辺にいるチンピラ侵魔を捕つかまえて締しめ上あげる大和やまと撫子なでしこ……（笑）。

かりん：細かいことは気にしないでください！（笑）　３以上が出れば成功しますよ。えい！（ダイスを振る）　４！　達成値16で成功です！

ＧＭ：おお、すばらしい。それでは、「鏡の中に逃げ込む侵魔への対処方法」について判明します。





・旅人は、鏡や水面を渡わたって逃げるミカガミ様を倒すため、かの蛇神と同どう質しつの力をまとい、ミカガミ様の逃げ込んだ異空間に侵入した。






ＧＭ：異空間とは、つまり月匣のことです。

かりん：なるほど……でも、同じ力って何でしょう？

ＧＭ：簡単に言うと、あの蛇神の侵魔とプラーナを同調させることによって、ヤツが通った異空間への通路を利用できるようにしたのです。ルール的には、以下の条じよう件けんが整うと、逃げた蛇侵魔を追い、鏡の中に展開された月匣に侵入することができます。





・蛇神侵魔が鏡に逃げ込んだ直後、ＧＭは２Ｄを二度振る。

・ＰＣはそれぞれ２Ｄを一度ずつ振り、誰かのダイス目が、ＧＭの出したふたつのダイス目のどちらかと同値ならば、月匣に侵入ができる。

・プラーナによるダイス目の操そう作さは可能。ただし、ジャッジではないため、クリティカル、ファンブルは発生しない。






ＧＭ：たとえば、ＧＭの振ったダイス目が９と６だった場合、ＰＣ側の誰かが９ないし６を出せば、月匣の内部に侵入できます。情報については以上です。

かりん：なるほど、分かりました。

ＧＭ：「ほ、ほら、しゃべったから離せよ！」と、小さな蛇侵魔は悪態をつきます（笑）。

かりん：ええ、分かりました。離してあげましょう……ぱぁんっ!!（腕を振ってたたきつける仕し草ぐさ）

ＧＭ：ひ、ひどい！（笑）　小さな蛇侵魔は、そのまま黒い染しみになって消えます。

アルタルフ：ふーむ……まだやつの襲しゆう撃げきは続くのだろうか？

ハルト：けっきょく俺のプラーナは奪えなかったわけだしなぁ。……そうだ、鏡に映った人を防ぼう衛えいし続けてたら、そのうちミカガミ様が出てくるんじゃないか？

哀王：一理ありますね。ただ、鏡に映る者が変わる可能性もあります。そちらも気をつけたほうがよいのではないかと。

かりん：ここは、鏡塚を見張る人、ハルトくんを守る人に分かれたほうがよいかもしれませんね。

アルタルフ：では、オレがハルトの護衛を続ければいいのではないか？

哀王：そうですね。僕とかりんさんは、鏡塚を監視しましょう。

ハルト：あ……俺は、美耶子の様子が気になるから、美耶子と話をしたいんだが。

アルタルフ：かまわんよ。同行して、風景と同化してるさ（笑）。

ＧＭ：ハルトとアルタルフが美耶子と話をして、哀王とかりんは鏡塚を見張る、ということですね。分かりました。それでは、二手に分かれたところで、シーンを終了しましょう。







ミドル08◆日の沈しずむ海岸で


―――ハルト・牧野・フューリアス






　ハルトは美耶子を探さがすと、彼女はイベント終了後も事じ務む作業などを手伝っていた。

　それが終わるのを待って、ハルトは「一緒に帰ろう」と声をかけた。




ＧＭ：次のシーンは、美耶子のところへ向かったハルトたちのシーンです。シーンプレイヤーはハルト、アルタルフも一緒に登場してください。場所は夕日の沈む海岸です。

アルタルフ：夕日の海岸を、かさかさと歩いていよう（一同笑）。

かりん：似に合あいますね（笑）。

ハルト：美耶子に「送ってくよ」と声をかけて、一緒に帰ろうかな。

かりん：美耶子ちゃん家ちはハルトくんの住む学校の寮とは方向が違うのでは？

ハルト：じゃあ、寮は学校から離れた町の方にあることにするよ！

哀王：強引だなあ。

ハルト：元々アパートだったところを学校が借りたとかそんなんなんだよ、きっと！（笑）

ＧＭ：分かりました認めます。それで美耶子を送ってくれるなら（笑）。

アルタルフ：うむ。そこは重要だ（笑）。

ＧＭ：美耶子は「あたし、ショーの途中で倒れたみたいで……かりんちゃんと一緒に介抱してくれたんだよね？　ごめんね、それから、ありがとう」と言います。

ハルト：気にしなくていいって。調子悪くなっちゃったのかな？

ＧＭ：「分かんない。気がついたらベッドの上にいたから……」

ハルト：じゃあ、「……あー、その……美耶子、さぁ……」と、ファーストネームを呼ぶことに若じやつ干かんのためらいを見せつつ、言おう（笑）。

ＧＭ：「な、何？」と、どきっとした様子を見せますよ。

ハルト：嫌がってないことを確認したあとに、早口で言う。「お前の家、代々この町を守ってきたんだろ？」

ＧＭ：「うん、そうだよ」

ハルト：いい町だよなぁ。俺、海好きだからさ。

ＧＭ：「そう言ってもらえるとうれしいなぁ。あたし、ずーっとこの町にいるけど、ちっとも嫌じゃないの。ここはあたしの大好きな町だから」

ハルト：ちょっとうらやましいなぁ。俺なんか、親の仕事の都合でいろんなところを転々としてたから。……という設定が今生はえてきた（笑）。

ＧＭ：では、その設定を受けまして……。「でも、それはすごい経けい験けんだと思うよ。いろんなところのことを知ってるって、すごい」

かりん：美耶子ちゃんの気持ち分かります。自分の生まれ育った町は大好きなんだけど、でも外の世界への憧れはあるんですよ。

ハルト：でも、自分の生まれた町っていうか、ふるさとっていうか……そういうのがなくてさ。

哀王：僕はハルトくんに共感しますね。僕は時間も場所も越えてひとりぼっちですから。

ＧＭ：美耶子はハルトに言います。「日本中、ううん、世界中に友達がいるってことじゃない」

ハルト：そうかな？　まぁ、いるけどさ。

ＧＭ：「じゃあ、そういう友達のいるところが、あなたの帰る場所なんじゃないの？」

ハルト：なるほどな！　じゃあ、この町はもう、俺の故こ郷きようってことだな。

ＧＭ：「うん、そうだね！」と、美耶子は少しはにかんだように笑います。

ハルト：ちょっと照れるな……。何となく浜はま辺べを見よう。きれいな海だよなぁ……。

かりん：ちょっと何照れてるんですか！　海辺でロマンチックじゃないですか！　きっと、美耶子ちゃんのハルトさんを見る目もどこか潤うるんで……（笑）。

ハルト：登場もしてないのに、演出すんなよ！（笑）

アルタルフ：オレは登場してるぞ。いえーい。ピースでもするか。

ハルト：台無しだーっ!!（一同大爆笑）

アルタルフ：どうだ、ダブルピースだぞ（笑）。

ＧＭ：元からそうじゃないですか！

アルタルフ：ありがとう。そのツッコミを期待していた（笑）。

かりん：いい雰囲気シーンが、蟹さんの登場で強引にラブコメシーンに！（笑）

ハルト：なんなんだよ！（笑）　さてと、それじゃ、家に送ろうか。

ＧＭ：「ありがとう」とお礼を言ったあと、ふと彼女は海を見つめます。

ハルト：どうしたんだ？

ＧＭ：「……変なの。何だか、胸の中に穴が空いたみたい。とても寂さびしくて……とても、不安なの。大変なことが起こりそうな、そんな気がして……」













アルタルフ：未覚醒とはいえ、やはりウィザードだな。しかし、事態はもうすでに起こっているのだ。

ハルト：大丈夫だって。俺やかりんがついてるんだから。

ＧＭ：「……そうだよね。ありがとう」そう言って、美耶子が微笑んだところで、シーンを終了しましょうか。







ミドル09◆次なるターゲット


―――帯刀かりん






　かりんは哀王とともに、鏡塚を見張っていた。

　もちろん、何ごとも起こらない可能性もある。

　だが、かりんは確信していた。

　絶対に、鏡は新たなる人物を映し出すだろう、と。




ＧＭ：さて、次は鏡塚を見張るふたりのシーンですね。シーンプレイヤーはかりん、哀王も一緒に登場してください。

かりん：哀王さんと一緒に見張ってますよっ。

ＧＭ：しばらくの間は、特に何も起こりません。しかし、逢魔が刻になると、今まで見てきたものと同じ異変……紅い月が昇る現象が発生します。

哀王：……来ましたね。

かりん：ええ……今度はいったい、誰が……？

ＧＭ：しばらく見ていると、鏡に人影が映ります。映し出された人物は……。

かりん：人物は？

ＧＭ：その人物は……美耶子です。

かりん：美耶子ちゃん……!?

哀王：かりんさん、ふたりに連絡を。

かりん：分かりました！　0-Phoneで、ふたりに連絡します！

アルタルフ：どうも、蟹です（笑）。どうしたんだい、かりん。その様子だと、新しい犠牲者が映ったんだな？

かりん：は、はい。今度は美耶子ちゃんが映ったんです。彼女から目を離さないようにしてください。

アルタルフ：なるほどな……つまり、彼女が次のジョーカーってわけかい。

ＧＭ：だがしかし、すでにハルトが家に送り届けたあとなのでありました。

かりん：あーっ!?　そうだったーっ!!（笑）

ハルト：それじゃ、登場判定してかりんの元に登場しよう。（ダイスを振る）よし、達成値13で登場だ。気になって鏡塚に向かった俺と、そこから出てきたかりんがばったりみたいな感じで……「どうしたんだよ、かりん？」

かりん：それが……侵魔の次のターゲットは美耶子ちゃんのようなんです。

ハルト：マジかよ……。

かりん：間違いありません。今度鏡に映ったのは、彼女でした……。

ハルト：そんなことさせるか！　洋平は、次の日にはもう消えちまってた。今すぐ美耶子を守らないと！

アルタルフ：「その意気だ、ボーイ。それができるのは、オレたちウィザードだけさ」と0-Phoneの向こうから声をかけよう。

ハルト：そのために、ウィザードの力を使ってもいいんだよな？

アルタルフ：もちろんだ。

ハルト：だったら、思いっきり使ってやる！

かりん：私たちは、すぐに美耶子ちゃんの家に向かいます！　アルタルフさん、そこで合流しましょう！

哀王：急ぎましょう、かりんさん。

かりん：はいっ！

ＧＭ：では、皆さんが美耶子の家に向かったところで、シーンを終了しましょう。







ミドル10◆籠野家にて


―――ハルト・牧野・フューリアス






　美耶子の身が危ない。

　かりんからの連絡を受けたハルトは、アルタルフを伴ないすぐに籠野家へと向かった。

　門の前では、すでにかりんと哀王が、侵入するタイミングを見計らっていた……。




ＧＭ：さて、次のシーンです。シーンプレイヤーはハルト、ＰＣは全員登場してください。時じ刻こくは夜、場所は籠野家の屋や敷しき前。皆さんは無事に合流を果たし、籠野家の屋敷に集まりました。

一同：了解！

ＧＭ：なお、籠野家は古めかしい大きな洋館です。フェンスの向こうには、薔ば薇らで飾かざられた庭があり、大きな鉄てつ製せいの門は固く閉とざされています。

ハルト：夜だしなぁ……呼よび鈴りんを鳴らして、「美耶子さんと一緒にいたいんですが」は、ちょっと無理があるか。こういうときってどうしたらいいんだ？

アルタルフ：オレたちはウィザード、この世の理ことわりに縛られない者たちさ。《月匣》を展開して中に入るといいと思うぞ（笑）。

ハルト：なるほど、それはいい！　じゃあ、こっそり中に入るということで。

哀王：ハルトくん。くれぐれもウィザードと不法侵入者を混同しないでね（笑）。

ハルト：分かってる分かってる。心配ないって（笑）。

ＧＭ：では、月匣を張って、中にうまく忍しのび込こめるかどうか、【感覚】または【幸運】でジャッジをしましょう。全員判定してください。難易度は15、ひとりでも成功すればＯＫです。

ハルト：ちょっと高いな……俺は慎しん重ちように行こう。先にどうぞ。

かりん：【感覚】は７ですから、８以上で成功ですね。えい！（ダイスを振る）　やった、８！　達成値15で成功です！

哀王：僕も【感覚】で振ろう。（ダイスを振る）くっ、７。達成値14で失敗だ。

かりん：惜しい～！

アルタルフ：どちらも値は変わらないな。【感覚】で振ってみようか。（ダイスを振る）おおう、11か。達成値は18、成功だ。

ハルト：ふたり成功したみたいだし、プラーナは必要ないか。では、【感覚】で振ってみよう。（ダイスを振る）５、13で失敗！

ＧＭ：では、アルタルフとかりんが先せん導どうし、屋敷の中に侵入することに成功しました。

アルタルフ：門の格こう子しをくぐれば楽勝だぜ。さあ、オレに続いて入ってこい（一同笑）。

ハルト：そんな細いところが通れるかぁっ!?（笑）

かりん：人間には、人間用の裏うら道みちがあるんですよ（笑）。美耶子ちゃんは、よく抜ぬけ道みちを使って外に出てきていましたからね。

ハルト：そんな思い出があるのか。

かりん：ええ。さあ、こっちですよ。

ＧＭ：ということで、中に入ることに成功しました。屋敷は常つねに執しつ事じが巡じゆん回かいしているのですが、判定に成功しているので、そのまま通とおり抜ぬけることができます。

ハルト：執事は月匣内でも動きを止めないのか……いったい何者なんだ（笑）。

かりん：（執事になって）「おや？　何かが通ったような……なんだ、ただの蟹ですか」（一同笑）

アルタルフ：かさかさかさ……（笑）。

ＧＭ：かりんは部屋の場所を知っているので、広い屋敷でも迷まようことなく進むことができます。そして、美耶子の部屋の前にたどり着いたところで、いったんシーンを切りましょう。







ミドル11◆鏡の中へ


―――曹哀王






　哀王は美耶子の部屋のドアを開けた。窓まどから差さし込こむ月光の色が血のように紅い。

　もはや、一いつ刻こくの猶ゆう予よも許されない。

　一行は急いで、室内へと踏ふみ込こんだ。




ＧＭ：では、次がミドルフェイズ最後のシーンです。シーンプレイヤーは哀王、ＰＣは全員登場です。

かりん：鍵かぎは開いているんですか？

ＧＭ：家の中ですから、鍵はかかっていませんよ。

かりん：確かにそうですね（笑）。では、扉とびらを開けてみましょう。美耶子ちゃん……無事だといいのですが……。

ＧＭ：扉を開けようとした瞬間、突とつ如じよ廊ろう下かの窓から紅い光が差し込みます。

哀王：侵魔の月匣が開いている……！

ＧＭ：それと同時に、「きゃあーっ!?」という美耶子の悲鳴が聞こえます！

かりん：美耶子ちゃんっ！

ハルト：美耶子っ！　中に飛とび込こむ！













ＧＭ：部屋に皆さんが踏み込むと、化け粧しよう台だいの鏡から現あらわれた巨大な蛇神が美耶子に絡からみつき、鏡の中に引きずり込もうとしている場面に遭遇します。

ハルト：そうはさせるかよ！

かりん：斬月を抜いて斬りかかります！　美耶子ちゃんを離しなさいっ！

ＧＭ：「ちっ……予想以上に早かったか。だがしかし、この娘はもらっていくぞ！」ミカガミ様は＊《幻げん惑わく逃とう走そう》を宣言、美耶子とともにシーンから退たい場じようします。



＊《幻惑逃走》　幻を見せる、瞬間移動を行なうなどして、その場から即座に退場するエネミー特技。エンゲージしている任意のキャラクター（この場合は美耶子）も同時に退場させることができる。



かりん：くっ……！　待ちなさい、美耶子ちゃんを返しなさいっ!!

ＧＭ：蛇神の姿は消え、あとには水面のように波打つ鏡だけが残ります。

アルタルフ：どうやら、あとを追うチャンスは今しかないようだな。

哀王：プラーナを同調させ、鏡の中の月匣に侵入……ですね。

ＧＭ：はい。それでは、月匣の内部に侵入するための判定を行ないましょう。まずはＧＭが二回ダイスを振り、それぞれの値を決定します。（ダイスを振る）一度目は３、二度目は７です。全員で判定してください。誰かひとりでも成功すれば、中に侵入ができます。全員が判定に失敗すると、同調に一回失敗したとカウントされます。カウントが多くなるほどペナルティが大きくなります。

ハルト：ペナルティだって？

ＧＭ：はい、お気づきとは思いますが、あの蛇神は攫さらった人からプラーナを吸収して力に替えます。

かりん：って、今連れ去った美耶子ちゃんのプラーナを吸ってパワーアップするってこと？

ＧＭ：そのとおりです。さらに同調の失敗が重なっていくほど、美耶子は洋平のように存在消失へと近づいていきます。

かりん：こ、これは失敗できません!!

ＧＭ：ちなみにペナルティの内容をお伝えしておきますと、カウントが１増えるごとに蛇神が３レベル強化されるとお考えください。

一同：マジかぁぁぁぁぁぁっ!?

ハルト：しゃ、しゃれにならんっ!?

ＧＭ：それでは、判定をどうぞ！

ハルト：よし、やってやるぞ！（ダイスを振る）　やった！　７が出た！

一同：おおーっ！

かりん：すごいです！　私も振りますね。（ダイスを振る）わっ、10……！　気合いが入りすぎてしまったみたいです……。

哀王：ウィザードに覚醒したばかりなのですから、無む茶ちやはしないように。僕もプラーナを同調させ、侵入口を安定させましょう。（ダイスを振る）７、成功です。

ハルト：助かるぜ、哀王！

アルタルフ：これでどうにかなりそうだな。（ダイスを振る）６だから、失敗。

ＧＭ：しかし、ふたりが成功していますので、問題なしですね。残念です。

かりん：ＧＭ、そんな心底残念そうな顔をしないでください!?（笑）

ＧＭ：ふふふ。とにかく、ハルトと哀王は、鏡の中の月匣にプラーナを同調させ、月匣への入り口をこじ開けました。

ハルト：俺たち、いいチームワークだな！　これがウィザードか！

かりん：すごい……もうウィザードの力を使いこなしている。彼には、とてつもない素質があったのですね。

哀王：時間はありません。月匣の中へと行きますよ。

ハルト：美耶子を助けに行くぞ！

一同：おうっ！

ＧＭ：それでは、皆さんが鏡の中にダイブしたところで、シーンを終了しましょう。








クライマックスフェイズ







クライマックス01◆蛇じや神しんの部屋で


―――ハルト・牧まき野の・フューリアス






　鏡の中の世界。

　そこは、ハルトたちのいた世界と何も変わらないように見えた。

　ただ、ひとつ違ちがいがあるとすれば、部屋の構こう造ぞうが現げん実じつ世界とまるで反対であること。

　その、反転した世界の中が、陰いん謀ぼうを巡めぐらす蛇へびのアジトであった―――。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズ―――その名の通りシナリオのクライマックスとなる段階―――です。シーンプレイヤーはハルト。舞ぶ台たいは、皆さんが入はいり込こんだ鏡の中の世界。部屋の中が鏡像的に反転してる世界です。

かりん：ああー、それすごい。

ハルト：鏡の中の世界だからか。

ＧＭ：はい、そういうことです。で、ここには蛇神と美み耶や子こがいます。今まさに、蛇神は巨きよ大だいな口を開け、美耶子を丸まる呑のみしようとしています。

哀アイ王ウオン：それが、この侵魔エミユレイターのプラーナの吸きゆう収しゆう方法か。

ハルト：まさに蛇って感じだが……ずいぶん大おお雑ざつ把ぱな話だなぁ。っと、そうはさせるか！　ガンナーズブルームをつきつけ、そこまでだ！　と叫さけんでやろう。

ＧＭ：「どうやってここまで来た？」




　巨大な蛇神は、美耶子を呑み込むのをやめ、鎌かま首くびをハルトたちに向けて問う。

　チロチロと出たり入ったりする舌したが侵魔の苛いら立だちを表すようにも見える。




かりん：プラーナを同調させました。かつての祖そ先せんと同じように剣けんを出だします。

ＧＭ：「―――あの時の奴やつ儕ばらの子孫か。いまいましく鼻が効きく血ち筋すじだな」

ハルト：ま、どうやら美耶子は丸呑みされずにすんだようだな。

ＧＭ：「甘あまいな」と舌を出しながら蛇神は言います。

ハルト：なぬっ!?

ＧＭ：「この月匣は私の体内のようなもの。ウィザードならぬイノセントであるこの娘むすめは、ほどなく、その身のプラーナすべてを私に吸収されることになる………」

ハルト：じゃあ、なんで今丸呑みしようとしていた？

ＧＭ：「丸呑みされることをこの娘に実感させ、その恐きよう怖ふを賞味しようとしていたまで。恐怖に染そまったプラーナは良いぞ？　格かく別べつの味わいだ！」

ハルト：なんて野や郎ろうだ！

哀王：「下げ衆すですね」怯おびえる僕ぼくの白しろ鼠ねずみを安心させるようになでながら、吐はき捨すてるように言います。

アルタルフ：フ、その前にお前を倒たおすまでだ。

ＧＭ：「威い勢せいがいいな、蟹かにっ！」というわけでレギュレーションになりますが、３ラウンドで蛇神を倒せば美耶子を救うことができます。

哀王：まだ手て遅おくれってわけじゃない。

かりん：ああ、ヤツを改めて封ふう印いんしてやる！

ＧＭ：「逆ぎやくに丸呑みにしてくれるわ」

ハルト：と、ここで、よく分からんままだがブラフをかけてやろう。……封印されたお前の本来の力を取とり戻もどしていないんじゃないのか？　今なら俺おれたちの力でお前を完全に消しよう滅めつさせることができるぐらいによぉ！

ＧＭ：貴き様さま………なぜ、それを！

ハルト：え？　マジ？　ひょうたんからコマってヤツだな（笑）。まあ、要するに倒せばいいんだろ？　俺の46センチ砲ほうが火を噴ふくぜー。

アルタルフ：そうだ。侵魔に慈じ悲ひは必要ない！

哀王：つくづくゆで蟹、いえいえハードボイルドな蟹ですね（笑）。

かりん：じゅるり（笑）。とにかく、封印する手間がはぶけるなら斬きって捨すてるのみ！

ハルト：というわけで、お前は俺たちが倒す！

ＧＭ：「減へらず口ぐちをぉっ！」激げき怒どした蛇神は長大な胴どうをゆらして、皆さんに向かって来ます。というわけで戦せん闘とうを始めましょう！

ハルト：来い！

ＧＭ：まず配置の説明しますね。皆さんでひとつのエンゲージになっています。そこから近きん距きよ離りに三種の敵てきがいます。ひとつは巨大な蛇神、今まで話していたラスボスですね。さらにラスボスの配下のモブ、蛇人間がいます。

かりん：蛇人間！　キモいですね。

ＧＭ：確たしかにキモいですが、あなどってもらっては困こまります（笑）。蛇人間は二種類存そん在ざいし、蛇人間（白兵）は銛もりを、蛇人間（射しや撃げき）はボウガンを装そう備びしています。

アルタルフ：で、配置は？

ＧＭ：蛇神と蛇人間（白兵）２グループのエンゲージと、蛇人間（射撃）２グループのエンゲージがあります。

哀王：エンゲージはふたつで、蛇人間（白兵）がミカガミ様の護ご衛えい役っぽいな。

ＧＭ：なお、蛇人間の判はん定ていはエニーセブンで行ないます。では、第１ラウンドのセットアッププロセスを行ないましょう。まず、行動カウントを決めます。

アルタルフ：ここは、オレはプラーナを使っておくぜ。いろいろと先手をとったほうが有利だからな。

ハルト：まかせた！




【行動値】ジャッジの結果、行動カウントは以下のようになりました。




●第１ラウンド

▼行動カウント

①アルタルフ　　　　　　　　30

②哀王　　　　　　　　　　　26

③蛇神　　　　　　　　　　　23

④蛇人間（白兵）Ａ、Ｂ　　　21

⑤蛇人間（射撃）Ａ、Ｂ　　　21

⑥かりん　　　　　　　　　　15

⑦ハルト　　　　　　　　　　12
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ＧＭ：何かある人は……（確かく認にんして）……哀王とハルトですね。では、どうぞ。

哀王：《兵へい貴き神しん速そく》を使用する。対象は、ハルトとかりんだ。「敵の側面に回まわり込こむように動けば先手を取れますよ！」とアドバイスする感じで。

ＧＭ：これでハルトとかりんは行動カウントが26になります。

かりん：ありがとうございます、素す晴ばらしい。

ハルト：先手を取れるなんてすごいぜー。本で読んだ軍ぐん師しみたいだ！　じゃあ俺も《零れい式しき水上観かん測そく機き》を使用。偵てい察さつ機きがぶーんと飛び立ってきてＰＣ全員の【命中】【魔導】のジャッジに＋２。

かりん：ありがたい！

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスです。

アルタルフ：オレからだな。では、ムーブアクション。《属ぞく性せい異い能のう：蟹》で範はん囲い攻こう撃げきにし、マイナーアクション《属性異能：水》で、ダメージを与あたえれば［ＢＳ：放心］を与えるようにしよう。

ハルト：なんと!?　蟹がものすごいスピードで分身を作り、範囲攻撃を掛かけているだと!?（笑）　なんてすばしっこいんだ！

哀王：けっこう蟹って素す早ばやく動きますよね（笑）。

アルタルフ：そうそう、そんなカンジ（笑）。メジャーアクションが《静かなる怒いかり》―――こいつは魔ま法ほう攻撃だ！　攻撃の対象は蛇人間（射撃）のいるエンゲージだ。

ＧＭ：魔法のハサミ攻撃!?（笑）

アルタルフ：蟹パワーを喰くらうがいい。（ダイスを振ふる）…………クリティカル！

ＧＭ：げ。

アルタルフ：（ダイスを振り足して計算し）………達成値は29。オレのハサミから放はなたれたビームがヤツの胴どう体たいを切きり裂さく！　どうだ、これが陸の生き物では決して得られない蟹の力だ。

ハルト：どういう原理かさっぱり分からないが、やっぱり海の力はすごいぜー（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：蛇人間（射撃）の回かい避ひの判定はエニーセブンなので……達成値13で命中。

アルタルフ：では、31で魔攻ジャッジ。どっこいせ（ダイスを振る）……５、達成値36。これならいけるだろう？　（自信なさそうに）いけるカニ？（爆笑）

ＧＭ：【魔防】の達成値は……………27。

アルタルフ：やったカニ!?

ＧＭ：非ひ常じように悲しいお知らせがあります。こいつら【ＨＰ】は28。１点残りました！

アルタルフ：うぼぁ―――っ!?（一同爆笑）

かりん：うわ――！　残念（笑）。

アルタルフ：だ、だが［ＢＳ：放心］が入ったから、すべてのジャッジの達成値マイナス５だ！　くっ、それにしても惜おしい。もう少し、オレの爪つめが深く入っていれば……。

ＧＭ：蛇は鮫さめのようににやりと笑います。

アルタルフ：お前蛇だろ！（笑）

ＧＭ：「ツメが甘いようだな」

アルタルフ：オレのツメが甘い？　オレのツメが美う味まい？　貴様もオレを食うつもりだな……。させるかぁ―――っ!?（一同爆笑）




　意味が分かりません（笑）。




ＧＭ：はい、次は26で残りのＰＣ三人になります。誰だれから動きますか。

かりん：では私が参りましょう！　ムーブアクションでミカガミ様のエンゲージに進入します。マイナーアクションはなし、メジャーアクションで＊《なぎ払はらい》です。対象は同一のエンゲージの三体です。

ＧＭ：「小こ娘むすめ風ふ情ぜいになにができる!?」と蛇神は、巨きよ体たいを揺ゆるがして叫びます。

かりん：貴様はその小娘に封印されるんです！　では、いきますよ。命中ジャッジは17からスタートです。クリティカルしろ（ダイスを振る）…………７、クリティカル!!

ハルト：ホントにクリティカルしやがった！

ＧＭ：「ちっ！」と蛇神が舌した打うちします。

かりん：（ダイスを振り足して）………命中の達成値は32。

ＧＭ：32？　蛇人間（白兵）は回避失敗。蛇神は……（ダイスを振る）……達成値14で回避失敗です。

かりん：＊エネルギーブースターを使い【物攻】ジャッジに＋３。では、ダメージロール……（ダイスを振る）……５。これで30点。少し低いんで、プラーナを１点使って振り足します。（ダイスを振る）。35点の物理ダメージです。

ハルト：もう一ひと押おしか？

アルタルフ：うむ。蛇人間（射撃）は36ダメージで死ななかったわけで……。

かりん：なるほど！　じゃあもう１点プラーナを使用して、さらにプラスします（ダイスを振る）。おし、10点上がった。45点の物理ダメージになりました。

ＧＭ：では、蛇人間（白兵）は【物防】が９で、36点ダメージが通り、撃げき破はされました。

かりん：よおっし！

ＧＭ：蛇神の【物防】のジャッジは……（ダイスを振る）……ファンブル!?　ううう、45点ダメージを喰らいました。

かりん：どすりと、蛇の腹はらから背せ中なかまで、私の日本刀が貫つらぬいた。

ＧＭ：「小娘がぁっ!?」ではかりんの行動終しゆう了りよう。

哀王：次は僕がやろう。範囲攻撃がないので、残り【ＨＰ】１の蛇人間（射撃）を一体だけでも倒しておこう。ムーブアクションで５メートル移動。アルタルフとエンゲージを分ける。マイナーはなし。メジャーアクションでヴォーテックスを放つ。対象は蛇人間（射撃）Ａ。白鼠が漆しつ黒こくの魔ま力りよくを放ったという演えん出しゆつで。

ＧＭ：では、判定を。

哀王：……（ダイスを振る）……クリティカル！　（振り足して）達成値は31。

ハルト：ナイス！

ＧＭ：くっ、こちらはエニーセブンなので、判定するまでもなく命中です。



＊《なぎ払い》　剣を振り抜き、周囲の敵を一掃する魔剣使いの特技。

＊エネルギーブースター　箒に装備する、エネルギー増幅装置。【物攻】ジャッジの達成値に＋３する。消耗品。






　漆黒の魔力が、蛇人間に直ちよく撃げきする！

　残された体力を振ふり絞しぼって抵てい抗こうの姿し勢せいを見せていた侵魔は、手に持っていたボウガンを取り落とし、やや遅おくれて自身も地にドサリと倒れ伏ふした。




ＧＭ：かろうじて生きてただけの蛇人間（射撃）Ａは、オーバーキルで倒されてしまいました。

アルタルフ：恐おそるべき軍ぐん略りやく家。軍略ビームの恐ろしさよ。

哀王：軍略ビームってなんですか？（笑）

ハルト：では、俺の必殺攻撃を放たせてもらおう！

アルタルフ：ついに、ボーイが真の力を解とき放はなつようだな。

ハルト：ああ、やってみるぜ！　ムーブアクションで移い動どう、みんなからエンゲージを離はなす。なにしろ、周りに迷めい惑わくかかるから。

アルタルフ：む、＊《九四式46センチ３連れん装そう砲ほう》を使うつもりだな。




《九四式46センチ３連装砲》は使用すると同一エンゲージのキャラクターに、［ＢＳ：放心］を与えるというやっかいな特とく技ぎであった。




ハルト：そういうことさ。耳を塞ふさいでくれよ、俺の大たい砲ほうの轟ごう音おんは並なみじゃないからな。と、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《九四式46センチ３連装砲》を使用。

ＧＭ：ハルトの主砲がきましたね。

ハルト：ガンナーズブルームが一いつ旦たん消えると、後方に魔法陣じんが出しゆつ現げん。そこからゴゴゴゴッと、九四式46センチ３連装砲が出現するぜ。

ＧＭ：「なんだ、その鉄の絡から繰くりは!?」蛇神は目を細めます。

ハルト：見ろ！　これこそが、俺の必殺の46センチ砲……そう、牧野フューリアスの傑けつ作さくだぜ！　そして《九一式徹てつ甲こう弾だん》を使って、相手の【物防】ジャッジをファンブルにして、ミカガミ様を攻撃だ……（ダイスを振る）。がくり。４。

アルタルフ：では＊《混こん沌とんの運命》を使おう。ボーイ振り直してくれ！

ハルト：うりゃぁぁぁー！（ダイスを振る）　…………４。

アルタルフ：菊きく池ちさーん!!（一同爆笑）。

かりん：なにやってんですか!?（笑）

ハルト：す、すまん！（笑）　プラーナで振り直しをする。４だとさすがに低いし……えい！（ダイスを振る）　………５。（一同爆笑）。

かりん：きくたけさーん！

ハルト：うおおおっ！　で、プラーナを１点使って振り足し。これ命中しないとものすごく悲しいから……えいっ（ダイスを振る）。………５。ダイス目が湿しめってる!?（笑）

アルタルフ：５までしか出ない（笑）。

ハルト：……とにかく命中の達成値は現げん在ざい18。たぶんいけると思うけど、本当にはずしたらシャレにならないから、もう一回プラーナを使って振り足す。

哀王：粘ねばりますね。

ハルト：俺、この一いち撃げきにすべてを賭かけてるんだ。とうっ！（ダイスを振る）　…………。



＊《九四式46センチ３連装砲》　戦艦大和に搭載された超巨大艦船砲を具現化する、記録者の特技。

＊《混沌の運命》　神の力によって運命に介入し、偶然を操作する大いなる者の特技。






　からころと音を立てて跳はね回まわったふたつのダイスが示しめした目は―――、

〝２〟

　―――ピンゾロでした。




一同：マジかぁぁぁぁぁっ!?（爆笑）

ハルト：うおおお、もーうひどい。

アルタルフ：これで避けられたら、哀かなしいな、ボーイ。

ハルト：そしたら俺はちょっと泣きます（笑）。

ＧＭ：では、回避いきます（ダイスを振る）…………８。

かりん：おおー、当たったー。

ハルト：ふうーよかったー。では、ダメージロール。（ダイスを振る）４。相変わらず出目が低いな……ダメージは37！　で、《九一式徹甲弾》を使っているんで物理防ぼう御ぎよのジャッジはファンブルになる。

かりん：おお！

ハルト：徹甲弾がキューンって飛び、ミカガミ様の胴体に風かざ穴あなを開けたって演出で。

ＧＭ：じゃあ、蛇神は苦く痛つうでのたうち回ります。で、ファンブルのおかげで、【物防】は０で、37点ダメージの素す通どおし。

ハルト：これで俺は行動終了。さすがに一撃では倒せなかったか……。

ＧＭ：「この程てい度どでいい気になるなよ」と、言いつつ蛇神は自分の行動で、至し近きんにいるかりんを攻撃します。

かりん：侵魔の攻撃など、耐たえてみせます！

ＧＭ：ムーブ、マイナーは特になし。メジャーアクションで《ヘイズファング》を使用。オリジナルエネミースキルで、命中したら［ＢＳ：放心］を与える物理攻撃です。

アルタルフ：いやらしいな。

ＧＭ：「さあ、プラーナを寄よ越こすがいい」と、ぬらっと光る大だい蛇じやの口がかりんに迫せまる……（ダイスを振る）…………ファンブル。命中の達成値は７。

一同：きたぁ―――!!（爆笑）

ハルト：ふふふ〝５〟の呪のろいが効いたな。お前のダイス目がすべて５になるように呪っておいてやったぜ！




　なんてことをするんですか。




かりん：（ダイスを振る）ふぅ、11で回避です、ひらり。

ＧＭ：「おのれぇ！」若わか武む者しやのような身のこなしで、牙きばから逃のがれたかりんに悪あく態たいをつく蛇神。「逃がすかぁっ!!」と、＊《追加行動》を宣せん言げん、行動カウントを１にします。

かりん：げ、このラウンドもう一回、ミカガミ様が攻撃してくるの!?

アルタルフ：怖っ!?　これ、［ＢＳ：放心］喰らってたらやばかったな。

ＧＭ：はい、そういうコンボでしたが、残念です。次は蛇人間（射撃）Ｂですが……。

ハルト：そいつ、［ＢＳ：放心］だよね。



＊《追加行動》　人智を超えた力により、もう一度行動を行なうエネミー特技。行動カウントは１となり、未行動の状態になる。






　そう。蛇人間（射撃）Ｂはすべてのジャッジがマイナス５される［ＢＳ：放心］を受けていた。

　それでも果か敢かんにアルタルフへとボウガンを放つ蛇人間（射撃）Ｂ。

　これをアルタルフはクリティカルで回避！　真一文字に飛ぶ矢は、ササッとサイドステップを決めた蟹に、軽かろやかに避けられてしまった。




哀王：蛇の動きがのろい。いま脱だつ皮ぴしてるんじゃないですか？（笑）

ＧＭ：してませんから！（笑）

かりん：みんな油ゆ断だんしないで！　最後にミカガミ様の攻撃がありますから！

ＧＭ：「やはり貴様はあなどれないな、小娘」と、《追加行動》で最後に行動する蛇神は、至近距きよ離りにいるかりんを狙ねらいます。

かりん：さあおいで。

ＧＭ：ラウンド１回使用可か能のうなオリジナルエネミー特技、《ポイズンファング》を使用します。攻撃が命中したら、＊［ＢＳ：邪じや毒どく］（３）が入ります。

かりん：なにそれ、痛いたい！

アルタルフ：今回は放心してないですから、やっかいだな。

ＧＭ：再び蛇神の牙がかりんに迫る！　命中は……（ダイスを振る）……９、というわけで命中の達成値は26。

ハルト：けっこうきついな。

かりん：クリティカルすればいいんですよ……（ダイスを振る）……うーん６、達成値12で回避失敗です。

ＧＭ：ではダメージロール。【物攻】27スタート（ダイスを振る）。35。

かりん：えっと《受け太た刀ち》を宣言します。《受け太刀》で、17点軽けい減げんします。これで18点ダメージを受けることになりますね。

アルタルフ：おお、守りが堅かたい。

かりん：さらに、【物防】のジャッジをします、うりゃー（ダイスを振る）。目が低いな。11点ダメージまで減へらしました。

哀王：では、《時代断層ギヤツプバリア》を使用。白鼠が本来の姿すがた「九きゆう竜りゆう神しん火か罩とう」の姿を取り、かりんとミカガミ様の間に割って入った。で、ダメージを10点軽減します。

かりん：ありがとうございます。最終的に、１点ダメージ通りました。

ＧＭ：なので、［ＢＳ：邪毒］（３）をかりんは受けます。

かりん：ぎゃー！

ＧＭ：で、全員行動終了となりましたね。クリンナッププロセスで……。

ハルト：［ＢＳ：邪毒］（３）のダメージをかりんが受ける。

ＧＭ：では３Ｄを振って……４・４・２なんで10点ダメージ。

かりん：まだまだ大だい丈じよう夫ぶ。【ＨＰ】21になりました！

ＧＭ：では、これで第１ラウンドが終了、次のラウンドに移うつります。



＊［ＢＳ：邪毒］（３）　毒物や薬物などで中毒症状を起こしていることを表わす。クリンナッププロセスで、（　）内の数字×１Ｄ点のＨＰダメージを受ける。






●第２ラウンド

ＧＭ：はい、では第２ラウンド目でーす。では、【行動値】ジャッジを行います。

一同：はーい。




▼行動カウント

①アルタルフ　　　　　　26

②哀王　　　　　　　　　24

③蛇神　　　　　　　　　21

④蛇人間（射撃）Ｂ　　　21

⑤かりん　　　　　　　　19

⑥ハルト　　　　　　　　15
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ＧＭ：というわけで、まず第２ラウンドのセットアッププロセス。何かする人はいますか……（確認して）……ハルトだけですね。ではどうぞ。

ハルト：あ、俺《零式水上観測機》を使うぜ。エンゲージが切れてるから、今回は自分だけを対象に【命中】ジャッジに＋２する。

ＧＭ：了りよう解かい。ではイニシアチブプロセスにいきます。では行動カウントの一番高いアルタルフのメインプロセス。

アルタルフ：［ＢＳ：放心］をぶつけてやるぞ。対象はミカガミ様、マイナーアクションで《属性異能：水》、メジャーアクションで《静かなる怒り》。（ダイスを振る）８……（少し考えて）プラーナを１点使って出目８を７にして、クリティカルにする！

哀王：ここは［ＢＳ：放心］を与えるのが重要だからね。

アルタルフ：（ダイスを振り足して）……命中の達成値は27。

ＧＭ：【回避】は……（ダイスを振る）……達成値19で失敗！

アルタルフ：ではダメージロールだ。ファンブルさえしなければなんとかなるはず。……（ダイスを振る）……32でございます。

ＧＭ：【魔防】ジャッジ………（ダイスを振る）……ぐぇっ、ファンブル！

かりん：うわーい、やったー。

アルタルフ：なんかすごいっすね、サービスが。

ハルト：今日、藤ふじ井いさん大サービスだよね。




　な、なんでしょうこの哀しみは。




ＧＭ：うう、本当に今日は出目がすごく悪い。しかたありません。ここでオリジナルエネミー特技《脱皮回避》って言って、ぺろんってします。

かりん：ミカガミ様が脱皮した!?

ＧＭ：急速に脱皮して本体に来るダメージを軽減する特技です。【ＨＰ】へのダメージをマイナス20するので、32点だったところが12点ダメージで済すみました。

ハルト：だが放心。

ＧＭ：うう、つ、つらいです（笑）。次は哀王ですね。

哀王：今はとくに誰も大きなダメージを負っていないし。引き続きヴォーテックスで、蛇人間（射撃）Ｂを攻撃しよう。

ＧＭ：うう、やはりそこに来ますよね。




　残り【ＨＰ】１だった蛇人間（射撃）Ｂは、哀王の魔法攻撃をくらって、あっさりと死し亡ぼうしてしまいました。




哀王：これで、ミカガミ様だけに専せん念ねんできますね。って次はその蛇神の行動か。

ＧＭ：うーん。ＰＣの行動も残ってるし、このままかりんを攻撃。「まずは目の前の小娘を削けずり殺す。いくぞ！」

かりん：はい、いらっしゃいませ。

ＧＭ：メジャーアクションで、《ヘイズファング》。命中判定……（ダイスを振る）……出目は７で、達成値19。

ハルト：19なら避けるチャンスがあるかも。

かりん：ですね！　クリティカル出ろ！　回避（ダイスを振る）。達成値17。これならプラーナ１点使って振り足します！（ダイスを振る）　……出目６で、達成値23！　回避成功です。

ＧＭ：「またしてもちょこまかとっ！」蛇神はいらついて吐き捨てます。では行動終了となるところですが、先ほどと同じく《追加行動》を使用して行動カウント１。

かりん：では、私の行動ですね。ムーブアクションなし、マイナーアクションでＭＰポーションを飲んでおこう。

アルタルフ：ポーションは飲めるときに飲む、このゲームの鉄てつ則そくだ。

ハルト：アルタルフの発言はためになるぜ！（笑）

かりん：（ダイスを振る）11、おお！　全回復しました。で、メジャーアクションで《斬ざん鉄てつ剣けん》を使いまーす。（ダイスを振る）。７、クリティカル！（ダイスを振り足す）　……命中の達成値は31です！













ハルト：これはけっこう当たる感じ。

ＧＭ：［ＢＳ：放心］が入って、ペナルティきてて、５からスタート。これは無理だな（ダイスを振る）……おお!?　クリティカルした。（ダイスを振り足す）……だが、達成値は21で止まり。

かりん：ヒヤリとしました。

哀王：けっこう盛もり上あげるな、ＧＭ。

ハルト：盛り上がる展てん開かい。

かりん：では、ダメージロール！　エネルギーブースターの使用を宣言し……（ダイスを振る）……きゃー！　出目が４！

アルタルフ：かりん大丈夫だ、プラーナを使って振り足すといい。

かりん：はい！　プラーナを１点使って振り足します。（ダイスを振る）………出目は６。45点の……45点の物理ダメージです。

ＧＭ：【物防】のジャッジもマイナス５ですよね。……（ダイスを振る）……達成値６で、６点しか引けないよ。「おのれ小娘。この痛み、百倍にして返してやる！」と苦痛を跳ね返し、蛇神は威い嚇かくの唸りをあげます。

かりん：「あなたの思い通りにはさせません！」でも、まだ倒せないんですよね……。

ハルト：なら、勝負は次の俺にかかってるんだな。プレッシャーで押おし潰つぶれそうなんだが……。

アルタルフ：ボーイ、お前の心と、46センチ３連装砲を信じろ！

ハルト：そうか、そうだな！　俺は大たい艦かん巨きよ砲ほう主しゆ義ぎを信じるぜ！




　それはあまり信じないほうが……（笑）。




ハルト：では、マイナーアクションでＭＰポーションを飲む。（ダイスを振る）８、クリティカルした。

かりん：やった。

ハルト：うおー、なんか無む駄だに【ＭＰ】全ぜん快かいだ！　しゃきーん！　メジャーアクションで《九四式46センチ３連装砲》で砲ほう撃げき。この巨大な46センチ砲、貴様に着ちやく弾だんさせてみせる！　バーン（ダイスを振る）……６、けっこうきびしいんだよねー。当たるかなー。

ＧＭ：こっちはペナルティきてますから。

ハルト：プラーナ最後の１点を使って（ダイスを振り足す）……出目は６で、達成値20だ！

ＧＭ：では、回避――えい（ダイスを振る）。……達成値11で当たりました。ハルトの背はい後ごに出現した巨大な砲ほう塔とうから、轟音が響ひびくとともに蛇に命中弾が!!

ハルト：よっしゃ！　撃げき沈ちんしてやる！（ダイスを振る）　……７で、40点物理ダメージだ。

ＧＭ：【物防】のジャッジは……（ダイスを振る）……出目11で、達成値14。（計算して）………蛇神は生いき延のびました！

アルタルフ：惜しい感じか。

ハルト：惜しい感じだったなー。

ＧＭ：これで皆さんの行動は終了ですね。最後に蛇神の攻撃をいきましょう！「とにかく目め障ざわりなこの小娘を潰さなくては！」とかりんに攻撃してきます。

かりん：さあ来なさい。

ＧＭ：メジャーアクションで《ポイズンファング》を使用！（ダイスを振る）　………命中の達成値は16。

かりん：16だと、10が出れば。あるいはクリティカルすれば避けられる（ダイスを振る）。ダメでした。達成値12で失敗だけど……でも最後のプラーナを使います（ダイスを振り足して）……５、17で回避です。ひらり。

ＧＭ：「お、おのれぇ――っ！」この［ＢＳ：放心］がなければ！　ということで、クリンナッププロセスになります。

アルタルフ：［ＢＳ：邪毒］がかりんに来るな。

ＧＭ：では、［ＢＳ：邪毒］のダメージを決めます（ダイスを３個こ振る）………10です！

かりん：（計算して）残り11点になりました。ちょっとヤバいかな。

哀王：向こうも厳きびしいんだ、このまま押おし切きりましょう！

ハルト：だな！

ＧＭ：なお、蛇神が［ＢＳ：放心］から回復しました。これで、第２ラウンド終了です。




●第３ラウンド

　そして迎えた第三ラウンド。行動値ジャッジの結果は以下のとおり。




▼行動カウント

①アルタルフ　　　23

②哀王　　　　　　21

③ハルト　　　　　18

④かりん　　　　　18

⑤蛇神　　　　　　７
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ＧＭ：第３ラウンドのセットアッププロセスで特技を使う方はいますか？

ハルト：おなじみ《零式水上観測機》。さっきのラウンドと同じく、自分を対象に。

ＧＭ：了解です。では、イニシアチブプロセスに移ります。

アルタルフ：オレからか。では、メジャーアクションで《静かなる怒り》。（ダイスを振る）……ファンブル!?

ハルト：蟹ぃ――――っ!!（一同爆笑）

アルタルフ：ふ、慌あわてることはない。プラーナを１点使ってファンブルを打ち消し。さらに、もう１点使って、ダイスを振り足す。（ダイスを振る）達成値は23。

ＧＭ：蟹のビームに飛とび退のいて回避しようとする蛇神……（ダイスを振る）……５。またファンブル!?

一同：マジでぇ―――っ!?（爆笑）

ハルト：藤井さん、あなたは天使のようなＧＭだ！（一同爆笑）




　そんな褒ほめ言こと葉ば、ほしくありませんでした………。




ＧＭ：ううう、ダメージをください……。

アルタルフ：ダメージロール（ダイスを振る）……全部足して27か。プラーナ、最後の１点を、振り足しに使ってしまおう。

哀王：では、《倍気法》を使用。プラーナによる振り足したダイスの出目を、６に変えておこう。

アルタルフ：ありがとう。では、ダメージは39点だ。

ＧＭ：こちらの防御ジャッジは……（ダイスを振る）12。（計算して）ダメだ。耐えられない。




　蛇神は、巨体に似に合あわぬ身のこなしでその場から飛び退こうとした。

　だが、アルタルフのビームは空中に舞まい上あがった巨大な蛇の身体からだを無む慈じ悲ひにつらぬく。

　ズシン――と、音を響かせ、侵魔の巨体は地に墜おちた。




ＧＭ：「馬ば鹿かな！　たかが蟹ごときに敗れるなど……ありえん！」

アルタルフ：蟹は蟹でも、オレはウィザード。オレの……いや、オレたちの光を、お前ごときの鏡では、打ち返すことはできないのだ。

ハルト：すげぇぜ、蟹！

ＧＭ：蛇神は「これで勝ったと思うなよ……！」と怨えん嗟さの声を上げながら消えていきます。戦闘が終了したので、クライマックスフェイズを終了しますね。








エンディングフェイズ







エンディング01◆変わらぬ光景？


―――ハルト・牧まき野の・フューリアス






　戦いの夜が明けた翌よく日じつ。

　いやになるほど快かい晴せいの空の下、ハルトたちはいつものように学校に登校した。

　ざわめくクラスメイトたちの中、一同は自分たちが守り抜ぬいたものを実感する―――。

　―――はずだったのだが……。




ＧＭ：エンディングフェイズ―――シナリオの締めに当たる段階―――に入ります。シーンプレイヤーはハルトですが、今回は合同エンディングのみなので、全員登場してください。

ハルト：はい。

ＧＭ：蛇神を倒した翌日の朝。舞台は、加か賀が見み塚づか高校です。

哀アイ王ウオン：僕はクラスメイトだから普ふ通つうに登場できるけど、アルタルフはどうします？

アルタルフ：……鞄かばんのマスコットにでもなって登場しておく（一同笑）。

哀王：ずいぶん大きなマスコットですね（笑）。

ＧＭ：教室には、続々と生徒が登校してきます。

かりん：私は美み耶や子こと一いつ緒しよに登校したいです。

ＧＭ：いいですよ。

ハルト：「おはよう」と挨あい拶さつをしたあと、かりんにこっそり聞く。「……美耶子の様子は？」

ＧＭ：いつもと変わりませんよ。

かりん：じゃあ、「大丈夫、変わりはないですよ。ミカガミ様も倒したんだですし……」とこっそり答えておきます。

ＧＭ：さて。しばらくすると予よ鈴れいが鳴り、教室には教きよう師しがやってきます。




　そしてここで、ＰＣたちはひとつの事実に直面するのでした。




ハルト：……あれ？　洋よう平へいは？

かりん：あっ、そうだ!!　洋平くんは朝、一緒に来ました？

ＧＭ：いえ。朝のホームルームが始まり、出席確認が始まりますが……洋平の名前は呼よばれません。

ハルト：つまり……洋平は消えたまま……ってことか？

かりん：そんな!?　だ、だって、ミカガミ様を倒したんですから、戻もどってくるはずでは……。

ＧＭ：どうやら、洋平は消えたままのようですね。

かりん：そんな……！

ハルト：つまり……事じ件けんはまだ終わってないってことか。

ＧＭ：……というところで、今回のシナリオは終了です。

ハルト：お、おい……。

ＧＭ：それでは次回のセッションをお楽しみに！





『ナイトウィザード The 3rd Edition』リプレイ

「鏡の中の蛇」

完



















プリプレイ







プリプレイ01◆鏡の町での冒ぼう険けん、再び




　第一話は個性的なＰＣたちのおかげもあって楽しいセッションになりました。

　それだけに、第二話にはプレッシャーを感じます。何しろ、前回張った伏ふく線せんを回収し、菊きく池ちさんが提示してきた無茶振りをクリアする必要があるのですから。

　そんなわけで、大急ぎでシナリオの準備に没頭し―――

　―――第一話の収しゆう録ろくから数日後。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．フアーイースト・アミユーズメント・リサーチの事じ務む所しよには、再びＧＭおよびプレイヤーが勢揃いしました。




藤ふじ井い忍しのぶ（以下、ＧＭ）：それでは、『ＮＷ３』リプレイの第二話の収録を始めましょう。

一同：よろしくお願いしま～す。

ＧＭ：まず、最初に。前回のストーリーは憶おぼえてますか？

緑りよく谷や明あき澄すみ（以下、緑谷）：人々のプラーナを食くらっていたミカガミ様を倒たおしました！

菊池たけし（以下、菊池）：だが、プラーナを食われて消えたと思われた、クラスメイトの洋よう平へいたちは帰ってこなかった……。

たのあきら（以下、たの）：消えた人々は、まだ戻もどってきていないみたいですね。

大おお畑はた顕あきら（以下、大畑）：つまり、事じ件けんは終わってない……という感じ？

ＧＭ：はい、そのとおりです。憶えていていただけたようで、よかったです。それでは、今回予告を読み上げます。




●今回予告

　邪じや悪あくなる蛇を打ち倒し、事件は終わったかに思われた。

　だが、失われた人々は戻らず、異い変へんは起こり続ける。

　収おさまらぬプラーナの減げん少しよう、夜の町を彷徨さまよう少女……。

　加か賀が見み塚づか市に隠かくれる闇やみはいまだに蠢うごめいており、真実は謎なぞに包まれたままだ。

　ウィザードたちは真なる敵てきを見み極きわめ、町を護まもることができるのか？




『ナイトウィザード The 3rd Edition』リプレイ

「生いけ贄にえの少女」

　裏り界かいの門が開く時、天空に月は紅あかく輝く。




緑谷：何としてでも、洋平くんたちを取とり戻もどさなきゃいけませんね！

たの：そうだね。

菊池：夜の町を彷徨う少女って、もしかして……？（ＧＭを見る）

ＧＭ：（視し線せんに気づかぬふりをして）次に、ハンドアウトを読み上げます。




●ＰＣ①：ハルト・牧まき野の・フューリアス用ハンドアウト

コネクション：籠かご野の美み耶や子こ　関係：親しみ

　キミは仲間とともに、加賀見塚市に巣くう侵魔エミユレイターを打ち倒した。

　町に残る伝説を信じるならば、これで事件の被ひ害がい者しや……消失した友人である菅すが原わら洋平は戻ってくるはずだったが、彼かれは戻ってこなかった。

　悩なやむキミを気き遣づかうように、美耶子は声をかけてきた。

「悩みがあるなら、相談にのるよ？」




ＧＭ：ハルトへのコネクションは、引き続き、美耶子になります。

菊池（以下、ハルト）：了りよう解かい。前回は結局、洋平が戻ってこないまま終わったもんなあ……。

大畑：つまり、まだ事件は解かい決けつしてないのさ、ボーイ！（笑）

ハルト：うぬぬ。

緑谷：それにしても美耶子ちゃんはけなげですね。ハルトを心配してくれてるみたい。

ハルト：確たしかに。そして、俺おれには美耶子に相談にのってほしいことが……。

たの：というと？

ハルト：（神しん妙みような声で）俺、最近蟹かにがしゃべっている幻げん聴ちようを聞くんだ……。

大畑：まだ、そのネタでいくのぉっ!!（一同爆ばく笑しよう）




●ＰＣ②：帯たて刀わきかりん用ハンドアウト

コネクション：籠野美耶子　関係：保ほ護ご

　侵魔・蛇神を倒した翌日。誰だれもが寝ね静しずまる深夜に、キミは町をパトロールしていた。

　その途と中ちゆう、キミは親友の美耶子の姿すがたを発見する。彼かの女じよの家は厳げん格かくで、こんな時間の外出を許ゆるすとは思えない。

　美耶子は虚うつろな表ひよう情じようを浮うかべ、ふらふらと歩いている。その行く先にあるのは鏡塚だ。なにか嫌いやな予感がした。




緑谷（以下、かりん）：やっぱり美耶子ちゃん、鏡塚に呼よび寄よせられているじゃないですか～！

ハルト：そうみたいだな（笑）。

かりん：やだ～！　がんばって守らなきゃ！




●ＰＣ③：曹ツアオ哀アイ王ウオン用ハンドアウト

コネクション：加賀見塚市　関係：不安

　事件は解決し、これで任にん務むは終しゆう了りよう……とはならなかった。菅原洋平は戻らず、さらにアンゼロットからの情じよう報ほうによると、加賀見塚市の異い常じよう……プラーナの減少もいまだ収まっていないらしい。

　まだ事件は終わっていない。

　どうやら、この町を離はなれるわけにはいかないようだ。




たの（以下、哀王）：コネクションが加賀見塚市？　ずいぶんと大おお雑ざつ把ぱですね……。

ＧＭ：組そ織しきのコネクションが許されるんですから、市にコネクションを結んだっていいじゃないですか（笑）。

哀王：なるほど。この町が気に入った……という感じですね。情報収しゆう集しゆうのときに便利そうだし、僕ぼくは異い存ぞんはありません（笑）。




●ＰＣ④：アルタルフ用ハンドアウト

コネクション：アンゼロット　関係：ビジネス

　加賀見塚市を覆おおう侵魔の影かげは、いまだ晴れてない。それはつまり、アンゼロットからの依い頼らいはまだ終わっていないということだ。

　町を護るため、そして、自分の身を守るためにも、加賀見塚市で起きている事件を、今度こそ解決しなくては。




かりん：おしおき……蟹かに爪づめもがれて、かにしゃぶにされたりするんですかね？

大畑（以下、アルタルフ）：やめて!?　オレは食用じゃないから！（笑）

かりん：蟹の爪は再さい生せいできますし、ひとつくらいなら……。

アルタルフ：再生できるのは、自分で切り落とした場合だけだよ!?（笑）

かりん：そうなんですか。残念です。

アルタルフ：本気で残念がるなよ！（笑）　まあ、事件を解決すれば、おしおきされることもない！　がんばって事件を解決するぞ！

ＧＭ：では、レベルアップに移うつりましょうか。




　和わ気き藹あい々あいと相談をしながら、レベルアップ作業をするプレイヤーたち。

　そして……。




●ハルト・牧野・フューリアスの場合（２レベル）

ＧＭ：レベルアップ作業が終わったようなので、成長報ほう告こくをお願いします。まずは、ハルトから。

ハルト：俺は、《九四式46センチ３連れん装そう砲ほう》を２レベル上げた。

ＧＭ：【物攻】が大おお幅はばに上がったわけですね。

ハルト：とにかく大ダメージを追求した！　そして、アイテムを大量に買ったぞ！

ＧＭ：どれくらい購こう入にゆうしたんですか？

ハルト：【物攻】を上げる「エリミネーター」、攻こう撃げきの種類を魔ま法ほう攻撃に変へん更こうする「特とく殊しゆ弾だん：魔ま力りよく爆ばく裂れつ弾」、「特殊弾：～」用のスロットの「バレットマガジン」、＊［ＢＳ：マヒ］から回かい復ふくする「アンチパラライズ」、［ＢＳ：邪毒］から回復する「アンチポイズン」、情報収集のジャッジを【器用】に変更する「情報ソース：電でん脳のう」、情報収集のジャッジにボーナスが入る「0-Radioレイラジオ」、【命中】を上げる「＊レーザーサイト」、治ち癒ゆ力りよく５で【ＨＰ】を回復する「ハイＨＰヒールポーション」だ。

ＧＭ：……一気に言われると、呪じゆ文もんのように聞こえますね（一同笑）。

かりん：（シートをのぞき込みながら）けっこう買ったんですね～。

ハルト：前回は所持金でファンブル振ふったせいで全然買い物できなかったから、ついね！（笑）



＊［ＢＳ：マヒ］　身体の動きが大きく制限されていることを表わす。リアクションの達成値にマイナス５される。

＊レーザーサイト　レーザーによって射撃目標をポイントする箒オプション。ムーブアクションで使用する。






●帯刀かりんの場合（２レベル）

ＧＭ：次はかりん。

かりん：私は、【物攻】を上げる《斬ざん鉄てつ剣けん》のレベルをふたつ上げました。それから、武ぶ器きである斬ざん月げつを強化すべく＊《重じゆう量りよう刃じん》をとったのですが……この特とく技ぎで【物攻】が上がった分、斬月の重量も増ふえてしまいました。

ＧＭ：武器が重たくなると、重量制せい限げんにひっかかったりしませんか？

かりん：はい。そのため、装そう備び可か能のう重量を上げる、《イクイップリミット》も取りました。これで、特技をすべて使えば、【物攻】が41＋２Ｄになります！

ＧＭ：おお、それは強いですね。

かりん：斬月が重たくなった分、《受け太刀》で軽けい減げんできるダメージの値も大きくなったので、いろいろとおいしいのです。

ＧＭ：なるほど。

かりん：アイテムは、「＊連れん結けつ磁じ鉄てつ」を購入しました。【命中】にマイナス２のペナルティが来ますが、【物攻】が＋５されます！

ＧＭ：敵に当てるのが大変な分、当たれば大ダメージを与あたえられるんですね。

かりん：はい！　大きなダメージが出せそうなので、今から戦せん闘とうが楽しみです♪



＊《重量刃》　所有する魔剣が、重く厚い刃を持っていることを表わす魔剣使いの特技。所持している魔剣の「重量」と「物攻」が増加する。

＊連結磁鉄　プラーナによって磁力を発生させ、刀身を攻撃的に可変させる箒オプション。セットアッププロセスで使用し、効果はシーン中持続する。






●曹哀王の場合（２レベル）

ＧＭ：では、哀王、どうぞ。

哀王：僕はまず、ダメージ軽減の特技、《時代断層ギヤツプバリア》のレベルをふたつ上げました。これで、記録者レコーダー以外からのダメージに対する軽減が、15点になりました。

ＧＭ：前回、役に立ちましたもんね……。

哀王：はい。それから、【回かい避ひ】【物防】【魔防】のジャッジにペナルティを与える＊《東とう南なん之の風かぜ》をとりました。

ＧＭ：支し援えん役としてより優ゆう秀しゆうになりましたね。

哀王：それから、【回避】と【行動値ち】にボーナスが入る＊《ライトファイター》を取得しました。《兵へい貴き神しん速そく》でみんなの行動カウントを僕と同じ値まで引き上げる以上、【行動値】は１点でも高いに越こしたことはありませんから。

ＧＭ：なるほど。アイテムはどんな感じですか？

哀王：【治癒力】ジャッジに＋３される「ヒーリングデバイス」、エネミー識しき別べつやトラップ識別のジャッジに＋２される「Evil-EYEイヴイルアイ」、それから、情報収集で使用する能のう力りよくを【理知】に変更する「情報ソース：知ち識しき」を購入しました。以上です。



＊《東南之風》　諸葛孔明の用いた、南東の風をもたらす力で罠を作り上げ、確実に味方の攻撃を命中させる特技。

＊《ライトファイター》　軽装による戦いが得意であることを表わす一般特技。「部位：衣服」の防具を装備している時に有効。






●アルタルフの場合（２レベル）

ＧＭ：最後に、アルタルフ。

アルタルフ：オレは、《属性異能：水》と《静かなる怒いかり》のレベルを上げて、【魔攻】を上げた。それから、ポーションの【治癒力】を上げる＊《ポーションマスタリー》と、＊エキストラの記き憶おくを操そう作さできる＊《メモリーコントロール》を新しん規きに取得した。

かりん：蟹が人間の記憶を操作、ですか……（笑）。

アルタルフ：いいじゃないか別に。男には謎のひとつやふたつあるものさ（一同笑）。

哀王：微び妙みように話がかみ合ってませんよ、ふたりとも（笑）。

ＧＭ：アイテムは何か買いましたか？

アルタルフ：防ぼう具ぐ……「＊マジックローブ」を買ったよ。今回からオレはトレンチコートを羽は織おるぞ！（笑）

ＧＭ：蟹がどうやって服を着るんですか!?（笑）

アルタルフ：【魔攻】と【魔防】が上がるから、どうしても欲ほしくてな。（ちょっと考えて）蟹の甲こう羅らが頑がん丈じようになった、という演出でどうかな？　脱だつ皮ぴして、新しいオレになったんだ！

ＧＭ：では、アルタルフの甲羅が強化された、ということでいきましょう（笑）。

アルタルフ：所持品は、アンチポイズン２個こと、ＨＰヒールポーション２個を買っておいた。これで、バッドステータスがきても怖こわくないぞ。

哀王：なんか、フラグっぽい台詞せりふに思えるんですけど。

アルタルフ：備そなえてるんだから、憂うれいはないはず。心配は無用。以上だ。



＊《ポーションマスタリー》　ポーションを効率よく使うための知識を持っていることを表わす一般特技。

＊エキストラ　戦闘用のデータを持たないＮＰＣのこと。

＊《メモリーコントロール》　特殊魔法〝キャントリップ〟のひとつ。対象に偽りの記憶を植え込み、真実と思わせる魔法。

＊マジックローブ　魔力増幅の術式を、魔法の糸で織り上げたローブ。装備者の【魔攻】に＋２する。






各人のクリティカル値／ファンブル値

ＧＭ：では、クリティカル値とファンブル値を決めていきましょう。




　というわけで、クリティカル値、ファンブル値を決める一行。その結果は次のとおりとなりました。




ハルト　　　クリティカル値：８→７　　　ファンブル値：12

かりん　　　クリティカル値：５→７　　　ファンブル値：４

哀王　　　　クリティカル値：７　　　　　ファンブル値：11→12

アルタルフ　クリティカル値：８　　　　　ファンブル値：６→４




各人の所持金

ＧＭ：では、所持金を決めましょう。【幸運】ジャッジになります。





















ハルト：（ダイスを振る）クリティカル。（ダイスを振る）……達成値は22。22万ヴァルコだな。やった！　俺、お金持ち！

かりん：（ダイスを振る）ファンブル!?　所持金が０ヴァルコなのです……（一同笑）。

ハルト：お、お前、あれだけご飯を食べてるのに、さらにおやつにもお金を浪費したな!?（笑）

かりん：う、ひ、否定できない!?（一同爆笑）

哀王：やれやれ（笑）。（ダイスを振る）出目は９。14万ヴァルコ。

アルタルフ：（ダイスを振る）９。【幸運】が７あるから、16万ヴァルコだ。




ハルト　　　22万ヴァルコ

かりん　　　０ヴァルコ（ファンブルのため）

哀王　　　　14万ヴァルコ

アルタルフ　16万ヴァルコ




ＧＭ：では、プリプレイを終了して、シナリオを開始しましょう。








オープニングフェイズ







オープニング01◆洋よう平へいのいない教室


―――ハルト・牧まき野の・フューリアス






　ハルトが加か賀が見み塚づか市にやってきてから、わずかな間に、いろいろなことがあった。

　クラスメイトが消失し、自分は異能の力に目覚め、世界の真実を知り、そして……異界からの侵しん略りやく者しやとの戦闘。目が回るような慌あわただしさだった。




　だが、一連の事件はまだ終わっていないようで……。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。最初のシーンプレイヤーはハルトです。舞ぶ台たいが加賀見塚高校なので、クラスメイトであるかりんと哀アイ王ウオンも登場してください。

アルタルフ：オレは？

ＧＭ：アルタルフは、出てもいいですし、出なくてもかまいません。

アルタルフ：分かった。じゃあ、とりあえずは様子見しよう。

ＧＭ：蛇へび神がみを倒した翌よく朝あさ。ハルトは学校へと登校してきました。教室には、かりんや哀王、そして、美み耶や子こがいます。他にもクラスメイトがいますが、そこに洋平の姿はありません。

ハルト：……というところで、前回は引いたんだよな。

ＧＭ：はい、その通りです。

哀王：ＧＭ、他のクラスメイトたちはどんな様子ですか？

ＧＭ：美耶子を含ふくむクラスメイトたちはイノセント―――つまりウィザードではない一般人―――ですから、洋平のことは憶えていないようです。洋平が存在したことの方が錯さつ覚かくであるかのように、今日も教室は平へい穏おんです。

哀王：なるほど。

ハルト：これはどういうことなんだ？　洋平はなぜ戻ってこない？

哀王：可能性はいくつか考えられます。洋平くんのプラーナを侵魔が消費して完全に消えてしまった可能性……。

かりん：そんな……。

哀王：あるいは……まだ我々が真の敵を倒しておらず、そのせいでまだ洋平くんが戻っていない可能性……。

アルタルフ：まあ、ハンドアウトを見れば結論は知れているが。

哀王：とはいえ、ＰＣたちはそのことを知りませんからね。「ということは……」

ハルト：いうことは？

哀王：うかつなことをすると、事態を知らないクラスメイトたちに不審がられるということです。

ハルト：なるほど……おい、気をつけろよ、かりん。

かりん：ハルトくんこそ！

ハルト：余計なことを言わないように、クラスメイトたちとは距離を取っておくか……。

かりん：そう、ですね。

ＧＭ：そんな皆さんを美耶子はおかしく思ったのか「大だい丈じよう夫ぶ？　なんか、いつもとちょっと違うみたいだけど……」と訊たずねてきます。

一同：ぎゃぁ！（笑）

アルタルフ：このＧＭ、ガンガンせめてきやがるっ！（笑）

かりん：え？　ええと……。

ハルト：（慌てて）そ、その……今日はかりん、朝早く起きたらしいんだ！　学校来る前にご飯をおひつ五杯はい分食べて来たらしくて、もうお腹いっぱいなんだと！

かりん：えっ、そ、そんなことは。

ハルト：（小声で）俺に話を合わせろ。美耶子を動どう揺ようさせるわけにはいかないだろ？

かりん：（小声で）わ、分かりました。（普ふ通つうの声で）そうなんです！　おうちでたくさん食べて来たから、今は満まん腹ぷくで動けないだけなんです！

ＧＭ：美耶子は「そうなの？　でも、ハルトくんも、今日はあたしに対して遠えん慮りよがちな気がする……」と言って、ハルトとかりんをじっと見つめます。

ハルト：それは、ほら……俺は英国紳しん士しだし？（一同爆笑）

ＧＭ：「ハルトくんって、たしか、日本生まれの日本育ちだよね？　お母さんがハーフなだけで……」（笑）

ハルト：えー……あー、そうだ！　珈琲コーヒーが飲みたくなってきたネー！（一同笑）




　もはや英国紳士とは関係なくなっています。




哀王：ちょっと！　かりんさんの件では上う手まく誤ご魔ま化かしてたのに、何で自分のことになると、とたんに支し離り滅めつ裂れつになるんですか!?（笑）

ハルト：仕方ないだろ！　俺は、自分のことには不器用なんだよ！（笑）

ＧＭ：（他人ごとだとあんなに器用に立ち回れるのに……）

かりん：「そ、そんなことより、美耶子ちゃん、今日は体調はどうですか？」

ＧＭ：「ああ、この間は心配かけてごめんね。もう平気だから」と言って、美耶子はその場で飛とび跳はねてみせようとして、ちょっとふらっとします。

かりん：美耶子ちゃん！　無理したり我が慢まんしたりしちゃだめですよ？

ＧＭ：「……ご、ごめんね」

ハルト：そういえば、洋平が使っていた席って、どうなってるの？

ＧＭ：教室に、席自体はありますよ。ただ、空席として認にん識しきされているようで、今は男子たちが雑ざつ談だんしつつ、無む造ぞう作さに腰こし掛かけたり、足を乗せたりしてますが。

ハルト：おい！　何でその席使ってるんだよ！

ＧＭ：クラスメイトは、ハルトの剣けん幕まくに驚おどろきつつも、「え？　だってここ、空席なんだから、好きに使ったっていいだろ？」と聞いてきます。

ハルト：その席は、本当は、空いてなんかないんだ！

一同：………。




　水を打ったように、教室は静まり返った。




哀王：………まったく。イノセントを動揺させちゃいけないことぐらい分かってるはずですよね。

ハルト：………だけどさ。

哀王：（芝しば居いがかった声で）何言ってるんですかハルトくん、この席は使っている人のいない、空いた席ですよ。

ハルト：………空いてなんかい……る、んだよ。

ＧＭ：「だろ？　だったら、使ったっていいじゃん」

ハルト：そ、そうだな。いやぁ、なんかカン違いしちまったぜ。

かりん：………ハルトさん。

ＧＭ：「牧野がすごい剣幕だから、悪いことでもしちゃったかと思ったよ」と苦笑したあと、男子たちは再び雑談に戻ります。

ハルト：くそ、ダメだ！　全然上手く誤魔化せないよ！

哀王：黙だまっていればいいんです。誤魔化す必要もありませんよ？

ハルト：本当は洋平の席なんだって思うと、黙ってなんかいられるか！　まだ会ったばかりだけど、洋平は友達なんだぞ!?

哀王：……ハルトさんは、情に篤あついんですね。

ＧＭ：美耶子が、そっとハルトに声をかけます。「やっぱり、今日のハルトくんはちょっと変だよ。悩なやみ事ごととかあるなら、相談にのるよ？」

ハルト：「悩み事はあるけれど、お前には相談できない悩みなんだ」……って言えたら楽なんだけどなぁ～っ!!（ヤケクソ気味な笑み）

哀王：美耶子さんに、その台詞は言えませんからね（苦笑）。

ハルト：分かってる。だから、ここは「今になって、転入してきたことの疲つかれが出ちゃったかな。大丈夫、すぐ治るから、心配はいらないよ」とだけ言っておく。

ＧＭ：「そ、そう……？」

ハルト：美耶子は、いつもどおり、毎日を楽しんでＨＡＰＰＹに過すごしてくれれば、それでいいんだ。

アルタルフ：今度は、不自然なまでに気を使っているな、ハルト・ボーイ（笑）。

ＧＭ：「う～ん……なんかに腑ふに落ちないけど、いいや。でも、ハルトくん、本当に困ったことがあったら、遠慮なく頼たよってくれていいんだからね？」

ハルト：うん。でも、本当に大丈夫だから。

かりん：困ったことがあったら、ちゃんと美耶子ちゃんに相談しますから、ね？

ハルト：かりん！　美耶子に余よ計けいなことを吹ふき込こむな！　いいか、イノセントが世界の真実に近づくと、そのイノセント自身に悪あく影えい響きようを及およぼすんだぞ。ウィザードの資質があっても未み覚かく醒せいの美耶子が世界の真実に近づきそうな要よう素そは、一いつ切さい合がつ切さい排はい除じよしておくんだ！（笑）




　本当に他人のことになると上手く立ち回れるようになるハルトくん。




アルタルフ：前回覚醒したばかりだというのに、ハルトの動きが妙みように玄人くろうとじみているな（笑）。

ハルト：覚醒したばかりだからこそ、いろいろとウィザードとしての知識を教えてもらったんじゃないかな。きっと、その……アルタルフあたりに（笑）。

哀王：そうですね。彼が、適てき任にんでしょう。

ＧＭ：ではそういうことで（笑）。そして、洋平がいないことになっている教室で、授じゆ業ぎようが始まったところで、シーンを終了します。




　キーンコーン――……。




　授業の開始を告げる鐘かねが鳴なり響ひびき、教きよう師しが入室し、朝のホームルームが始まる。

　いつもどおりの朝だ。

　だが、それがいつもどおりでないことを、ハルトたちだけが知っていた。







オープニング02◆アンゼロットからの指し摘てき


―――アルタルフ






　蛇神との戦いを終えたあと、アルタルフはアンゼロットへの報ほう告こく書しよをメールで提てい出しゆつした。

　プラーナ減少の元げん凶きようを断たち、事件は終わるだろう、と。

　そんなアルタルフのもとへ、アンゼロットから折り返しの連れん絡らくが入った。

「アルタルフさん、報告書は拝はい見けんしました。ですが……」




ＧＭ：オープニングフェイズの二シーン目。シーンプレイヤーはアルタルフですが、哀王も登場してください。今回、ふたりでひとつのオープニングになります。

哀王：ふたりでひとつの導入……いわゆるバディ導入というわけですね。分かりました。

ＧＭ：場所は、アンゼロットが哀王とアルタルフのために手配してくれたアパート。アルタルフの0-Phoneレイフオンに、アンゼロットから連絡が入ります。

アルタルフ：アンゼロットから着信か……。今、テレビドラマ「渚なぎさの探たん偵ていは三度死ぬ」がいいとこなんだが……。

ハルト：おまえ……テレビドラマなんか観るのか？　蟹なのに（笑）。

かりん：すっかりくつろいでますね（笑）。

哀王：早々に電話に出た方がいいと思いますよ。

アルタルフ：しかたない。では、テレビのボリュームを絞しぼって、電話に出よう。




　ハサミを器用に操あやつって、アルタルフは卓たく上じようで震しん動どうする携けい帯たい電話をとった。

　実にシュールな光景である。




ＧＭ：「ごきげんいかがですか、アルタルフさん？」

アルタルフ：「あまりよろしくないな。プラーナ減少事件は、被害者が戻らないという、苦い結末を迎むかえてしまったからな」と言って前のシーンで起こったことを報告しよう。

ＧＭ：すると、アンゼロットが言います。「あら、アルタルフさんともあろうものが、勘かん違ちがいをなさっているようですね？」

アルタルフ：勘違い……？

ＧＭ：「加賀見塚市における、プラーナの異常減少は、いまだに収まっていません。まだ、事件は解決していないようです」

アルタルフ：……なるほど。どうやらオレは、トカゲの尻尾しつぽだけを切って、頭まで取ったつもりになっていたようだ。

哀王：ということは、洋平くんたち、消えてしまった町の人々が戻ってきていない以上、元凶はまだ健けん在ざいなのでしょうね。

ＧＭ：「引き続き、哀王さんと一いつ緒しよに、調ちよう査さにあたってくださいますね？」

アルタルフ：もちろんだ。

哀王：アルタルフ、ついでだから、アンゼロット様に訊いて欲しいことがあるのですが。

アルタルフ：何だ？

哀王：ハルト・牧野・フューリアスについて、何かご存ぞんじか、と。

ＧＭ：その問いに対してアンゼロットは、「あなた方の報告にあった、ウィザードとして目覚めたばかりの少年ですね？　こちらは特にこれといった情報は摑つかんでおりませんが……」と答えます。

哀王：では、彼についての調査をお願いできますか？

ＧＭ：「分かりました。部下を使って調べさせましょう」

ハルト：何で俺についての調査なんか依頼するんだ？

哀王：敵ではないとはいえ、我われ々われからみれば、ハルトくん十分に謎な存在ですから。しかも、一連の事件と、何やらゆかりがありそうですし。

ハルト：俺は味方だよ？

哀王：そういった意味で疑うたがっているのではありません。ハルトさんが知らない何かがあるかもしれない、と思ったまでです。

ハルト：……そうか。

ＧＭ：「では、何か摑みましたら、こちらから連絡を差しあげますね」

哀王：お願いします。













アルタルフ：アンゼロットが協力してくれるとはな。少々意外だ。

ＧＭ：「ハルトさんが優秀なウィザードであれば、私としても便利な駒こまが増やせ……いえ、なんでもありません」（一同笑）

一同：腹が黒い！

ハルト：俺を手駒に使うつもりかよ。

哀王：さすがです、アンゼロット様（笑）。

アルタルフ：まぁ、ハルトが、ウィザードとしてはつぼみの状じよう態たいであることはたしかだ。美しく咲さき誇ほこるかどうかは、これからにかかっているさ。

ＧＭ：「では、連絡はこの辺で。アルタルフさん、哀王さん、よろしくお願いしますね」アンゼロットからの電話は終わりました。

アルタルフ：哀王。どうやら事件はまだ終わっていなかったようだ。

哀王：そうですね。もう一度、事件を洗あらい直なおしてみますか。

アルタルフ：ああ。

ＧＭ：では、ふたりが再さい調ちよう査さに出かけるところで、シーンを終了します。







オープニング03◆鏡かがみ塚づかをさまよう影


―――帯たて刀わきかりん






　夜のとばりが降おりた加賀見塚市。

　静まり返った住じゆう宅たく街がいを、かりんはひとりで歩いていた。

　その理由は……。




ＧＭ：オープニングフェイズの三シーン目。シーンプレイヤーは、かりんです。

かりん：はーい。ところでＧＭ？

ＧＭ：はい、なんでしょう？

かりん：ハンドアウトによれば、私は夜の町をパトロールしているとのことですが？

ＧＭ：シナリオ進行的には夜の町に出ていてさえくれれば理由は他のものでもＯＫです。

ハルト：グレて夜の町をうろつくとか？

かりん：なんでそうなるんですか!?（笑）

ハルト：うむ。チャチャを入れたかっただけだ。すまん。

かりん：まったくもう、菊池さんは……。そうですね、パトロールをしていることにしましょう。とりあえず、鏡塚を中心として、見回りをします。

ＧＭ：では、かりんが鏡塚のそばまでやってくると、見み慣なれた人ひと影かげを発見します。

かりん：誰だろう？

ＧＭ：パジャマ姿の美耶子が、うつろな表情でフラフラと鏡塚に向かって歩いています。

かりん：ひぃいいい―――っ!!




　初夏とはいえ、夜はまだ寒さが残る。

　薄うすいパジャマを着ただけで、素す足あしで歩く美耶子の姿は、遠目に見ても異常だった。




かりん：「美耶子ちゃん!?」と叫んで、駆かけ寄よります。

ＧＭ：すると、美耶子はふらりと気を失って、その場に倒たおれ込こみます。

かりん：慌てて抱だき留とめて、呼びかけます。「どうしたんですか!?　大丈夫ですか!?」

ＧＭ：かりんの呼びかけに応おうじるかのように、美耶子はすっと目を覚まします。「あれ……？　かりん……ちゃん？」

かりん：美耶子ちゃんを安心させるように微笑ほほえみかけます。「はい、かりんですよ」

ＧＭ：美耶子は周囲を見回して、「え？　ここ、鏡塚？　あれ？　あたし、おうちで寝ねてたはずなのに……」とビックリしています。

かりん：ここまで来たことを、憶えてないんですか？

ＧＭ：「うん……」と言って、美耶子は体を震ふるわせます。夜の寒さからか、それとも、自覚なくここまで来てしまったことに怯おびえたからなのかは、分かりませんが。

かりん：私が着ていた上着を、美耶子ちゃんの肩かたにかけます。

ＧＭ：「か、かりんちゃんの体が冷えちゃうよ!?」

かりん：「私は……その、ランニングで通りがかったから、体温まってるんです。だから、大丈夫ですよ」とか適てき当とうな言いい訳わけをしておきます。

ＧＭ：かりんの言葉に、美耶子は納なつ得とくしたようです。「そっか。……じゃあ、ちょっとだけ、借りるね」

かりん：きっと裸足はだしだろうから、美耶子ちゃんを背せ負おいます。「おうちまで送りますよ」

ＧＭ：「え、そ、そんな！　ひとりで大丈夫だよ!?」

かりん：裸足で歩いて帰ったら、足を怪け我がしちゃいますよ？　あんまりおうちの人に心配かけるもんじゃありません。

ＧＭ：「…………」

かりん：じゃ、帰りましょう？

ＧＭ：「うん。……ありがとう、かりんちゃん」

かりん：「どういたしまして」美耶子ちゃんは、どうして、鏡塚なんかに……と思いながら、家まで送ります。ああ……嫌な予感がする。

ＧＭ：では、かりんが美耶子を家まで送ったところで、シーンを終了します。








ミドルフェイズ







ミドル01◆美み耶や子この頼たのみ


―――ハルト・牧まき野の・フューリアス






　つつがなく授じゆ業ぎようは終わり、放課後を迎むかえた。

　勉学から解かい放ほうされた生徒たちは、部活に赴おもむく者、足早に自じ宅たくへ向かう者、様々だ。

　放課後をどう過すごそうか考えていたハルトに、美耶子が声をかけてきた。

「ハルトくん、ちょっと話があるんだけど、いいかな？」




ＧＭ：ミドルフェイズに入ります。最初のシーン、シーンプレイヤーはハルトですが、全員登場になります。

ハルト：はい。

ＧＭ：舞ぶ台たいは、放課後の加か賀が見み塚づか高校。オープニングのシーンの翌日。授業が終わり、おのおの放課後を満まん喫きつしようとしているところに、美耶子が声をかけてきます。

アルタルフ：美耶子に見つかると面めん倒どうだから、オレは哀アイ王ウオンの鞄かばんにでも潜ひそんで話を聞いていよう。

哀王：カバンに磯いその匂いが付きそうですね（笑）。

ＧＭ：美耶子は、皆さんに「ちょっと頼みたいことがあるんだけど……」と言います。

ハルト：頼み事？　今度は何だ？

ＧＭ：「今度、加賀見塚で大きなお祭りがあるんだけどね……」




　美耶子は語った。

　一週間後に、「御み鏡かがみ祭り」という大だい規き模ぼな祭りが開かい催さいされるという。

　鏡塚を舞台に、近隣の市や町を巻き込み何十万人にも及ぶ参加者で賑にぎわう祭りだ。

　歴史あるこの祭りに、美耶子の籠かご野の家も代々運うん営えい委員として携たずさわっている。

　そして、頼みとは、ハルトたちにこの「御鏡祭り」の手伝いをしてほしいというものであった。期間は明後日から、祭りの準備が終わるまで。




ハルト：祭りの手伝いか……。

アルタルフ：イベントの手伝いを頼むことが多い娘だ。

哀王：地元の名士の娘ですからね。親からそういうことを頼まれやすいんですよ。

かりん：そのお祭りって歴史があるんですよね？　私わたしはそのお祭りについて詳くわしかったりします？

ＧＭ：もちろん、かりんは知っていますね。毎年初夏に行なわれていて、端たん午ごの節せつ句くと夏な越ごしの祓はらえを混まぜたような祭りになっています。鏡塚付近を大々的に飾かざりつけ、クライマックスには安全祈き願がんの舞を奉ほう納のうするのがならわしになっています。

かりん：こいのぼりとか茅ちの輪わを飾ったりするんですかね（笑）。

アルタルフ：茅の輪？

かりん：茅ちがやで作った輪っかです。お祭りで使うんですが、その輪を三度くぐることで穢けがれを払うんだとか。

一同：へぇ……。

哀王：さすが緑りよく谷やさんだ。古い慣習に詳くわしい。

ハルト：じゃあ、町にはたくさんのこいのぼりが泳いでいて、鏡塚の前にはでっかい茅の輪、か。なかなかカオスな風景だな（笑）。

ＧＭ：祭り目当ての観光客を見み込こんで、街角には屋台も大量に並ならぶことになりますから、三日間続く、祭りの本番の鏡塚周辺はかなり混こん雑ざつすることになります。

哀王：たしか、端午の節句は、古代中国の楚そで始まった祭りが元ですよね。たしか竜りゆう神じん信仰なんかとも関係したはずです。

かりん：なるほど。鏡塚に祀まつられていたのは蛇へび神がみでしたし、なにか関係があるんでしょうか？

哀王：それはこれから調べることになるでしょうね。

ＧＭ：祭りが近づいているので、クラスのみんなも若じやつ干かん浮うき足あしだっています。

ハルト：祭りはいいね。俺おれも好きだよ。

かりん：ハルトくんって、お祭り好きなんですね。

ハルト：そりゃあもう！　林りん檎ご飴あめだろ、杏あんず飴だろ……。

ＧＭ：なんで飴ばっかりなんですか（笑）。

アルタルフ：射しや的てきとか、くじ引きとか、いろいろあるじゃないか（笑）。

かりん：かき氷とか焼きそばとか焼きイカとか焼きトウモロコシとか焼き蟹とか……。

アルタルフ：ＮＯ！　こいつ、まだ俺を食う気か!?（笑）

ＧＭ：美耶子は「きっと、ハルトくんも気に入ってくれると思うよ！　で、どうかな？　前回みたいにバイト代ははずむつもりだけど……手伝ってくれない？」

ハルト：もちろん、いいよ。

かりん：美耶子ちゃん、おうちの都合で毎度毎度大変ですよね。私も当然手伝います。

哀王：どれほど協力できるかは分からないが、手伝いますよ。

ＧＭ：美耶子は「ありがとう！　本当に助かるよ！」と胸むねをなで下ろします。

ハルト：俺は、バイト代よりも、法はつ被ぴと鉢はち巻まきとかの現げん物ぶつ支し給きゆうの方がいいな。

かりん：神輿みこしを担かつぐ気満々ですね。

ハルト：もちろん！　ワターシ、ＭＩＫＯＳＨＩ大好きネ！




　それじゃ、怪しいエセ外国人です。




アルタルフ：おいおい。手伝うのはいいが、あんまり浮かれるなよ？　お前らの級友が消えたまま帰ってきていないんだからな。

かりん：そうでした……（しゅんとなる）。

哀王：まあまあ。先ほどの様子だと美耶子さんから目を外すわけにもいきません。お祭りの準備には積極的に協力してあげましょう。

アルタルフ：む。それもそうか。

哀王：それに、このお祭り自体が事件に関係する可能性があるわけですしね。

かりん：そっか……そうですよね。




　まあ、当然の予想ですね。ＧＭの計算通りです。




ＧＭ：みなさんのそんな葛かつ藤とうを知らない美耶子はハルトに向かって「ヒーローショーのときも、すごくがんばってくれたし……手伝ってもらえたら、心強いなって……」と笑いかけます。

ハルト：よっしゃ任まかせろ！

ＧＭ：「今回お手伝いして欲しいのは、鏡塚に設せつ置ちする舞台の設せつ営えいだよ。櫓やぐらを組み立てたり、バックヤードにお客さんが入らないようにラインを引いたり……」

ハルト：地味だな。

ＧＭ：「でも、大切な作業なんだよ～」（笑）

ハルト：分かった分かった。ちゃんと手伝うってば。ただ、バイト代は現金より屋台用で使えるチケットとかの方がいいな（一同笑）。

かりん：ハルトさん、屋台が楽しみなだけなんじゃないですか？（笑）

ハルト：そ、そんなことないよ？（笑）

ＧＭ：「じゃあ、屋台で使える関係者用のチケット、用意してもらっておくね」

ハルト：ありがとう！

ＧＭ：「かりんちゃんには、特別にクレープ屋さんのトッピング無む料りよう券けんも用意しておくから」（笑）

かりん：やった！　すごくがんばりますよ！

ハルト：なんだか知らんが、かりんが異い様ように目を輝かがやかせてるんだが（笑）。

ＧＭ：緑りよく谷やさんが喜ぶと思いまして。

ハルト：かりんじゃなくて、プレイヤーの方を釣つったのか（笑）。

かりん：はっ……思い切り釣られてしまいました（笑）。

ＧＭ：「詳しいことは追って説明するから、よろしくね！」と美耶子が言って帰って行きます。

ハルト：お祭りか……楽しみだな！

かりん：うん。……って、でもいいのかな！　洋よう平へいくんのこともありますし。

哀王：さっきも言いましたが、この祭りと一連の事件が関係する可能性は高いと思います。ですから祭りの準備に協力しつつ美耶子さんを守ったり、伝説について調査をしてください。

アルタルフ：それ以外の調査はオレと哀王が担当するぜ。

哀王：というわけで、ＧＭ。色々と情じよう報ほう収しゆう集しゆうがしたいのですが。

ＧＭ：分かりました。このシーンを終しゆう了りようし、情報収集シーンを挟はさみましょう。







ミドル02◆屋上での会話


―――曹ツアオ哀王






　放課後。美耶子は早々に帰宅しウィザードたちが残された。

　彼らは互たがいの情報を交こう換かんするため、とある場所へと移動した。




ＧＭ：ミドルフェイズの二シーン目です。シーンプレイヤーは哀王ですが、全員登場になります。

一同：はーい。

ＧＭ：ここでは、先ほど哀王に提てい案あんしてもらったとおり、情報収集をしていただこうと思います。

ハルト：じゃあ、まず全員で話をしても大だい丈じよう夫ぶな場所に集まるのがいいか。

アルタルフ：ふむ。他の生徒が来なさそうな場所か……。

ハルト：あ、できれば海が見えるところがいいな。春の海がひねもすのが見たい（笑）。

哀王：ひねもすというのは「一いち日にち中じゆう」とか「終しゆう日じつ」とかいう意味で、海が「ひねもして」いるわけではないですよ？

ハルト：……細こまけぇことはいいんだよ！

一同：開き直った！（笑）

ＧＭ：ともかく、海の見えそうなとことに移動するんですね？　……じゃあ学校の屋上はどうでしょう？

アルタルフ：なるほど、屋上か。

ハルト：見み晴はらし良さそう！　よし屋上にしよう!!

ＧＭ：了解です。ただし、屋上のドアにはカギがかかっています。屋上に行くには職員室に行って鍵を借りるか、【器用】８で判定してください。

ハルト：「秘密の相談があるから」と言って鍵を借りるのも間ま抜ぬけなので（笑）、俺が判定しよう。

アルタルフ：ファンブルさえしなければ成功だな。

ハルト：（ダイスを振る）４！　……これでも楽々成功。

かりん：一瞬どきっとしました（笑）。

哀王：意外な才能があるんですね、ハルトくん。

ハルト：こう見えても俺、器用だからさ。鍵開けハルちゃんと呼んでくれ（笑）。

かりん：本当に呼んだら怒るくせに（笑）。

ハルト：とにかく、ドアをあけるぞ。「ガチャ」。

ＧＭ：ハルトがドアノブを捻ひねってトビラを開くと……そこには初夏もほど近い春の明るい空が広がっています。

ハルト：おお！　いい天気!!

ＧＭ：みなさんが屋上に出ると、校庭を挟はさんだ向こう側に広々とした海が見えます。

かりん：うわぁ！　海だぁ!!

ＧＭ：波の音は風の音にさえぎられて聞こえませんが、潮しおを含んだ空気や暖おだかな日差しにより、全身で海の近くであることを満まん喫きつできます。

ハルト：描写が具体的だな。

ＧＭ：私の母校での実体験を元にしております（笑）。

アルタルフ：ふっ。オレを育はぐくんだ母なる海をしみじみと眺ながめるぜ。

哀王：僕は僕で海の向こうにある故こ国こくに思いを馳はせます。

かりん：そういえば、哀王くんは大陸の人でしたね。

哀王：ええ。最初にこの島に来たときにはまだ国も統一されておらず、大きな古こ墳ふんなどを造っていました。

ハルト：俺はホラ話だと思って「ははは」と笑う。

かりん：でも、仙人だけに本当の話なんですよね……。

哀王：まあ、その辺へんの細かいことはヒミツってことで（笑）。まあこれまでの人生の中でもこの町は気に入ってます。……ハンドアウトでもそうなってたし（笑）。

ＧＭ：とまあ屋上はそんな感じです。




＊　＊　＊




ＧＭ：それではみなさん、相談をどうぞ。

アルタルフ：では、アンゼロットとしたやりとりを話して、「加賀見塚市で起きているプラーナの異い常じよう減げん少しようは、まだ続いているらしい。その意味でも、事件はまだ終わっちゃいないみたいだ」と言おう。

哀王：加えて、洋平くんたち前回の犠牲者も戻もどってきていませんしね。

かりん：でも、文ぶん献けんでは、「旅人がミカガミ様を倒たおし、ミカガミ様に食われていた人々を救った」ってなってましたよね？　戻ってきたってことじゃないのかな。あの文献が間ま違ちがっていたのでしょうか？

ハルト：いや。ミカガミ様はあくまで嚙かませ犬であって、本当の元げん凶きようはまだどこかに潜んでるってことじゃないか？

哀王：おそらくはそうでしょう。ですから、鏡塚についての再さい調ちよう査さが必要です。

ハルト：なるほど。

かりん：あ、そういえば「さっきはタイミングを逃のがして言えなかったことがあるんですけど」と昨夜の件をみんなに話します。

ハルト：そういやちゃんと聞いてなかったか。「何のことだ？」と訊きこう。

かりん：夕べ、美耶子ちゃんが鏡塚に来ていたんですよ。しかも、夢む遊ゆう病びようみたいなはっきりとしない意い識しきのままで。

ハルト：何だと!?　なぜその場にいたのが、俺でないのだ!?　ＰＣ①だというのに！（一同笑）




　ツッコむところはそこですか。




かりん：……美耶子ちゃんは、まるで鏡塚に呼よばれてやってきたかのようでした。

ハルト：ほう、鏡塚に呼ばれた、だと？

かりん：ええ。事件がまだ終わっていないというのなら、何らかの関係があるんじゃないかと思います。

ハルト：じゃあ、情報を洗あらい直してみるか。美耶子に結びつく何かがあるはずだ！

ＧＭ：現げん在ざい、調べられる項こう目もくは以下のふたつです。




・御鏡祭りについて　　　　　　　　　　　【幸運】14

・ミカガミ様の伝説について（再調査）　　【幸運】14




ハルト：（調査項目を聞いて）あ、やっぱり御鏡祭りと事件は関係あるんだ。

アルタルフ：「祭りなどの大きなイベントの影かげで、侵魔が陰いん謀ぼうを巡めぐらす」、ウィザードとしては当然そう結びつけるものなのさ、ボーイ。

ハルト：なるほど。ベテランっぽい台詞せりふでカッコいいぞ。―――蟹カニは見かけによらないってことか。

アルタルフ：こう見えてプロフェッショナルなウィザードなんでな。昔から、世界中で数々の……。

ハルト：ひっくり返す。

アルタルフ：うおお、やめろ！　自力で立て直せないんだから！（笑）

ハルト：お前が武ぶ勇ゆう伝でん語り出すと長いんだよ！（笑）

ＧＭ：では、アルタルフが武勇伝を語り出す前に、情報収集判はん定ていの説明をします。……基き本ほん的てきに、一シーンにつき、ひとり一回、情報収集のジャッジが行なえます。なお、情報を調査することにより、新たな情報項目が出てくる場合があります。

かりん：はい。

哀王：ふむ。情報収集で使用する能のう力りよく値ちは、【幸運】固定なんですね。

ＧＭ：皆さん、きっと情報ソースを購こう入にゆうしてるだろうと思いまして、あえて【幸運】だけにしてみました（笑）。

ハルト：【幸運】は７あるから、俺はけっこう得意な能力だぞ。

かりん：私は「情報ソース：荒あら事ごと」を使えば、12＋２Ｄで調査できます。

アルタルフ：情報収集が得意な人は、新たな項目がオープンしたときに対たい処しよしてくれると嬉うれしい。オレは苦手だから、難なん易い度どが低い項目を担たん当とうしたい。

かりん：かまいませんよ。

アルタルフ：では、「ミカガミ様の伝説について」調べよう。

ＧＭ：分かりました。

アルタルフ：「情報ソース：交こう渉しよう」を使って…………むう。

一同：…………。

ＧＭ：どうしました？

アルタルフ：オレ、どうやって情じよう報ほう屋やと交渉してるんだろう…………蟹なのに。

ハルト：今いま更さら、そんなことを悩なやむなよ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：そうですねぇ（笑）。………0-Phoneレイフオンとかを使って、お互たがい姿すがたが見えない状態で、交渉すればいいんじゃないですかね？

アルタルフ：それだ！「情報ソース：交渉」と、コネクションの＊城しろ崎さき賢けん治じを使用して、ジャッジをしたいんだが、いいかね？

ＧＭ：城崎賢治は、侵魔関連の事件も担当する検けん察さつ官かんですね。いいですよ。

アルタルフ：「すまないが、ちょっと調べて欲しいことがあるんだ」と電話をかけ、ミカガミ様の伝説について調べてもらおう。（ダイスを振ふる）出目は５。達成値は16。

ＧＭ：城崎賢治は「分かった。手元にある資し料りようから関係がありそうなものをそっちに送ろう」と言ってくれます。しばらくするとメールで資料が送られてきました。

アルタルフ：では、0-Phoneでメールを開かい封ふうして、内ない容ようを確かく認にんする。

ＧＭ：では、以下のことが判はん明めいします。



＊城崎賢治　初老の検察官。ウィザードの力を正義の実現に役立てられないかと考えている。







・ミカガミ様の伝説とは、加賀見塚で暴あばれていた蛇神―――ミカガミ様を、旅人が封印して平和を取とり戻もどしたという話である。

　ただし、現在一いつ般ぱん的てきに語られる伝説は、原典とは違ちがうものであるらしい。






アルタルフ：ほほう。原典となる史料があるんだな。

ＧＭ：はい。





・ミカガミ様は現在では蛇神となっているが、原典では龍りゆう神じんであり、蛇はその従じゆう者しやであるとされている。

・原典での大まかな物語は次のとおり。

　邪よこしまな龍神が村に生いけ贄にえを要求し、多くの犠ぎ牲せい者しやが生まれた。

　だが、ある年、村にふたりの旅人が訪おとずれ、生贄になる予定だった村長の娘むすめの協力を取り付け、これを討うった。

・ひとりは剣の使い手で帯たて刀わき家の祖となる人物のようだ。もうひとりの旅人の詳細は不明。より詳しい情報を得るには、さらなる調査が必要である。






ハルト：なるほど……前回倒したヤツは小者で、龍神の〝真・ミカガミ様〟みたいなヤツがいるのか。

かりん：なんか……スサノオのヤマタノオロチ退治みたいな話ですね。

哀王：そうですね。〝ペルセウス・アンドロメダ型神話〟という世界に広く分ぶん布ぷするパターンのお話のようです。

かりん：へぇ。そういう分類があるんですね。

哀王：はい。「龍が生いけ贄にえを求めて」「英雄が龍を退治して」「英雄が財宝を得る」というタイプの神話をまとめてそう呼ぶそうです。

アルタルフ：なるほど。スサノオの場合、お宝は天アメノ叢ムラ雲クモノ剣ツルギなわけだな。

哀王：ちなみに……中国には〝屠と竜りゆうの技〟というエピソードがあります。ある人物が必死に努力してついにドラゴンを屠ほふれる技を手に入れた、というお話で……。

ハルト：へえ。格好いい話だ。

哀王：「でも、その男の生きていた時代にはドラゴンがいなくて役に立たなかった」というオチなんですけどね。

一同：ダメじゃん！（笑）

アルタルフ：……いや、そんなに悪い話でもないぞ。

ハルト：と、いうと？

アルタルフ：たまたま龍がいなくて役に立たなかったわけだが、危機に際して備そなえることは重要なことだ。

哀王：「まあ、龍が実在しないと思っているイノセントとウィザードでは評価が変わっちゃうのは仕方ないでしょうけどね」と肩をすくめながら言います。

かりん：……そっか。

ハルト：ん？　どうした腹ペコ。

かりん：もしかして、私の一族が伝えてきた技や知識は今まで役に立たなくって……私もなんのために厳しい修行をするのか悩んだこともあったんですが……。

ハルト：悩んでたんだ（笑）。

かりん：そりゃ、悩みくらいしますよ！　……でも、その技が役に立たなかった時代って、逆にとても貴き重ちようだったんだなと思いまして。

アルタルフ：よく気づいたな、嬢ちゃん。お前のご先祖の残してきたことは、ちゃーんと意味があったのさ。

哀王：〝無用の用〟というやつですね。

かりん：ありがとうございます。今ちょっと嬉しいです。

ＧＭ：話を戻しますね？「もうひとりの旅人について」という新しい情報項目が出ます。




・もうひとりの旅人について　　　【幸運】18




ハルト：難易度が18だと、そこそこ難むずかしいか。

かりん：私は、「情報ソース：荒事」を使えば、２Ｄで６以上で成功しますよ？

ハルト：じゃあ、「もうひとりの旅人について」はかりんに任せて、失敗したらフォローは俺で。いざとなったら、所持金の22万ヴァルコで、達成値をゴリゴリ伸のばすぜ。

哀王：では、「御鏡祭りについて」は僕ぼくが調査しましょう。「情報ソース：知ち識しき」を使って、ジャッジに使う能力値を【理知】に変えます。（ダイスを振る）出目は８。達成値は18なので、成功ですね。

ＧＭ：では、以下のことが判明します。





・御鏡祭りは、ミカガミ様を鎮しずめるための儀ぎ式しきが原型らしい。

・その名残なごりとして、祭りのクライマックスでは、町から選ばれた女じよ性せいが、鏡塚の前で舞を奉納するイベントがある。

・なお、今年は美耶子がその役やく割わりを担になうことになっている。






かりん：この儀式と、美耶子ちゃんが鏡塚へと呼び寄せられたのは、なにか関係があるんですかね？

ハルト：「もうひとりの旅人について」を調べれば、何か分かるかもしれないよ。

かりん：じゃあ、調査します。「情報ソース：荒事」を使って、【筋きん力りよく】でジャッジします。（ダイスを振る）出目は10。達成値が22なので成功です。

ＧＭ：では、かりんはお祖じ父いさんから教えてもらったことがあることにしましょう。

かりん：じゃあ、お祖父ちゃんに稽古をつけてもらっていたときにスパーン！　と竹刀しないで一本取って「ごめんなさいお祖父ちゃん。でもどうしても知りたいんです」と、そんなやりとりがありました（笑）。

ＧＭ：では、そういう感じで。内容は、だいたい以下のとおりです。





・「もうひとりの旅人」は帯刀家の祖となる旅人の剣士と一いつ緒しよにミカガミ様を退治したとされる人物だが、詳しい記述がほとんど残っていない。現在の変化した伝説からその存そん在ざいが失われたのも、記録の少なさに原げん因いんがあると思われる。

・ミカガミ様の伝説に関する史料を調べると、いくつかが籠野家から提てい供きようされたものだということが分かる。

・籠野の屋や敷しきを調べられれば、新たな史料を見つけることができるかもしれない。






アルタルフ：なるほど。もう一度籠野家に忍しのび込こむ必要がありそうだな。

ハルト：今回は祭りの手伝いをするっていう建たて前まえがあるから、合法的に籠野家に入れると思うよ。

哀王：では、籠野家で調査をしましょう。

ＧＭ：では、この辺でシーンを終了します。







ミドル03◆祭りの準備


―――帯刀かりん






　約束の日。学校が終わると、かりんたちはすぐに鏡塚へと向かった。

　加賀見塚の家々では、各所で祭りの飾り付けが始まっている。町全体が祭りに沸き立っているようだ。

　かりんたちが到とう着ちやくすると、すでに多くの人々が御鏡祭りの準備に着手していた。




ＧＭ：ミドルフェイズの三シーン目。シーンプレイヤーは、かりんです。御鏡祭りの準備を手伝うシーンになるので、ハルトと哀王も登場してください。

かりん：はーい。

ＧＭ：なお、アルタルフは、登場してもしなくてもかまいません。

アルタルフ：ぶん投げられた（笑）。

ＧＭ：海辺の町なので蟹がいても目立たないというのが登場しても問題ない理由です。

アルタルフ：なるほどな。まぁ、オレはまた様子見するよ。

ＧＭ：さて。場所は鏡塚の前。ここはお祭りのクライマックスの舞台となるので、どんどん設営が進んでいます。

ハルト：櫓とかをつくるんだっけ。

かりん：美耶子ちゃんがこの舞台で奉納する舞が、お祭りの山場なんですね。

ＧＭ：そうです。御鏡祭りが最さい高こう潮ちようとなるのは、舞の奉納の場面なんです。そのため、舞台作りも急いで行なわれているというわけです。




　鏡塚を舞の舞台とすべく、櫓が組まれていく。

　のぼりや、飾り布ぬの、舞で使われる衣い装しようや、和楽器なども続々と持もち込こまれ、祭りの準備が着々と進む。




アルタルフ：―――状じよう況きようを把は握あくした。

ＧＭ：もちろん、少し離はなれた場所では屋台の設営なども進んでいますが、こちらは皆さんの管かん轄かつ外なので、省はぶきます。

ハルト：俺は舞台を下から見上げて、「すげー！　スモークの発生装そう置ちとかねぇの？」とか言っている（笑）。

かりん：神楽かぐら舞を奉納するような場所に、そんな装置は必要ないですよ！（笑）

哀王：かがり火は焚たくかもしれませんけどね。

ハルト：とりあえず、鏡塚の鏡をのぞき込んでおくか。また何か映うつってるかもしれない。

ＧＭ：普ふ通つうに、設営の様子を映しているだけですね。異常は見受けられません。

かりん：私は「前は、風景じゃなくて、人ひと影かげを映し出していたんですよね……」と思いながら、鉄てつ骨こつを運んでテントを組み立てたりしてます。

ハルト：ヘイ、親方！　仕事の手伝いするヨ！（笑）

哀王：僕もお手伝いしますよ。

ＧＭ：皆さんが現げん場ばの指し示じに従したがって手伝いをしていると、ふいに声がかかります。「お、キミはネンジュマンを手伝ってくれた……」

ハルト：もしかして、ヒーローショーのときのスタッフ？

ＧＭ：そうです。祭りとか、ご当地ヒーローとか、観光の目玉になりそうなものを担当している、市の観光課の人です。

かりん：ああ、大規模なお祭りだと、市の職しよく員いんさんが仕切ったりしてくれますよね。

ＧＭ：はい。「あのときの少年じゃないか。この祭りも手伝ってくれてるのか？」

ハルト：ええ。俺、お祭りごと大好きなんで。

ＧＭ：「そうか！　いやぁ、前回のイベントが大好評でね。特に、ネンジュマリンブルーは動きのキレが一いち段だんと良かったって！」

ハルト：お……おお（ちょっと嬉しそう）。

ＧＭ：「もしよかったら、これからもヒーローショーを手伝ってくれないかな？」

ハルト：はっはっは、いくらでもお手伝いしましょう！（一同笑）

哀王：ハルトくん、のせられやすいんですねぇ（笑）。

ＧＭ：「本当かい？　いやぁ、助かるよ！」と、ハルトは市の職員との話に花が咲さきました。さて、そうこうしていると、美耶子が「お疲つかれ様さま！　差し入れ持ってきたよ～！」と冷たいスポーツドリンクと軽食を運んできます。

かりん：お疲れ様です～。

ＧＭ：美耶子は「きっとみんな汗あせかいてるだろうと思って、冷たい物を持ってきたよ。これ飲んで、少し休んでね」とドリンクを渡わたしてきます。

かりん：美耶子ちゃん、あれから体調の方はどうですか？

ＧＭ：「全然問題ないよ。いつもと変わらない。あの夜は、どうしてあんなことしちゃったんだろ……自分でもよく分からないや」と肩かたをすくめます。

ハルト：そういえば、深夜にひとりでフラフラ街中を歩いてたって？

ＧＭ：「やだ、ハルトくん。誰だれから聞いたの!?」と困ったような恥はずかしがるような表情をします。

ハルト：それには答えずに、「夢遊病かもしれないし、病院には一度行っておいた方がいいよ？」と提案しておく。

ＧＭ：「なじみのお医者さんになら診みてもらったけど……特に問題はないって」

ハルト：イノセントの医者なのだとしたら、そう診しん断だんするだろうなぁ。

ＧＭ：もちろんその医者はイノセントですよ（笑）。

ハルト：そうか……残念だ。

アルタルフ：せっかく美耶子がいるんだ。屋敷に入れてもらえるよう交渉しないか？

ハルト：おっと、そうだな。「なぁ、美耶子」

ＧＭ：「どうしたの？」

ハルト：御鏡祭りの手伝いをしてたら、この祭りの由来とか、知りたくなってさ。お前の家に、そういう史料とかってないか？

ＧＭ：「たぶん、あたしのうちの……」

ハルト：―――なるほど、蔵くらに書物が保ほ管かんされてるんだな（一同笑）。




　ＧＭの台詞せりふを取らないでください（笑）。




ＧＭ：「離れに書庫があるから、そこになら、この町に関する蔵ぞう書しよがあると思うけど」

ハルト：もし良かったら、見せてくれないかな？

ＧＭ：美耶子は「そんなに加賀見塚に興きよう味みを持ってくれたんだ？」と嬉しそうに笑います。美耶子は先せん祖ぞ代々この地で暮くらしているので、地元に愛着があるようです。

ハルト：も、もちろんだよ……（視し線せんを逸そらす）。

アルタルフ：下心を隠かくして交渉を持ちかけたところ、美耶子から純じゆん粋すいな反はん応のうが返ってきちゃったもんだから、ハルトがいたたまれなくなってるぞ（笑）。

ハルト：だって、美耶子を騙だましてるみたいなんだもん！（笑）

アルタルフ：「みたい」じゃなく、騙していると思うぞ。

ＧＭ：私だって、菊きく池ちさんにシナリオの進行を読まれているみたいなので、いたたまれない気持ちになってますよ……？（一同笑）

ハルト：旧きゆう家かのお屋敷で情報収集っていったら、離れとか蔵とかに何かあるって思うのが普通だろう？（笑）

かりん：実じつ際さい、蔵書とかは蔵にしまっちゃうものですよ。




　リアルに蔵のあるお家のお嬢さんが言うと説得力がありますね。




ＧＭ：さて、美耶子は「祭りの準備が一段落すれば大丈夫だよ」と言います。

ハルト：うう、やはり仕事優先か。まあ、がんばるさ（笑）。

かりん：「ねぇねぇ、美耶子ちゃん、軽食もらってもいい？　ついでにご飯も」といって軽食に加えて、おひつとしゃもじも取り出します。

ＧＭ：「え？　う、うん」

ハルト：……かりん。

かりん：はい。

ハルト：お前、何をしてるんだ？

かりん：ご飯食べようとしてます。

ハルト：…………。

かりん：肉体労働のあとのご飯は、格かく別べつに美お味いしいですよね！

ハルト：作業が終わったら、まかない飯が食えるんだぞ……？

かりん：わぁい、ご飯！

一同：…………。

ＧＭ：反応が、かりんというより、ただの緑谷さんですね。

かりん：えっ!?　ソ、ソンナコトナイデスヨ!?（笑）

哀王：……もう、どっからツッコミをいれればいいのか分からない（笑）。

ＧＭ：皆さんが適てき度どに休んだところで、「そろそろ休憩終わりにして～」と声がかかり、再ふたたび作業に向かうことになります。美耶子の家に行く約束を取り付けたところで、シーンを終了にしましょう。







ミドル04◆過去の記き憶おく


―――ハルト・牧野・フューリアス






　ここのところ続いた祭りの設営が終わり、みんなと夕食を楽しんだハルト。

　彼かれは満まん腹ぷく感を抱いだきつつ、涼すずしい夜道を歩き、寮りようの自室へと戻ってきた。

　明日は祭りが始まる。通りには華やかな飾りが並び、祭りの準備も万端整ったという風情であった。

　しっかり働き、疲つかれたせいか、すんなりと眠ねむりに落ちたハルトは、不思議な夢を見ていた……。




ＧＭ：ミドルフェイズの四シーン目。シーンプレイヤーはハルトで、他の人は登場不ふ可かです。

ハルト：はいよ。どんと来い！

ＧＭ：連日の祭りの手伝いを終えたその日の晩のことです。ハルトは夢の中で、世界の記録……レコードにアクセスし、それを読よみ解とくことになります。

ハルト：おお、時の経たつのは早いものだ。もう祭りの準備が終わってしまった。

ＧＭ：はい。まあ、その間は重要なイベントもおきないもので。ともあれ、加賀見塚は町全体が祭り一色です。遠くから泊まりがけで来る客もおり、今日の段階で町の人口が倍に増えたような印象です。

ハルト：うおっ、本当に大規模な祭りなんだな。

ＧＭ：そうですね。しかし、そんな祭りの喧騒をよそに疲れ切ったハルトは、眠りに落ちるのです。そして、不思議な夢を見ることに……。

ハルト：分かった。夢が始まるんだな。じゃあ、映えい像ぞうはセピア色になってて、傷きずがついたフィルムを再さい生せいしたときみたいに、ところどころにノイズが入るんだよな。

ＧＭ：それはいい演えん出しゆつですね。では、ハルトの目にはそのように映っていることにしましょう。なお、場所は過去の加賀見塚市です。

かりん：過去の……ということは、現在の地方都市ではなく、まだ村だった頃ころですね。

ＧＭ：そうですね。ただし村といっても明治時代や江戸時代なんかよりもはるかに昔。埴はに輪わなんかで見られる古こ墳ふん時代くらいの加賀見塚市にあたる場所です。

一同：なんと！

哀王：あ、一気に伝奇ものというか歴史ロマン風の感じがしてきた（笑）。

ハルト：「昔々」と言われてはいたが、まさかそこまで古いとは！

かりん：私の家ってそんなころから続いているんでしょうか？　どきどき。

ＧＭ：そして、先ほどのシーンで、舞台設営をしていた場所……鏡塚の前に、ハルトの面おも影かげを持つ若者と、ひとりの女性が向き合っています。




　それは、今と変わらぬ姿を持つ、ありし日の鏡塚。

　逞たくましい青年ときゃしゃな女性が向かいあっていた。

　人ひと気けのない聖せい域いきに、さやさやと風がそよぎ、女性の水色の髪かみを揺ゆらす。




ＧＭ：プレイヤーに分かりやすく説明してしまうと、これはハルトの前世にあたる記憶なんです。

ハルト：前世か！　で、これはミカガミ退治の伝承のシーンってことでいいのか？

ＧＭ：そう思ってください。さて、ハルトの眼前の女性はかなり美耶子に似にていて、今の美耶子があと五年ほど歳としを重ねた感じですね。あなたはもちろん、目の前の女性も古めかしい衣装を身に纏まとっています。

ハルト：古墳時代だもんな。そりゃ古めかしいよ。

ＧＭ：竜、蛇などを退治するエピソードといえば、そのあたりの時代の方がしっくりくる感じでしたので。

哀王：確かに。スサノオのヤマタノオロチ退治の伝承がそうですし。

かりん：それで、この女性が生贄だったりしますか？

ＧＭ：そのとおり。ただし、すでにミカガミ様は封印され、生贄に捧ささげられる「はずだった」女性ですけどね。なお、名前はカゴメというようです。

ハルト：おお、なるほどな。じゃあ、俺は「本当によかった」と言おう。

ＧＭ：「あなた様のおかげで、私は生贄にされずに済すみ、この村もあの魔ま物ものに脅おびやかされることはなくなりました。本当に、いくらお礼を言っても言い足りません」ということを古代の言葉で話しかけてきます。そしてなぜだかハルトはその言葉が理解できます。

ハルト：礼には及ばん。ただ……ＨＥＹ！　珈琲コーヒーが飲みたいネ！（一同爆笑）

かりん：ちょっ、ちょっと待ってください！　何でいきなり珈琲の話がでてくるんですか!?　大昔の話だって言ったでしょう!?（笑）

ハルト：ジョークだよジョーク！　小こ粋いきなブリティッシュジョーク！（笑）

哀王：いいシーンが一いつ瞬しゆんで台無しになりましたね（笑）。

アルタルフ：菊池さん……シリアスに耐えられなかったんだな（笑）。

ＧＭ：ちなみに伝承では、このあと男性は旅に出てしまうので、女性は「もう行ってしまわれるのですね」と寂さびしそうにつぶやきます。













ハルト：うむ。だが、あの封印も一時的なもの。いずれ破やぶられる日が来るかもしれん。そのことを、子孫に代々伝えていくがいい。

ＧＭ：すごい。こちらが言って欲しかった台詞、ほぼそのままですよ。

ハルト：マジで!?（笑）

かりん：さすがは菊池さんです（笑）。

ＧＭ：女性は「分かりました」と頷うなずいたあと、少し悲しそうな顔になります。「私はこの村の長の娘。命ある限かぎり、この村を守っていかなければなりませんから……あなた様とともには行けぬ身……」

ハルト：私は故ゆえあって、旅立たねばならぬ。だが、あなたのことは忘わすれぬだろう。

ＧＭ：「…………」

ハルト：たとえ今こん生じようで二度と巡めぐり会あえぬとしても……この地に再び災わざわいが訪れるときには、私の血に連つらなる者が、あなたたちを助けに現あらわれるだろう。

アルタルフ：おお、かっこいいじゃないか。

ハルト：俺の前世だし、たぶん、俺にとっての先祖だろうから、かっこいいヤツの方がいいじゃん（笑）。

ＧＭ：ところで、後からやってきた、ハルトの前世の相あい棒ぼうであるところの剣士―――鋼はがねの直剣を持った男性―――が、「旅なんか途と中ちゆうで切り上げて、こいつと所帯を持てばいいんだよ」と軽く言います。なお、彼はこの加賀見塚の周辺に残るつもりのようです。

かりん：その剣を持った人って、きっと私のご先祖様ですよね!?

ハルト：そいつに向かって俺はこう答える。（渋しぶい声で）「私は贖しよく罪ざいのために、侵魔……いや妖あやかしを一〇八匹ぴき封印せねばならぬ。ここで旅を終えるわけにはいかぬのだ」

かりん：なんで一〇八匹？

ハルト：思いついたから言ってみただけ。深い意味はない（笑）。

ＧＭ：贖罪のために侵魔封印の旅に出ていたわけですか。なるほど。

ハルト：きっと、その男の寿じゆ命みようはもう残りわずかなんだよ。そして、命が尽つきるまでの間に、あと八八匹倒さなくちゃならない。だから、ここにとどまるわけにはいかないんだ……という感じでどうだろう？

かりん：熱い設定ですね！

ハルト：でも、詳しいことは知らせず、「やらねばならぬことがあるのだ。お前もそれは分かっているだろう？」とだけ言う。

ＧＭ：相棒の剣士は、表ひよう情じようを見て察したのか、「……一度決めたことは、曲げぬか。ならば、引ひき留とめるわけにはいかないな」と苦く笑しようします。

ハルト：すべての妖を退治したあと、私に時間が残されていたのならば……再びこの村に帰り、お前たちと相あいまみえようぞ。

ＧＭ：「分かりました。どうかご武ぶ運うんを。このカゴメ、いつまでも、いつまでもあなた様のお帰りをお待ちしています」そう言うと、彼女は金属製の鏡をあなたに渡します。それは、ハルトさんのお祖父さんが戦艦から持ち帰ったご神体と同じ形をしています。

一同：おお！　つながった!!

ハルト：そういえば前回ご神体が何かすら決めてなかったっけ（笑）。了解ありがたく受け取るよ。

かりん：ハルトさんとこの町はそういうご縁があったんですね。

ハルト：それから、相方にこう言おう。「この娘さんを、村を、お前に託たくす。もしも私が戻らなかったときは……頼んだぞ」

ＧＭ：「ああ、任せておけ。ただ、俺はあいつと釣つり合あいが取れるような男じゃねぇさ」と、相棒の剣士は肩をすくめます。

ハルト：それはお前が決めることじゃあないさ（笑）。

ＧＭ：「確たしかにな！」と、彼はからからと笑います（笑）。

ハルト：そろそろ私は行こう。「達たつ者しやで暮らせよ」とだけ言い残して。

ＧＭ：では、カゴメはそんなあなたの後うしろ姿すがたをいつまでも見守っていた―――。というところで、回想を終わりましょう。




＊　＊　＊




ＧＭ：そう言って、男が村から旅立ったところで、ハルトは目を覚まします。

ハルト：ベッドから体を起こして、町の風景を眺ながめる。「夢の中で見た風景と、どこか似ている気がするな」

ＧＭ：あの頃の建物はもう残っていませんが、自然はその名残を残していますね。

ハルト：……娘さんの名前をつぶやこうとして、はっと気づく。「今何時だ!?」

ＧＭ：時計は、午前八時を示しめしています。支し度たくをして登校しないといけない時間ですね。

ハルト：朝か……。ＨＥＹ！　珈琲が飲みたいネ！（一同爆笑）

かりん：ちょっと！　しんみりした空気が台無しですよ!?（笑）

ハルト：悪かったよ。じゃ、静かに珈琲豆を挽ひこう（笑）。

かりん：豆を挽くところから始めるんですね。案外本ほん格かく的てき。

ハルト：ＧＭ。俺が次の台詞を言ったところで、シーンを閉とじてくれ。

ＧＭ：え、いいですよ。

ハルト：そんなことをやってる俺は、何となく部屋に置いていた鏡を見るんだ……。




「……あれ？　何で俺、涙なみだ出てるんだ？」




　そうつぶやいた少年の相そう貌ぼうには、微かすかに濡ぬれた跡あとがあった―――。







ミドル05◆籠野家の書庫にて


―――曹哀王






　御鏡祭りの当日。

　建ち並ぶ屋台や、華やかな竹飾り、花火も上がり、加賀見塚の町は祭り本番を迎えた。

　見物客でごったがえす人々をよそに、ハルトたちは美耶子の家へとやってきた。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーは哀王ですが、全員登場してください。本日は祭りの当日になります。

一同：展開早っ！

ＧＭ：美耶子の案内で籠野家へとやってきました。

哀王：史料を見せてもらうため、ですね。

ＧＭ：はい。ということで、アルタルフも背はい景けいや鞄に紛まぎれて登場してください（笑）。

アルタルフ：隠れながらついてきているぜ。見られた場合は、そいつの記憶からオレのことを取とり除のぞいてやる（一同笑）。

かりん：なんだか悪役みたいです（笑）。

哀王：とりあえず、アルタルフは僕の鞄に入れておこう。

アルタルフ：ぎゅむ（入った）。

ＧＭ：遠くに祭りの喧騒が聞こえる中、閑静な竹林の近くにある籠野家に、皆さんは到着しました。大きな門をくぐり、庭を進んでいくと、敷しき地ちの隅すみの方に古びた建物があります。

ハルト：オー！　ジャパニーズ☆ＫＵＲＡ！（一同爆笑）

哀王：本当に突発的にニセ外国人ぽくなりますよね（笑）。

ＧＭ：美耶子は「たしかに、蔵と言えば蔵かな。かりんちゃんは何度か来たことあるよね」とニコニコしています。

かりん：ええ、懐なつかしいですね。一緒にここでかくれんぼして、怒おこられたりしました。

ＧＭ：「ふふっ、そうだったね」と美耶子は笑います。

ハルト：かくれんぼなんかしてたのか。

かりん：幼おさななじみですからね。小さい頃はいろいろとやんちゃをしたんじゃないかと（笑）。

ＧＭ：「ハルトくんだけじゃなくて、哀王くんまでこの町の歴史に興味を持ってくれるなんて、あたし嬉しいな」と言いつつ、美耶子は持っている鍵かぎで離れの扉とびらを開けます。

ハルト：……ちょっと罪ざい悪あく感かん。

ＧＭ：美耶子が重い扉を開くと、少々埃ほこりっぽくかび臭くさい空気のにおいが外まで流れてきます。ずらりと本ほん棚だなが並んでいて、いろんな書物が収おさめられています。

ハルト：書庫って感じだな（笑）。

ＧＭ：さらに、奥おくには葛籠つづらが置かれていて、巻まき物ものとかが入っているようです。

かりん：「わぁ～、変わってませんね、この雰ふん囲い気き！」と言います。

アルタルフ：一いち応おう電気は通ってるよな？

ＧＭ：はい、天てん井じようには一応蛍けい光こう灯とうが付けられていて、ちゃんと点きますよ。

かりん：あ、それはありがたい。灯りがないと真っ暗ですよ。

哀王：史料として開放しているようなので、灯りが整備されているんでしょうね。

ＧＭ：「そういえばね、ハルトくん。この地には、ミカガミ様の伝説があるんだけど……実はあの伝説、生贄の女性が登場するの」

ハルト：へぇ、そうだったのか。

ＧＭ：美耶子は「うん。それでね、うちはその女性の子孫だって話があるんだ。本当かどうかは知らないけどね」とぽつりと言います。

ハルト：一瞬だけ、夢に登場した娘さんと、美耶子の顔がだぶって見える。

ＧＭ：「まぁ、あくまで噂うわさでしかないけどね？」

ハルト：いいや。伝承には、隠された真実があるもんだよ。

ＧＭ：「え？　そ、そうかな？」

ハルト：うん。

ＧＭ：「そっか。じゃあ、あたしの家が本当に伝説に出てきた女性の子孫だったら面白いのにね」

ハルト：面白くないよ！（一同笑）

アルタルフ：どうしたハルト・ボーイ？　いきなり美耶子に怒鳴るなんて。

ハルト：あ、いや。その生贄の娘さんと美耶子がダブってみえたんだ。それで美耶子が今また生贄にされるんじゃないかって、心配になったんだよ。

一同：ひゅー♪

アルタルフ：青春だなあ、ボーイ（笑）。

ハルト：うるさい！　……と、美耶子には「すまない伝承が面白くないわけじゃないんだ」と謝っておこう。

かりん：私は生暖かい目でハルトくんと美耶子を見つめます。ひゅーひゅー♪（笑）

ハルト：くっそ。あとで憶えてろよ。

ＧＭ：ここで美耶子は腕うで時ど計けいを見ます。「わっ、ごめん！　これからお祭りの舞の本番直前のお稽古に出なくちゃいけないんだ。お父さんたちから、蔵の中は自由に使っていいって許きよ可かはもらってあるから、好きに使ってくれていいからね。帰るときは執しつ事じに声をかけて」

ハルト：……（笑）。

ＧＭ：その意味ありげな笑え顔がおは何ですか（笑）。

ハルト：いや……（笑）。「練習場所はどこなんだ？」と尋ねよう。

ＧＭ：「加賀見神社だよ。あそこの巫み女こさんたちに、いつも舞のチェックをしてもらってるの」

かりん：神楽舞ですからね。みんな神社に集まって練習してるんでしょう。

ＧＭ：そんな感じです。そして本番は、鏡塚の前にある舞台で踊おどることになっているわけです。……って、ハルト、どうしました？（笑）

ハルト：いや、これ、ＰＣをひとつの場所に釘くぎ付づけにしておいて、ヒロインがひとりで出かけるなんて、絶対にヒロインが消えるフラグでしかないだろ！（一同笑）

かりん：う、確かに。

ハルト：美耶子を放置したくはないが……。

ＧＭ：加賀見神社は家のすぐ近くですよ？　護ご衛えいのために一緒に行きますか？

ハルト：だが……今のところ美耶子が狙ねらわれているっていう情報が出てないんだよ!?（一同笑）

アルタルフ：確かに蔵の調査より、優ゆう先せんする理由がない……な（笑）。

ＧＭ：では、美耶子は練習のためにいったん退たい場じようします。

かりん：じゃあ、舞のお稽古、がんばってくださいね～。

ＧＭ：美耶子は「ちょっと緊張するけど、ダイエットになると思ってがんばるよ！　じゃあ、行ってきます」と、退場します。

アルタルフ：美耶子がいなくなったら、オレは哀王の鞄から這はい出でる。「ふう、ようやく登場できたか」

ＧＭ：アルタルフも合流したところで、皆さんは調査を開始します。古い言葉で綴つづられた書物や手紙などを重点的に調べることになります。

ハルト：よく考えてみたら、俺が夢で見た時代には文字はないはずだし、文献なんて残っているのか？

哀王：当時の文献ではなくても、口く伝でんを文献化したことがあるかもしれません。それにもし古墳時代なら、紙も発明されているし漢字もありますしね。

アルタルフ：中華五千年の歴史は伊達じゃないか。

かりん：中華料理がどうかしましたか？（じゅるり）

アルタルフ：だから俺を食おうとするのを止めろ！（笑）

哀王：ジャッジで成功したら発見、とかですか？

ＧＭ：はい。ミカガミ様の伝説が書かれた文献を見つけるには、難易度14の【理知】ジャッジに成功する必要があります。誰かひとりでも成功すれば文献がみつかります。

かりん：わ、ちょっと難しいです……！

哀王：まあ、どれが史料なのかが分かるだけでも難しそうですからね。

アルタルフ：へっへっへ、【理知】の判定なんて、哀王さんにかかれば楽勝っす！（笑）

ハルト：とりあえず、判定しておこう。（ダイスを振る）出目は４で、達成値が10。失敗だから、全然分からん！（笑）

かりん：（ダイスを振る）６！　達成値13で、失敗です。

アルタルフ：オレは振らないぜ。バディの哀王が調べてくれりゃ、すぐに見つかると知っているからな。オレは優ゆう雅がに珈琲でも飲んでる（笑）。

かりん：ダメですよ、貴き重ちような史料があるんです。こぼしてシミになったら困ります！

アルタルフ：はっ、そ、そうだった。すまんな、かりん。

ハルト：それはそうと、蟹の分ぶん際ざいで珈琲を飲むとは、器用なヤツ！（笑）

哀王：では、【理知】の得意な僕が。（ダイスを振る）……達成値は20。余よ裕ゆうで成功です。

一同：おおーっ。

ハルト：さすがだな。伊達に長生きしてないぜ（笑）。

ＧＭ：では、哀王は調べていた中から気になる書物を見つけます。




　それは、とても古い記録であった。

　紙は茶色く変色し、書かれてから長い時間が経けい過かしたとうかがえる。




哀王：では、書いてある文字を訳やくしながら読み上げます。何が書いてありますか？

ＧＭ：その本によると、書かれているのはこの家のご先祖にあたるカゴメという女性が残したという口伝を、後こう世せいにより確実に残すために書物にしたのだそうです。

哀王：なるほど。その気き遣づいは役に立ちましたよ。

ハルト：記録を残すのは重要だなあ。

ＧＭ：そこには、〝もうひとりの旅人〟に関する記述があります。彼は退たい魔まを生なり業わいとする男のようで、今風に言うとウィザードだったのではないか、と推すい測そくできます。

哀王：まぁ、大昔から侵魔は世界を狙っていたようですから、対たい抗こうするウィザードもいて当然ですね。

ハルト：まあ、確かに。

ＧＭ：そして、旅の途中にこの村へと立ち寄った旅人は、龍りゆう神じんの一件が解かい決けつしたあと、再び旅に出たようです。別わかれ際ぎわ、彼は「再び危き機きが訪れることがあれば、必ず村に戻ってくる」と約束を交かわしたとあります。

ハルト：（わざとらしい口調で）おやぁ……何か、どこかで見たような話だなぁ（笑）。

かりん：ハルトさん、ご存ぞんじなんですか？

ハルト：うん、昨日そんな感じの夢をみたんだ。

かりん：夢、ですか？

ハルト：ほら、記録者ってやつは、世界の記録を見てるわけじゃん？（笑）

かりん：そうですけど……覚かく醒せいしたばかりにしては、ハルトさんはずいぶんと知識をお持ちのようですね？（笑）




　まあ、ハルトのプレイヤーはゲームのデザイナーですからね。




ハルト：と、とにかく！（笑）　その世界の記憶ってやつが、夢に出てきたのかもしれないなって。

かりん：ん～、そう言われると納なつ得とくできるかも。

ＧＭ：話を戻しますよ？　伝承を残したカゴメという人物は、ミカガミ様を封ふうじる際さいに大きな役割を果たしたようです。

ハルト：どんな役割？

ＧＭ：ミカガミ様本体から切きり離はなした力の源みなもと―――俗ぞくに言うプラーナを、自らの体内に封じる、という役割を担ったそうです。

ハルト：よーし、このシナリオの展てん開かいが読めたぞ！（一同笑）




　何ですと!?




かりん：もう分かっちゃったんですか!?　すごいですね。

ハルト：まぁ、どんなオチかは分かったけど、言わないでおこう。ささ、藤ふじ井いさんは話を続けてくれたまえ（一同笑）。

ＧＭ：うう、怖こわい（笑）。……カゴメの体内に封印されたミカガミ様のプラーナは、親から子、子から孫へ、籠野の一族の女性にのみ受うけ継つがれていったようです。

かりん：つまり、美耶子ちゃんはその力を受け継いでいるということですね。

ＧＭ：さて、ここで記録とは別の家か系けい図ずも照らし合わせてみると、現在の籠野家の子孫の中で女性なのは、美耶子ただひとりだけということに気づきます。

ハルト：ん？　美耶子のお母さんは違うのか？

哀王：おそらく、母親はよその家から嫁とついできたのでしょう。直ちよつ系けいの男子が家を継つぐのは、決しておかしなことではありません。

ＧＭ：はい、そのとおりです。文献のとおりに考えるならば、ミカガミ様のプラーナは、美耶子の体内に封じられているのではないかと思われます。

ハルト：そうくると思ったよ……。

ＧＭ：ここで得られる情報については以上となります。

かりん：こんな事実があったなんて、知りませんでした。前回の事件で美耶子ちゃんが狙われたのも、きっとこのせいですね。

ハルト：……（何とも言いがたい表情になる）。

ＧＭ：文章にしづらい表情をするのはやめてください。リプレイを書くときに困ります（一同笑）。




　菊池さんの表情をお見せできないのが残念です……。




ハルト：………なんだこの理り不ふ尽じんな感かん情じようは!?（笑）

かりん：それはおいておいて……。ということは、まさか美耶子ちゃんが無む意い識しきのうちに鏡塚にやって来たのは……！

ハルト：たぶん、ミカガミ様に呼ばれたんだろうな。

かりん：その可能性、ありますよね！

哀王：体内に封じられたプラーナは、もとはミカガミ様のものです。封印が弱まったからこそ呼ばれた……と考えるのは、不自然ではありません。ただ、それだけなら今までミカガミ様が復活できなかった理由は……？

かりん：それより、その話が本当なら美耶子ちゃんが危ない!!

ハルト：結局そうなるのか……急いで美耶子のところに行こう！

ＧＭ：では、みなさんが加賀見神社に急行したところで、シーンを終了しましょう。







ミドル06◆神社に昇のぼる月


―――帯刀かりん






　かりんたちは大慌てで籠野家を出ると脇目もふらず神社へと走った。

　町はさらに人出が増している。笑顔を浮かべる人々の知らぬ間に、侵魔が陰謀を巡らせているのだ。

　ミカガミ様は、封じられたプラーナを取り戻そうとしているに違いない。

　もし、そうだとしたら……美耶子は………。




ＧＭ：さて、次のシーンです。シーンプレイヤーはかりん。ＰＣは全員登場です。前のシーンの続きで、大急ぎで皆さんが駆けつけた美耶子がいる加賀見神社が舞台です。

アルタルフ：しまった！　手て遅おくれだったか!?

かりん：ＧＭはまだ何も演出してませんよ!?（笑）

ＧＭ：神社の境けい内だいでは、美耶子が巫女たちと一緒に舞の練習中です。玄げん妙みような和楽器の調べが響ひびく中、彼女は堂に入った舞ぶ踏とうをみせています。

ハルト：何はともあれ、間に合ったか？

哀王：ハルトくん、それはフラグだ（笑）。

ＧＭ：しかし、皆さんが近づこうとした瞬しゆん間かん、周囲の風景が紅あかく染そまります。

アルタルフ：これは、もしや……！

ＧＭ：空を見上げれば、紅い月が昇っています。そして、周囲から美耶子たちの姿が消えます。そして、町中に響いていた祭りの音も今は全く聞こえなくなりました。

かりん：月げつ匣こう！　周りの人たちは一体……？

アルタルフ：月匣に閉とじ込こめられたようだな。気をつけろ、侵魔が来るぞ！

ＧＭ：「さすが、手て練だれのウィザードは理り解かいが早いようだ」と、聞いたことのある声とともに、ずるりととぐろを巻く巨大な龍神といった外見の侵魔が現れます。













アルタルフ：こいつぁ悪い冗談だ、侵魔よ。この間ぶちのめしたと思ってたんだがな。

ＧＭ：「つれないことを言うなよ」と侵魔は楽しげに笑います。

哀王：この侵魔は、先日倒したミカガミ様と同じ人じん格かくなんですか？

ＧＭ：第一話のラスボスはこの侵魔の眷けん属ぞくの蛇神であり、別の人格ではありますが、記憶は共有しているようですね。「あのときは痛いたかったぞ、蟹め」

アルタルフ：男ってのは、痛みがあっても黙だまって耐たえるもんさ。それができないようじゃ、半人前だな……ミカガミ様よ。

ＧＭ：「名乗る前から、我わが正体を見み抜ぬいたか」

アルタルフ：伊だ達てに世界を股またにかけてないということさ。

ＧＭ：ここで侵魔……ミカガミ様は、ハルトとかりんを見ます。「……お前たちは、どこか懐かしいにおいがする。忌いま々いましい、胸むなくそが悪くなるようなにおいだ」

ハルト：（重々しく渋い声で）さて、何のことやら。

かりん：「一体、何を企たくらんでいるの!?」と訊たずねます。

ＧＭ：「お前たちはもう知っているだろう？　カゴメの子孫から、我がプラーナを返してもらうつもりだ」

かりん：そうはさせません！　この加賀見塚を守ってきた帯刀家の者として、この事じ態たい、見み過すごすわけには参りませんっ！

ＧＭ：「……なるほど。お前たちは、あのときのウィザードどもの子孫か」と合が点てんがいったという顔をします。

アルタルフ：長く封印されていた割りにはハイカラな言葉を知っているな。

かりん：にらみ返しますが、返事はしません。これ以上語り合うことはないのです！

ハルト：「つまりこいつは、前回の敵てきの親玉で……とうとう封印を破って出てきたってことか」と哀王に聞く。

哀王：いえ、封印はまだ破られていないはずです。封印が破られたのだったら、美耶子さんはとっくに消しよう滅めつしていますよ。

ハルト：それもそうか。でも、だったら、なんで……。

ＧＭ：ミカガミ様は、「安心しろ。あの娘は、ちゃんと食くらってやる。お前らがここで遊んでいる間にな」と笑います。

哀王：つまり、月匣で我われ々われを足止めして、その間にプラーナを取り戻すつもり、と。

ＧＭ：そのとおりです。「私はもともと、事象の境きよう界かいを操あやつる力を持っている。日にち常じようと非日常の境界をあいまいにし、あらゆるものを蹂じゆう躙りんしてきた……昔はな」

かりん：しかし、私やハルトさんの祖そ先せんが、力を取り出して封印を成功させた。

ＧＭ：「そのとおりだ。力の源がない私に、封印を破は壊かいすることはできなかった……そう、ついこの間までは」

哀王：ついこの間まで？　一体、どういうことですか？

ＧＭ：ミカガミ様はハルトを見つめます。「我を封じた時に奪った力の欠片。その呪具を持つ者が我の近くにやってきたからよ！」

ハルト：つまり、俺の持っている祖父さんの形見の鏡に反応してパワーが上がったと？

ＧＭ：というか、外の世界への窓が開いて狙いをつけやすくなったとかそんな感じです。

ハルト：なるほど。祖父さんの形見は、戦せん艦かんでご神体として祀まつられていたもの。祖父さんは死ぬ間ま際ぎわに「これはお前を助けてくれるお守りだ」って言って、俺に託したけど……これが、ミカガミ様の封印にまつわる鍵だったんだな……。

哀王：そして、恐らくはハルトくんの覚醒をうながす道具でもあったのでしょう。

ＧＭ：「お前が来てくれたおかげで、私は自由になれたのだ。感謝しているぞ」

ハルト：残念だが、その自由は長時間満まん喫きつはできないと思うぜ？

ＧＭ：「ほう？」

ハルト：なぜなら、お前は俺が倒すからだ！

ＧＭ：するとミカガミ様は「威い勢せいのいいことだ。だが、それは、この月匣を突とつ破ぱしてから言うのだな」と言います。実はこの月匣、フォートレスになっていまして……皆さんには、これからフォートレスを突破してもらいます（一同笑）。

一同：何だって!?（笑）




・フォートレス

　侵魔が構築した、迷宮型の月匣のこと。月匣を構築した者（ルーラー）を倒すか、フォートレスの核（コア）を破壊することによって、フォートレスは消滅する。




ハルト：もう一度助けるって、あいつと約束したんだ……。だから、どんな罠わなだってぶち破って、お前を倒してやる！

かりん：えっ？　美耶子ちゃんと、そんな約束、してたんですか？

ハルト：いや、夢で「必ず助ける」って約束したんだ。……ん？　夢？（一同笑）

アルタルフ：夢の中でのことを言われても、蟹にはどうにもできんぞ（笑）。

ＧＭ：「千年を越える時を経へた我が怨念を止められるものかよ！」

ハルト：知っているか、侵魔。お前たちはプラーナをろくに持ってないから知らないかもしれないけどな……人間っていうのは、可能性の存在なんだよ！

ＧＭ：「だから我を止められる可能性があると？　ならばその可能性とやらを見せてみろ」と言って、ミカガミ様は姿を消します。

ハルト：ま、待てっ！

ＧＭ：皆さんはミカガミ様を追いかけることになりますが、ミカガミ様は足止めを用意しています。よって、まず足止めを突破しなくてはなりません。

かりん：はい。

ＧＭ：ミカガミ様が用意した足止めは、フォートレスで表ひよう現げんしています。皆さんがフォートレスを攻こう略りやくしている間に、美耶子のプラーナを吸きゆう収しゆうされようとしていきます……。

ハルト：短時間で攻略しろってことか。

ＧＭ：はい。攻略に時間をかけるほど、ミカガミ様はプラーナを取り戻して、強くなっていきます。具体的には、クライマックスでのミカガミ様のデータが強化されます。

かりん：了りよう解かいです。

ＧＭ：では、皆さんがミカガミ様を追い、用意されたフォートレスへと足を踏ふみ入いれるところで、シーンを終了しましょう。







ミドル07◆鏡の迷めい宮きゆう


―――アルタルフ






　ミカガミ様は姿を消したが、月匣が解とかれる気配はない。

　何としてでも、この月匣を破り、追いつかなくては……。




ＧＭ：それでは、ダイブ、つまり敵の作った閉鎖空間を攻略するシーンに移うつりましょう。シーンプレイヤーはアルタルフですが、もちろん全員登場です。皆さんは今、フォートレスの入り口……エントランスエリアにいます。

かりん：急いで月匣から脱だつ出しゆつしないといけませんね！

アルタルフ：そうだな。

ＧＭ：エントランスエリアには、特に何も仕し掛かけはありません。10メートル四方の四角い部屋で、鏡の壁かべに囲まれている以外は怪あやしいところもありません。奥には、別室に続くであろう道が見えます。

かりん：はい。

ＧＭ：一本道なので、皆さんはそのまま奥のエリアに進むことになります。




　アルタルフたちが歩を進めると、また鏡張りの部屋に出た。




ＧＭ：この部屋も、エントランスエリアと同様、10メートル四方の鏡張りの部屋です。また、同じように奥へと道が続いています。特に何もないように見えますね。

かりん：急いで先に進みましょう！

ＧＭ：それではここで、＊トラップ識しき別べつジャッジを行なっていただきましょう。識別に失敗すると罠にかかりますが、ひとりでもジャッジに成功すれば、罠にかかることなく発見できます。難易度15の【感覚】ジャッジを行なってください。

ハルト：俺は８あるから成功するだろう。（ダイスを振る）クリティカル！　振り足して９、達成値は27。

かりん：私は７ですから、五分五分といったところです。（ダイスを振る）出目は８！　15で成功です。ほっ。

アルタルフ：オレもかりんと同どう値ちだな。（ダイスを振る）お、目がいいぞ。11だから、18で成功だ。

哀王：僕も同じく７ですね。（ダイスを振る）出目は８。Evil-EYEイヴイルアイの効こう果かで＋２されるので、最終的な達成値は17です。

ＧＭ：全員成功しましたね。では皆さん、トラップが仕掛けられていることに気づきます。一見何の変へん哲てつもない鏡ですが、中に蛇侵魔がたくさん潜んでいたのです。

ハルト：オー、スネイク！

哀王：また偽外国人のような反応を（笑）。

ＧＭ：次に、トラップに対処するためのジャッジを行なっていただきます。敵を倒すので【器用】を使って、難易度が13です。ちなみに、ひとりひとりジャッジしていただいてかまいませんが、失敗した場合はトラップが発動するので、注意してください。

ハルト：ふふふ、俺は【器用】は得意なんだ。

かりん：（シートを覗のぞいて）本当だ！　10もあるんですね！

ハルト：だから、俺に任せとけ！（ダイスを振る）　おっ、クリティカル！（ダイスを振る）　達成値22で成功！

哀王：ハルトくん、絶ぜつ好こう調ちようですね。

ハルト：俺、この戦いが終わったら死ぬかもしれない（一同笑）。

ＧＭ：判定に成功したので、トラップは解かい除じよされてしまいました。

ハルト：はいはい、蛇は蛇らしく冬とう眠みんしてなさい。しっしっ。



＊トラップ識別ジャッジ　仕掛けられているトラップがどのようなもので、どう対処するのが適切かを識別する【感覚】ジャッジのこと。






　こうしてハルトたちはトラップを突破し、先に進む。




ＧＭ：では、皆さんはそのまま奥の部屋に進みます。道を進んでいくと、奥から邪じや悪あくな咆ほう哮こうが響いてきます。

かりん：おや？

ＧＭ：その声は、心を直ちよく接せつ揺さぶり、魂たましいを削けずろうとしてくるかのようです。

かりん：おそらく、ミカガミ様の声ですね。

ＧＭ：はい。ということで、皆さん全員【意思】ジャッジを行なってください。難易度は13。これに失敗すると、プラーナを２点失います。

かりん：えっ!?　プラーナを失うなんて、やだやだ!?

ハルト：やめろ、プラーナは人生の象しよう徴ちようなんだぞ！（一同笑）

ＧＭ：だから、魂を削ろうとしてくるかのような咆哮だって言ったでしょう？（笑）

ハルト：それにしても、失敗したら、２点も失うのか。つまり、使うのが１点までなら、収しゆう支しはプラスだ！（一同笑）

ＧＭ：はい、その発想のため、失敗したときのロストは２点に設定しました（笑）。

ハルト：思いっきりＧＭの思おも惑わくにはまってる!?（一同笑）

ＧＭ：ということで、ひとりずつ【意思】ジャッジを行なってください。

哀王：（ダイスを振る）10。【意思】は８あるので、達成値18で成功です。

かりん：哀王さんは、涼しい顔をしてますね（笑）。

アルタルフ：ははは、４以上で成功と言いたいところだが、４がファンブル値なので、実じつ質しつ５以上で成功だ！（ダイスを振る）　８。クリティカルした。

ハルト：よし！

アルタルフ：（ダイスを振る）達成値は26だから、成功。「脅しごときに屈くつするようじゃ、戦場で生きていられねぇ」

かりん：う～、【意思】は苦手なんですよ。（ダイスを振る）９！　達成値が14だから、成功です！

ハルト：俺も【意思】は５しかないから、得意じゃないんだよな。（ダイスを振る）……出目５だから……達成値は、10？

ＧＭ：難易度は13ですから、このままだと失敗ですね。

ハルト：どうせ２点減へるなら、プラーナを１点使って振り足すよ！　まんまとＧＭにはめられた!?（一同笑）
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　こうなるといいなと思ってシナリオを作りましたが……さすがは菊池さんです。




ハルト：ということで、プラーナを１点使って振り足す。（ダイスを振る）10。さっきこの出目が欲しかった（笑）。達成値20で成功だ。

ＧＭ：では、魂を削るかのような咆哮に逆さからうようにして、皆さんは進んでいきます。これにて、ミカガミ様が用意した足止め……フォートレスは突破できました。

ハルト：こんなもので、俺らを止められると思うなよ！

ＧＭ：では、皆さんがミカガミ様の元へと向かったところでシーンを終了しましょう。







ミドル08◆因いん縁ねんの対決


―――ハルト・牧野・フューリアス






　ミカガミ様が用意していた罠をくぐり抜ぬけた先は、猫ねこの子一匹いない鏡塚だった。

　今にも鏡へと潜もぐり込こもうとしていた蛇状の侵魔……ミカガミ様は、ハルトたちの気配に気づくと、いまいましげに身体をハルトたちの方へと向けた。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズ最後のシーンです。シーンプレイヤーはハルトですが、全員登場です。ミカガミ様によって作り出されたフォートレスから出たところ、鏡塚へとたどり着きました。

ハルト：で、どんな状況だ？

ＧＭ：大きな石で形作られた鏡塚には、異い変へんが生じています。

アルタルフ：異変？

ＧＭ：鏡塚の石碑の鏡面に、御鏡祭りの風景が浮かびます。舞の稽古をする美耶子。屋台で綿菓子を買う子供、夜の花火の準備をする職人、楽しそうな見物客。祭りの断片が次々と浮かんでは消えていくのです。

ハルト：何だこれは!?

ＧＭ：ミカガミ様は、皆さんの方へ向き直ると「ええい、忌々しい。こんなに早く出てくるとは、予想外だったぞ」と言います。

ハルト：あんな仕掛けで、俺たちを足止めできると思うな！

哀王：ちなみにその鏡は何を意味しているんですか？

ＧＭ：「これか……」とミカガミ様がつぶやくと、中の映像は次第に引いていき、やがて加賀見塚市全体を上空から映す映像になります。

かりん：……これって!?

ハルト：まさか……貴様、この町全体を鏡塚に閉じ込めたのか!?

ＧＭ：「そのとおり！」

一同：なんだってぇ！

ＧＭ：「お前らを喰らったあと、あの娘に封じられたプラーナをゆっくりと回収してやろう。そして数十万というこの祭りの参加者たちのプラーナもじっくりと堪能させてもらうさ」

ハルト：そんなことはさせない！

アルタルフ：こいつは、とんでもない暴食家だぜ！

かりん：大昔のようにまた倒してあげます！

ＧＭ：「いつぞやは隙すきを突つかれて封じられてしまったが、今回はそうはゆかぬぞ？　お前らとの因縁は、ここで終わりにしてやる」

ハルト：それはこっちの台詞だ！　美耶子はお前なんぞにやらん！

かりん：そうです！　あなたを倒して、今度こそ洋平くんたちを取り戻してみせます！

ＧＭ：「ふん、我が胃の中で、一生一緒にさせてやろうではないか」

哀王：さて、神話の龍は英雄に退治される宿命ですが、どうなりますかね。

アルタルフ：どうだっていいさ。さっさと貴様を倒し、祭り見物としゃれこませてもらうさ。

かりん：蟹がハードボイルドに観光を……（笑）。

アルタルフ：いいじゃないか、それくらい（笑）。

かりん：そうですね。（ＧＭの方へと向き直って）御ご先せん祖ぞ様のときは封じるにとどまりましたが……今度こそ、塵ちりも残らぬように消滅させてみせます！

ハルト：はるか昔、先祖が交わした約束……俺が果たしてみせる！

ＧＭ：「やってみるがいい。できるものなら！」といったところで、クライマックスフェイズの戦せん闘とうに入りましょう！








クライマックスフェイズ







クライマックス01◆鏡の中の戦場


―――ハルト・牧まき野の・フューリアス






　積み重ねられた歳さい月げつを感じさせる、苔こけむした石で作られた遺い跡せきが鏡かがみ塚づかである。

　周囲には鏡塚以外なにもない。この町のすべては鏡塚の鏡面の中に囚われてしまった。

　それをしたのはハルトの眼前の侵魔エミユレイター・ミカガミ様。とぐろを巻まく巨大な龍である。

　獲え物ものを見定める爬は虫ちゆう類るいの目が細まり、甲かん高だかい叫さけびが上がった。

　それが、決戦の合図となった―――。




ＧＭ：それでは、クライマックスフェイズに入ります。まず配置を説明しましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：ＰＣはひとつのエンゲージにいます。そこから近きん距きよ離りの位置に蛇へび侵魔三体が同一エンゲージにいます。さらにその奧おくやはり近距離の位置にミカガミ様がいます。

かりん：ようし！　全員、ぶっ潰つぶして差し上げますよっ！

ＧＭ：戦せん闘とうの勝利条じよう件けんは、ミカガミ様の撃げき破は。敗はい北ぼく条件は、ＰＣの全ぜん滅めつです。それでは、ラウンド進行を開始します。まずは第１ラウンド目です。




●第１ラウンド

ＧＭ：それでは、セットアッププロセスです。まずは【行動値ち】ジャッジから。なお、ＰＣとエネミーが同どう値ちだった場合、ミカガミ様はＰＣより先に動きます。蛇侵魔たちは、ＰＣよりも後に動きます。蛇侵魔たちはエニーセブンを使うので行動カウントは23。

一同：了解です。




　ジャッジの結果、決まった行動値カウントは以下とおり。




▼行動カウント

①アルタルフ　　　　28

②哀王　　　　　　　25

③ミカガミ様　　　　24

④蛇侵魔Ａ～Ｃ　　　23

⑤かりん　　　　　　19

⑥ハルト　　　　　　15
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ＧＭ：では、セットアッププロセスで特技を使用する人は……（確かく認にんしている）……哀王、かりん、ハルト、敵てきはミカガミ様が宣せん言げんがあります。では、まず哀王から。

哀王：《兵貴神速》。先手を取るための策さくをふたりに授さずけます。対象は、アルタルフを除のぞいたふたりです。ふたりの行動カウントが、僕と同じ25にまで上じよう昇しようしますよ。

かりん：哀王さん、ありがとうございます！

ハルト：（ミカガミ様になり）「あのふたりは遅いな……はっ!?　ば、馬ば鹿かな、もう動いているだと!?」

ＧＭ：では、そのようにミカガミ様が驚きよう愕がくしたところで、次の宣言は、行動カウントが上昇したおふたりです。

かりん：では、私わたしから。連れん結けつ磁じ鉄てつを使用します。【命中】ジャッジにマイナス２がされますが、【物攻】ジャッジに＋５です。シーン終しゆう了りようまで持続しますよ。

ハルト：【命中】が下がるのか。なら、これの出番だな。《零れい式しき水上観かん測そく機き》！「零れい観かん！」と叫ぶと、カタパルトから水上観測機が飛び出し、ミカガミ様たちに照しよう明めい弾だんを発はつ射しやして、見えやすくするぞ。

かりん：なるほど、それで命中しやすくなるんですね。

ハルト：そうそう。ということで、俺と同じエンゲージにいる四人全員の【命中】【魔導】ジャッジに＋２するぞ。

かりん：やったぁ！　ありがとうございますっ！

アルタルフ：そいつを待っていたんだ。

ハルト：これがないと、俺の攻こう撃げきが当たらないんだよ（笑）。

ＧＭ：それでは、次はミカガミ様のセットアッププロセスです。ＰＣのいるエンゲージに、シーン１回のみ使用可か能のうなオリジナルエネミー特とく技ぎの《感覚反転》を宣言！




　ハルトたちの周囲を、突とつ如じよ無数の鏡が取り囲む。

　乱らん反はん射しやする光の中、映うつし出だされる無数のハルトたちと蛇侵魔たち。

　その巧こう妙みような配置は、自分と仲間、そして敵が今どのような位置関係にあるのか、幻げん惑わくする効こう果かがあるようだった。




ＧＭ：皆さんは、難なん易い度ど16の【意思】ジャッジを行なってください。失敗すると、［ＢＳ：放心］を受けますよ。

ハルト：［ＢＳ：放心］は……すべての判はん定ていにマイナス５のペナルティか！

一同：ぎゃーっ!?

ハルト：それはやばい、絶ぜつ対たい避よけないと！




　この判定にハルトのみが失敗。彼は、プラーナを１点使って振り足して、強引に成功してことなきを得ました。




ＧＭ：「ちっ……一番目め障ざわりな小こ僧ぞうを惑まどわせてやろうと思ったのに」

ハルト：目障り？　何を言ってるんだ。俺は、お前に永えい遠えんの安息を与あたえてやる救世主だってのに（一同笑）。

ＧＭ：「世よ迷まい言ごとを！」ミカガミ様は歯がみして悔くやしがります。それでは、イニシアチブプロセスに移うつりましょう。まずは【行動値】28のアルタルフからです！

かりん：アルタルフさん、お願いします！

アルタルフ：ムーブアクションで《属ぞく性せい異い能のう：蟹かに》、これでオレの【ＨＰ】が10点減へるぜ。マイナーアクションで《属性異能：水》。これで敵に［ＢＳ：放心］を与える狙いだ。メジャーアクションで《静かなる怒いかり》！　対象は前にいる蛇侵魔三体！

ＧＭ：きゃー!?　大だい蛇じやの姿すがたをした蛇侵魔は、地を這はって回かい避ひしようと………。

アルタルフ：遅い！　我わが蟹ビームから逃のがれることはできないぜ？（ダイスを振る）　……で、出目３!?　達成値17……微び妙みようなところだが、プラーナで振り足そう。（ダイスを振る）５、これで達成値は22！　振り足してよかった（笑）。

ＧＭ：蛇侵魔たちは、全員＊《イベイジョン７》で【回避】ジャッジを行ないます。達成値は16ですので、全員命中です。



＊《イベイジョン７》　リアクションのジャッジの際、ダイスロールを行なわず、能力値に選択された数字を加算して達成値を求めるエネミー特技。この特技によって、戦闘処理をスムーズにしているのだ。



アルタルフ：うおー！　プラーナを使わなくても大丈夫だったぁっ！（笑）　ともあれ【魔攻】ジャッジだ。

ＧＭ：「や、やめろ！」「同じ動物のくせに、人間に味方するのか!?」

アルタルフ：悪いが、侵魔なんざとなれ合う気はねぇ！

かりん：アルタルフさん、かっこいいです！

アルタルフ：【魔攻】42からスタートだ！（ダイスを振る）　……出目が３。し、しかし、さすがにここは倒しておきたい！　ここは手て加か減げんせず、プラーナを使って振り足す！

ＧＭ：最初から全開ですね。

アルタルフ：できれば、蛇侵魔は一いつ掃そうしたいからな。……（ダイスを振る）４!?　ってどういうことだー！（一同爆笑）　49点の魔ま法ほうダメージ！（笑）

ＧＭ：【魔防】のジャッジも《イベイジョン７》を使います。全員10点軽けい減げんして、39点のダメージを受けました。

アルタルフ：やったか!?

ハルト：なぜフラグを立てにくる。

ＧＭ：ご期待どおり……残り【ＨＰ】は、３点です。

アルタルフ：ば、馬鹿なぁ―――!!（一同爆笑）

かりん：アルタルフさーんっ!?（笑）

ＧＭ：といったところで、アルタルフは行動終了ですね（笑）。行動カウント25の皆さんの行動です（笑）。どの順で動くのかは、相談して決定してくださいね。

哀王：かりんさん、残った雑魚を掃そう討とうしてくれますか？

かりん：はいっ！　範はん囲い攻撃で一掃しますね！　ムーブアクションで移い動どう、蛇侵魔たちのエンゲージに侵しん入にゆうします。マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《なぎ払はらい》です！

ＧＭ：ファンブルファンブル！

かりん：【命中】ジャッジは16からのスタートですよ。えい！（ダイスを振る）　出目はいいですよ。11だから、達成値は27です！

ＧＭ：《イベイジョン７》で全員【回避】の達成値は16です。命中しました。

かりん：よーし、【物攻】は31からスタートです。

アルタルフ：残り【ＨＰ】３だし、ファンブルしても殺せるぜ（笑）。

かりん：いきますよー！（ダイスを振る）　６、37点の物理ダメージですっ。

ＧＭ：【物防】は、《イベイジョン７》により12点になります。それでも25点ダメージを受けて、蛇侵魔は、全員吹ふっ飛とびます！

かりん：「あなたたち、邪じや魔まです！　どいてください！」と言いながら蛇侵魔たちに突っ込み、斬ざん月げつを思い切り振り回して、敵を斬きり飛ばしました！

ＧＭ：斬り飛ばされた蛇侵魔は、すべて砂すなのようにさらさらと消えていきました。

かりん：私の行動はこれで終了です。おふたりとも、がんばってください！

ＧＭ：さて、残りは哀王とハルトですが、どちらが先に動きますか？

哀王：僕から行動しましょう。ムーブアクションでエンゲージから離はなれ、マイナーアクションはなし、メジャーアクションでヴォーテックスを放ちます。対象はミカガミ様です。【魔導】は15からスタート。（ダイスを振る）６、達成値は21！

ハルト：みんな高いなー。うらやましいなー（笑）。

ＧＭ：では、ミカガミ様は【回避】ジャッジをしますよ。えい！（ダイスを振る）　……４。達成値は15、回避失敗です。

哀王：【魔攻】ジャッジは20からです。（ダイスを振る）８！　プラーナを１点使用し、出目を７にします。クリティカル！

ＧＭ：く、クリティカルにしちゃいますか？

哀王：もちろんですとも。さらに振り足して10！　合計、40点の魔法ダメージです。では、白しろ鼠ねずみが《九きゆう竜りゆう神しん火か罩とう》の真の姿を現あらわし、巨大な金きん属ぞくの籠かごになってミカガミ様を包つつみこみます。そして……。




　白鼠が姿を転じる。出しゆつ現げんしたのはミカガミ様を包み込むほどの巨大な籠――。

　そこにかたどられている金属でできた九つの竜の顔が漆しつ黒こくの炎ほのおを吐はく。

　身動きもままならないまま、蛇の侵魔は闇やみの劫ごう火かに身を焼かれることになった。




アルタルフ：これはこれで派は手でな演えん出しゆつだな！（笑）

ハルト：なんの！　俺の46センチ砲ほうの方がスゴイから！

ＧＭ：なんで対たい抗こうしてるんですか！（笑）　ともあれ、【魔防】ジャッジ！（ダイスを振る）　惜おしい、９！　合計で16点軽減し、24点のダメージを受けました。

哀王：僕の行動は以上です。それではハルトくん、あとは任せましたよ。

ハルト：がってん承しよう知ちだ！　ところで……蟹、すまん！（笑）

アルタルフ：えっ、何のことだ？（笑）

ハルト：たぶん、あんたに［ＢＳ：放心］をつけちまう。ごめん（笑）。

アルタルフ：ん？　移動してから撃うてばいいんじゃないか？

ハルト：俺、ムーブアクションでレーザーサイトを使うから、移動しないの。

アルタルフ：レーザーサイトォーッ!!（一同爆笑）　敵の行動が終わってから撃ってくれよ（一同爆笑）。

ＧＭ：わざわざ先手を取った意味がなくなるかと（笑）。

ハルト：今からあんたを天国に連れてってやろう！（笑）

アルタルフ：ふ……天国か。悪いが、オレは死神に嫌きらわれていてな（一同笑）。

かりん：か、かっこいい……（笑）。

アルタルフ：注、今この段だん階かいで言う台詞せりふではない（一同笑）。

ハルト：本当にすまん、でも、それだけ【命中】ジャッジ＋２は違うんだ……！（笑）

アルタルフ：いいぜ、オレの命、お前に預あずけよう。

ハルト：おう！　いくぜ、大和やまと！　レベル３になった46センチ砲が、魔法陣じんとともに展てん開かいされる！　主しゆ砲ほうは砲ほう身しんだけで二〇メートルはあるんだぜ（笑）。

ＧＭ：ひぃっ!?　ば、馬鹿でかいものが出た！（笑）

ハルト：ムーブアクションでレーザーサイト、こいつでミカガミ様の眉み間けんに照しよう準じゆんする。

ＧＭ：「また私をそのような絡から繰くりで攻撃しようというのか!?」

ハルト：そうさ！　今回はとっておきの弾たまでな！　と、マイナーアクションで「特とく殊しゆ弾だん：魔ま力りよく爆ばく裂れつ弾」を使用！　これで自分の攻撃を魔法攻撃に変へん更こう！

ＧＭ：「くっ、来るがいい！」

ハルト：そして……メジャーアクションで《九四式46センチ３連れん装そう砲ほう》！（ダイスを振る）　９！　達成値は20！

ＧＭ：回避します……（ダイスを振る）おおっ、11。達成値20で回避しました！

ハルト：貴き様さまぁー!!　今貴様は自分が何をしたのか分かっているかーっ!!（一同爆笑）




　悪役ですか？




ハルト：これじゃ、蟹が［ＢＳ：放心］を受けてひっくり返るだけって結果に終わってしまう……（爆笑）。

哀王：本当は防ぼう御ぎよに使いたかったのですが……やむを得ませんね（笑）。《東とう南なん之の風かぜ》！　突とつ風ぷうを吹ふかせ、ミカガミ様の視し界かいを奪うばい、その【回避】ジャッジにマイナス10します！

かりん：おお～っ!!（拍はく手しゆ）

ハルト：すばらしい！　ありがとう！

ＧＭ：ううっ、せっかく避けたのに……回避失敗です！

ハルト：ということで、ダメージロールいくぞ！【物攻】16がベース、《九四式46センチ３連装砲》で＋40されて、56からスタートだ！

ＧＭ：さすがにダメージが大きいですね。

ハルト：ファンブルはやめてくれよ！（ダイスを振る）　……10！　66点の魔法ダメージだ！

かりん：すごーいすごーい！（拍手）

アルタルフ：そのダメージは確たしかにすごい。

ＧＭ：【魔防】は７スタート……うりゃ！（ダイスを振る）　９、16点軽減して、50点ダメージを食くらいます。累るい積せきダメージ74点！　うう、痛いたい。

アルタルフ：そしてオレは［ＢＳ：放心］を食らうぜ（一同笑）。

かりん：ああっ!?　た、大変！　アルタルフさんが泡あわを吹いて倒れちゃってます！（笑）

アルタルフ：ひっくり返ってぶくぶくと。

ハルト：い、いかん、ちょっと面おも白しろいぞ（笑）。

ＧＭ：さて、次はいよいよミカガミ様の行動です。ムーブアクションはなし、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《雷らい雲うん招しよう来らい》！　対象は範囲選せん択たくですから……ハルトとアルタルフのエンゲージに攻撃！

アルタルフ：ですよねー。リアクションにもマイナス５でぇーす（一同笑）。しかも【ＨＰ】は10点減っているぜぇ！（笑）

ＧＭ：なお、この攻撃は１点でもダメージを与えた場合、［ＢＳ：マヒ］を与えます。

アルタルフ：ぎゃあーっ!?（一同爆笑）　このまま［ＢＳ：マヒ］も入ると、オレの防御ジャッジがマイナス10になるぞ、すごいなぁ（笑）。

ＧＭ：「海の藻も屑くずと消えるがいい！」では命中……（ダイスを振る）４、達成値は19。……低い（笑）。

アルタルフ：低くないよ！（笑）　19か……ふふふ、絶ぜつ望ぼう的てきな気分だ（笑）。

ハルト：じゃあ、回避。11以上で避けるぞ、そりゃ！（ダイスを振る）　11、よっしゃ、回避した！

アルタルフ：いいぞ、ナイスだボーイ。オレも回避だ……（ダイスを振る）目はよかった！　10、達成値13！　プラーナを使う！　残り【ＨＰ】15じゃ、食らうと消し炭だ。

ハルト：何だって!?［ＢＳ：放心］してる場合じゃないぞ!?（一同爆笑）

アルタルフ：お、おま、お前……誰だれのせいだと（一同爆笑）。（ダイスを振る）ば、馬鹿な……５!?　達成値18だと!?（笑）

ＧＭ：こちらの達成値、19なので回避失敗です（笑）。




　ミカガミ様が招来した雷雲から、雷らい光こうが閃ひらめき、轟ごう音おんが大気を震ふるわす。

　落らく雷らいの先は、アルタルフのハサミであった―――。




アルタルフ：……ぼーん（一同爆笑）。

ハルト：焼き蟹になったぁーっ!?（爆笑）

アルタルフ：こ、こんなことになるなら、プラーナ使わなければよかった……！（笑）

ＧＭ：では、【魔攻】ジャッジ、いきますよ。30からスタートです！（ダイスを振る）　……低い！　出目は４、34点の魔法ダメージです！

アルタルフ：ヤバイ！　……が、慌てず騒がず（ダイスを振る）……クリティカルッ!!

一同：おおーっ!!

アルタルフ：やったぜ！　振り足して７、17点軽減！　哀王、ば、バリア、バリアをください（一同笑）。

哀王：分かりました。《時代断層ギヤツプバリア》！　ダメージを15点軽減してください。

アルタルフ：ふう、助かったぜ。これで32点止めて、２点ダメージだ。……ダメージが来たので［ＢＳ：マヒ］になるぜ。

かりん：大変！　アルタルフさんがビリビリしてます！

ハルト：おいおい、泡吹いた上に痙けい攣れんしてるぞ。

アルタルフ：（超渋い声で）それだけ刺し激げき的てきだったのさ（一同爆笑）。

ＧＭ：さて、行動済ずみになった時点で、ミカガミ様がオートアクションにて《追加行動》を宣言します！【行動値】１の時点で再ふたたび動きますよ。

ハルト：やばい！　アルタルフ、命の危き機きだ！

アルタルフ：ふ……知っている（一同爆笑）。

ＧＭ：とはいえ、さっきの攻撃はラウンド一回しか使えないので、別の攻撃をしますよ。

アルタルフ：なら大丈夫、こちらには来ないはずさ。

かりん：アルタルフさん！　フラグ、フラグを立ててはいけません！（笑）

ＧＭ：ならばこれだ！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションもなし、メジャーアクションでオリジナルエネミー特技《鏡きよう像ぞう連撃》！　シナリオ一回しか使えませんが、分身を作り出し、シーン内にいる異ことなる対象ふたりに近距離攻撃を行ないますよ。対象は……アルタルフと哀王です！




　部屋に展開した鏡から、もうひとりのミカガミ様が出現した。

　まったく同じ能のう力りよくを持つ分身を作り出した蛇の侵魔は、哀王とアルタルフを狙う。

　この攻撃を哀王はクリティカルで回避に成功する。

　一方［ＢＳ：放心］を受けているアルタルフは、回避に失敗！

　40点ものダメージを受け………。




アルタルフ：―――蟹、戦闘不ふ能のう。

かりん：アルタルフさーんっ!!

アルタルフ：というわけで、残しておいたプラーナを２点使用。【ＨＰ】１で生き返るぜ。これでオレのプラーナは……０だ！（一同爆笑）

かりん：アルタルフさーんっ!?（笑）

アルタルフ：そして、復ふつ活かつしてもオレの［ＢＳ：マヒ］は消えないのであった。

かりん：えっと……だ、大丈夫、じゃない、ですね……（笑）。

アルタルフ：ふっ、この程てい度どのピンチ、男の人生にはつきものさ。

ハルト：大丈夫かよ、声が震えてるぜ？（笑）

アルタルフ：うるさいっ！（一同笑）

ＧＭ：さて、以上でミカガミ様の行動終了です。クリンナッププロセスに入ります。何か消えるバッドステータスがありますか？

アルタルフ：［ＢＳ：放心］だよおぉーっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：そうでした、重要でしたね（笑）。それでは、［ＢＳ：放心］が解かい除じよされたところで、第１ラウンドが終了します。




●第２ラウンド

　ハルトたちはミカガミ様の護ご衛えい役・蛇侵魔を一掃しました。

　しかし、ＰＣ側もアルタルフが一いつ旦たんは戦闘不能に陥おちいったところをなんとか、【ＨＰ】１で生き残っている状じよう態たいです。

　そして迎むかえた第２ラウンド。【行動値】ジャッジの結果は次のとおり。




▼行動カウント

①アルタルフ　　　29

②哀王　　　　　　24

③かりん　　　　　18

④ハルト　　　　　18

⑤ミカガミ様　　　17
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ＧＭ：それでは、セットアッププロセスで何か特技の宣言がある方は……（確認している）……ハルトだけですね。では、どうぞ。

ハルト：《零式水上観測機》。自分とアルタルフを対象にして、【命中】ジャッジに＋２しておこう。

ＧＭ：イニシアチブプロセスに移りましょう。最初はアルタルフの行動です。

アルタルフ：この場は任せたぜ、新米。と、ムーブアクションで這いずるように距離を取る（一同笑）。

哀王：また、［ＢＳ：放心］を受けるわけにはいきませんからね（笑）。

アルタルフ：そしてマイナーアクションで……ＨＰヒールポーションを飲もう。今の【ＨＰ】は１……そしてプラーナは０……つまり、ファンブルすると死ぬ……!!（一同爆笑）

ハルト：本当だ！（笑）

かりん：超ちようピンチじゃないですか！（笑）

アルタルフ：……まぁいいさ。男の仕事ってのは、覚かく悟ごを決めることだ！（ダイスを振る）　５！　ふー……ということで、６点回かい復ふくした。

かりん：よかった、よかったぁ～！（笑）

アルタルフ：超ちよう冷ひや汗あせかいた（笑）。そして、メジャーアクションで《静かなる怒り》！　誰に対する怒りかは、あえて言うまい！　……ちらっ。

ハルト：なんで俺を見るんだ!?（一同爆笑）　そこは敵に向けようぜ！

アルタルフ：そうだ！　ミカガミ様、お前が出てこなければー！（笑）

ＧＭ：「聞こえんなぁ」（笑）

アルタルフ：侵魔……世界を乱みだすものであるお前を倒す！　それがオレの仕事さ！【魔導】ジャッジ！（ダイスを振る）　９！　達成値は21！

ＧＭ：それはちょっと厳きびしいな……【回避】ジャッジします！（ダイスを振る）　10！　クリティカルッ!!（振り足して）　……８、達成値27で回避しました。

アルタルフ：マジかぁ――――!?（一同笑）

ハルト：か、蟹、ぼっこぼこだよ……（笑）。

アルタルフ：くそっ、身体の自由が利かねぇな……これじゃ、まともに戦えねぇ。あとは任せたぜ、みんな……がくり（一同笑）。

かりん：アルタルフさーんっ!?（笑）

ＧＭ：ミカガミ様はつぶやきます。「我われ、泣なき濡ぬれた蟹と戯たわむる」（笑）

アルタルフ：うるせぇ！　うるせぇっ!?　哀あわれみなんていらねぇよ！　そんな目で見るなよっ!?（一同爆笑）

ハルト：渋しぶい先せん輩ぱいウィザードというキャラが完全に消えてるぞ！（笑）

ＧＭ：ということで、アルタルフの行動は終了ですね（笑）。

アルタルフ：いいんだよ、移動と【ＨＰ】回復が重要だったんだ、だからこれでいいんだよぉ!!　……ううっ（笑）。

かりん：元気出して、泣かないで～（笑）。

ＧＭ：というわけで、次は哀王の行動です。

哀王：さすがにこのままだと、彼かれが耐たえられなさそうですね。メジャーアクションでアルタルフに《ヒール》しましょう。【治ち癒ゆ力りよく】ジャッジは２Ｄ＋６です。

アルタルフ：うう、ありがてぇ。

哀王：（ダイスを振る）よし、５。11点回復してください。

アルタルフ：よし、これで【ＨＰ】が18点まで回復したぜ。ふー、助かった。

ハルト：おお、アルタルフの顔色がよくなってきたぞ。




　蟹の顔色っていったい………。




ＧＭ：次は【行動値】18のハルトとかりんですが、どちらが先に動きますか？

ハルト：かりん、先に動いていいよ。

かりん：分かりました。では、参ります！　ムーブアクションで移動、ミカガミ様とエンゲージします。マイナーアクションはありません。

ＧＭ：「ほう、来たな小こ娘むすめ。先ほどの蟹と同じようにしてやろう」

かりん：できるものならやってみなさいっ！　メジャーアクションで《斬ざん鉄てつ剣けん》を使います！【命中】ジャッジは12スタートです！（ダイスを振る）　５……17だとちょっと心配ですね。プラーナで振り足ししましょう。

アルタルフ：おっと、ならば《混こん沌とんの運命》！　そのダイスを振り直してくれ。

かりん：すごい！　ありがとうございます！　えいや！（ダイスを振る）　きゃあーっ!?　ファンブルしたぁ～っ!?（一同笑）

アルタルフ：何てこったあぁ!?　すまーんっ!!　マジすいませーんっ!!（一同爆笑）

かりん：い、いいんですよ、アルタルフさん、大だい丈じよう夫ぶですから（笑）。プラーナを１点使って打ち消して、もう１点使って振り足します……（笑）。

アルタルフ：本当に混沌の運命になっちまうとはな……すまない、かりん（笑）。

かりん：よーし、いきます！（ダイスを振る）　さっき出てほしかった～！（笑）　振り足しは11なので、達成値27です！

ＧＭ：それは厳しいですね。回避は……（ダイスを振る）７、達成値16で回避失敗です。

かりん：当たった！　エネルギーブースターをひとつ使い、【物攻】＋３です！【物攻】49スタートですよ！（ダイスを振る）　よし、６！　プラーナを１点使用してクリティカルにします！《斬鉄剣》の効果により、クリティカル時はさらに【物攻】に＋10です。

ＧＭ：う、うわぁ……。

かりん：えい！（ダイスを振る）　さらにクリティカル！　振り足して……９！　88点の物理ダメージですっ!!

ハルト：うおっ!?　高っ!?




　かりんの得え物もの、斬月がその名のとおり、美しい弧こを描えがく。

　神速の斬撃に、巨きよ体たいの龍は避ける術すべもない。

　魔剣が、固い鱗うろこを飴あめのように切きり裂さいていく―――。




ＧＭ：それは痛い！　ま、まずは【物防】ジャッジ……！（ダイスを振る）　うそ、３!?　仕方がない、シナリオ一回しか使えませんが、《鏡の壁かべ》を宣言します！　ダメージを15点軽減し、攻撃した対象の【ＨＰ】を軽減した数すう値ちと同じだけ減らします！

かりん：きゃーっ!?　15点減って、残り【ＨＰ】24点です。

ＧＭ：自分を鏡となし、砕くだかせ、破は片へんを浴びせて、直ちよく接せつダメージを与える、という演出です。ジャッジで13点軽減し、60点ダメージを受けました。いたたた。

かりん：くっ、額ひたいを流れる血をぬぐいながら言います。……まだまだ、です。美み耶や子こちゃんを、仲間を守るために、あなたを倒します！

ＧＭ：「いまいましい小娘めっ！」ミカガミ様は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで、かりんを睨にらみます。次はハルトの行動となります。

かりん：がんばってください、ハルトさん！

ハルト：まず、ムーブアクションでレーザーサイト。

アルタルフ：いいぞ！　好きに撃ってしまえ！　いけ、やるんだ！　ぶっ殺せ！（一同爆笑）

かりん：エンゲージから、離れたからって……（笑）。

ハルト：蟹がいないから全力でやれるぜ（笑）。マイナーアクションでＭＰヒールポーションを飲む。（ダイスを振る）【ＭＰ】が８点回復した。で、メジャーアクションで《九四式46センチ３連装砲》！　いくぜ！【命中】ジャッジは11スタート！（ダイスを振る）　……６、プラーナを使ってクリティカルにする！

アルタルフ：それだ！　すばらしいぞ、ボーイ！

ハルト：振り足しは６、達成値は27だ。

ＧＭ：それは難むずかしい。（ダイスを振る）……８！　17で回避失敗です。

ハルト：よし、オートアクションで《九一式徹てつ甲こう弾だん》も使う！　今度は赤い弾だん丸がんが飛んでいくぞ。【物防】ジャッジをファンブルにするぜ。

ＧＭ：うっ……【物防】も【魔防】も効きかない……！

ハルト：命中すればこっちのもんだ。ダメージロールは、さっきと同じく56からスタート。（ダイスを振る）……５。61点の物理ダメージ！

ＧＭ：うう、【物防】がファンブルなので、計算の結果達成値が０、61点ダメージです。

かりん：素す通どおし、強いですね！

ＧＭ：しかし、まだまだ元気ですよ。さて、これでハルトの行動は終了。ようやくミカガミ様の行動となります！　誰を狙おうかな～？

アルタルフ：……目をそらしたくなってくる（笑）。

ＧＭ：いきますよ！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《反はん射しや乱らん舞ぶ》！　鏡をいくつも出現させ、雷でランダムに反射させて攻撃します！　対象は場面（選択）ですから、ＰＣ全員です！

かりん：きゃーっ!?

ハルト：ライトニング・プラズマだな。

ＧＭ：【魔導】の判定となります。（ダイスを振る）……６。達成値は21です！

ハルト：がんばれば避けられるかな。（ダイスを振る）クリティカル。振り足して５、達成値24で回避成功。

かりん：【回避】は７スタートです。えい！（ダイスを振る）　ああっ、９！　達成値は16、ここは避けたい……！　プラーナを１点使って振り足ししますっ。（ダイスを振る）よし、避けた！　９だから、達成値25で成功です！

哀王：クリティカルすれば目はありますが……（ダイスを振る）残念、５。達成値は13で命中です。

アルタルフ：オレはもうプラーナがないから、そのまま避けるぜ。（ダイスを振る）７！　プラーナがあれば……！　達成値は10、命中。

ＧＭ：哀王とアルタルフに命中ですね。では、ダメージいきますよ！　ダメージロールは（ダイスを振る）……出目が９で、34点の魔法ダメージです！

哀王：【魔防】ジャッジですね。（ダイスを振る）よし、８が出た！　プラーナを１点使ってクリティカルに変更します。

ＧＭ：ここでクリティカルですか!?

哀王：（ダイスを振る）振り足して５、達成値は18ですね。16点ダメージを受けました。

アルタルフ：さて、オレだが……まずは【魔防】ジャッジ。（ダイスを振る）目がいいな。［ＢＳ：マヒ］の効果により、【魔防】は０。よって、11点軽減した。23点ダメージ。

哀王：さらに僕が《時代断層》！　15点軽減してください。

アルタルフ：ひゅー！　８点ダメージで済すんだぜ。防御してもらってよかった！（笑）

ＧＭ：以上でミカガミ様の行動は終了です。が、オートアクションで《追加行動》を宣言！【行動値】１で再び行動します！　……ここは因いん縁ねんの相手だし、かりんを攻撃しましょう！

かりん：さあ、来なさい！

ＧＭ：いきます！　ムーブアクション、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《攻撃跳ちよう躍やく》！　鏡をいくつもばらまき、その中を素す早ばやく移動して死角から攻撃します！　なお、この攻撃は［絶対命中］になります！

かりん：くっ……それはもう、ジャッジできません……！

ＧＭ：【物攻】ジャッジは40からスタート！（ダイスを振る）　あ、危ない……６だから、46点の物理ダメージですっ！

ハルト：けっこう痛いぞ、大丈夫か!?

かりん：大丈夫！《受け太た刀ち》を宣言します！　これでまず、ダメージを20点軽減！

ハルト：うおっ!?　す、すげぇ、攻こう守しゆともにバランスがいいぞ!?

かりん：すべては修しゆ行ぎようのたまものです。これで26点ダメージですね。さらに【物防】ジャッジをします。（ダイスを振る）６……９点軽減ですね。

哀王：さらに《時代断層》を使いましょう。15点軽減してください。

かりん：ありがとうございますっ！　ダメージは２点、【ＨＰ】は22点です！

ＧＭ：くそー、倒しきれなかった……！　次は蟹を狙うぞ！

アルタルフ：やめてぇ!?（一同笑）

ＧＭ：以上でミカガミ様二回目の行動は終了。クリンナッププロセスを経へて、第３ラウンドに移ります。




●第３ラウンド

　戦いは第３ラウンドに突とつ入にゆう。【行動値】ジャッジの結果は以下のとおり。




▼行動カウント

①かりん　　　　　30

②哀王　　　　　　23

③アルタルフ　　　18

④ハルト　　　　　17

⑤ミカガミ様　　　５
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ＧＭ：それでは、セットアッププロセスで何か特技の宣言がある方はどうぞ。

ハルト：ちょっと【ＭＰ】がきついんだよな……いいか。プラーナでどうにかするつもりで、《零式水上観測機》は使わない。

ＧＭ：分かりました。こちらの宣言もありませんので、そのままイニシアチブプロセスに入ります。最初の行動は、かりんです。

かりん：いきますよ！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《斬鉄剣》！（ダイスを振る）　……６！　18か……ちょっと危ない気もしますが、使わないでそのままいきます！

ＧＭ：その心意気やよし！【回避】ジャッジ！（ダイスを振る）　……惜しい！　８だから、17で命中しました！

かりん：やったぁ、当たったぁ！　よかった～。エネルギーブースターを使います。【物攻】ジャッジは49スタートです！（ダイスを振る）　こんなときにいい出目が……！　11が出ましたが、プラーナを使って振り足します。（ダイスを振る）５！　合計65点の物理ダメージです！

ＧＭ：【物防】ジャッジします。うりゃ！（ダイスを振る）　９、19点軽減し、ダメージは46点。もうそろそろ限げん界かいです……。これでかりんの行動は終了。次は哀王ですね。

アルタルフ：（じっと哀王を見つめる）。

哀王：……分かりました（笑）。ムーブアクション、マイナーアクションともになし、メジャーアクションで《ヒール》をアルタルフに。

アルタルフ：大丈夫、ファンブルしても死なない（笑）。

哀王：では、【治癒力】ジャッジ。（ダイスを振る）おっと、ピンゾロ！（一同笑）　ファンブルではないので問題ありませんね。ということで、８点回復してください。

アルタルフ：それでも十分だぜ。【ＨＰ】が18まで回復した。ふう。

ＧＭ：これで哀王の行動は終了ですね。次はアルタルフの行動です。

ハルト：行け、蟹！　ビームだ！

アルタルフ：おうともさ。ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《属性異能：水》、メジャーアクションで《静かなる怒り》！（ダイスを振る）　おーう……出目、３……（一同笑）。や、やばい、これはやばいぜ……達成値、13（笑）。

ハルト：これ、避けられるんじゃないのか？（笑）

ＧＭ：【回避】は９スタートです。（ダイスを振る）11、20で回避しました（笑）。

アルタルフ：藤ふじ井いさん、今日はオレに当たり強くないですか？（一同笑）

ＧＭ：ご、ごめんね、避けちゃった（笑）。

アルタルフ：へい、ボーイ！　今がチャンスだ！

ハルト：蟹が作ってくれたとどめのチャンス、逃すわけにはいかないな！（笑）

哀王：……って、あれ？　ハルトの攻撃で倒し切れないと、僕たちヤバくないですか？　２連続でミカガミ様が攻撃してくるし。

一同：…………。

ハルト：蟹ぃ――――っ!?　やっぱり当てとけっ!!（一同爆笑）

アルタルフ：ダイス目ばかりはいかんともしがたいのだ、ボーイ。

かりん：ですね（笑）。とにかく、ミカガミ様も後少しで倒せそうだけど、次に二回攻撃を喰くらったら、まず間ま違ちがいなく誰か犠ぎ牲せい者しやがでますよ！

哀王：ここは、ハルトにがんばってもらうしかないですねぇ。

ハルト：プレッシャーをかけるなぁっ!?




　敵てき味み方かた、双そう方ほう後がない状じよう況きようとなりました。泣いても笑っても、ハルトの攻撃が勝敗を決めることになることは明らか。

　ここでハルトは―――。




ハルト：（静かな、そして決意を込めた口調で）まあいいさ。ミカガミ様よぉ。俺はお前をここで倒すことに決めたぜ。

ＧＭ：「笑えぬ冗談だな」

ハルト：そう言うなって………俺には、好きなものがある。だが今はお前がそいつを抱えこんでいる。それを取りもどすために、俺は戦う。

かりん：それって……やっぱり……ハルトさん、美耶子ちゃんが……。

ハルト：待て、なんでそうなるっ!!（照れたように）　なんつーかさ。俺、この町が好きなんだよ。

アルタルフ：……――ボーイ。

ハルト：自分の故郷がないって言った俺に、美耶子が言ったんだ。「友達がいるところが俺の帰る場所なんだ」って。――そしてこの町には大勢友達がいる。

ＧＭ：「それがどうした？」

ハルト：だから、この町の存在そのものをなかったことにしようとするてめぇは―――




　―――絶対に許さねぇっ!!




　ハルトの宣言が、決意が、他を圧あつするように月匣内に木こ霊だました。




ＧＭ：「卑ひ小しようなウィザードがぁっ!?」

ハルト：俺の全力を見せてやるよっ！　ムーブアクションでレーザーサイト、マイナーアクションでＭＰヒールポーションを飲む！　これがファンブルだと、46センチ砲が撃てない。

一同：ちょっ!?（爆笑）

ハルト：（ダイスを振る）４、よーし、【ＭＰ】が12点になった。

かりん：よかったぁ～。

アルタルフ：弾たま切ぎれの大たい砲ほうなんてしゃれにならんからな。

ハルト：この一発にすべてを賭かける！（笑）　メジャーアクションで《九四式46センチ３連装砲》！　しかし、【命中】は下がって７からスタートだ。（ダイスを振る）……出目は５！　低いからプラーナを１点使って振り足す！（ダイスを振る）

哀王：ここは押おし込こみましょう。《倍気法》！　その出目を６ゾロに変更してください。

ハルト：ありがたい！　それなら、達成値は24だ！

ＧＭ：そ、それはクリティカルしないと……いきますよ！　クリティカル出ろっ！（ダイスを振る）　またファンブルしたーっ!?（一同笑）

一同：やったぁー!!（笑）

ＧＭ：く、悔しい！　何でこのタイミングで～!?　すごい悔しい～！（笑）

かりん：藤井先生は優やさしいなぁ～（笑）。

ＧＭ：しくしく。ダメージをどうぞ……。

ハルト：【物攻】ジャッジは56スタートだ！（ダイスを振る）　９！　さらに最後のプラーナを使って振り足し！（ダイスを振る）　……だから５はやめろっちゅーねんっ!!（一同爆笑）　合計で70点の物理ダメージっ！
















　鏡の世界に召しよう喚かんされた巨きよ砲ほうが唸うなりを上げる。

　砲ほう撃げきの轟音は、空気を震わせ部屋にあった鏡すべてを割わり砕く。

　煌きらめく破片が舞まい散ちる中、ミカガミ様に命中した砲ほう弾だんは、激はげしい爆ばく発はつを引き起こす！




ＧＭ：【物防】ジャッジします！（ダイスを振る）　……９！　19点軽減して、51点ダメージ。累るい計けいダメージ、292点。こちらの【ＨＰ】は……250点！

一同：やったあぁーっ!!

ＧＭ：ミカガミ様は、断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうを上げながら、まるで鏡のようにひび割れていきます。「ば、馬鹿な……なぜだ、なぜこんなことが……！」

ハルト：お前を完全に滅ほろぼすために、俺のご神体を弾頭に込め、お前に直接撃うち込こんだんだ！

かりん：今度のそれは封ふう印いんではありませんよ。永遠の滅び、です。

ＧＭ：「人間め……もう少しで、もう少しで、完全に復活できた、ものを……!!」恨うらみがましい声を残し、ミカガミ様は、鏡の割れる音とともに粉々に砕けます。それはミカガミ様の力の源である古代の魔鏡が割れた音でもあります。

ハルト：ふぅ～。なんとか倒したぜぇ～。

ＧＭ：ではクライマックスを終了します。








エンディングフェイズ







エンディング01◆御み鏡かがみ祭り


―――ハルト・牧まき野の・フューリアス






　ミカガミ様を倒したことにより、ハルトたちは表界の鏡かがみ塚づかへと戻もどってきた。

　くしくも、祭りはクライマックス。

　今まさに、舞ぶ台たいの上へと美み耶や子こが上がろうとしているところだった。




ＧＭ：エンディングフェイズです。最初のシーンは全員登場です。

ハルト：はい。

ＧＭ：ミカガミ様を倒したことによって月げつ匣こうが解とけ、皆さんは解かい放ほうされました。

ハルト：元の世界へと戻って来れたか。

ＧＭ：はい。そして同様に鏡塚に囚とらわれていた、御み鏡かがみ祭りの参加者も、元通りです。

アルタルフ：なによりだな。

ＧＭ：皆さんが降おり立たった場所は、鏡塚付近。祭りは最さい高こう潮ちようを迎えていて、ちょうど巫み女こ装しよう束ぞくをまとった美耶子が特とく設せつステージに上がったところです。

かりん：美耶子ちゃん、無事だったようですね？

ハルト：そのようだな。

ＧＭ：楽がく師しの奏かなでる曲にあわせて、美耶子は美しく舞まいを舞まい始めます。観客たちもその姿に感かん嘆たんしているようです。

ハルト：よかったよかった。美耶子を守れたし、舞も見られた。

アルタルフ：ぶっちゃけ、舞は見られないかと思っていたよ（笑）。

かりん：美耶子ちゃん、綺き麗れいですね～。

哀アイ王ウオン：ＧＭ、僕は、皆さんが舞を見ている間に、そっと旅立とうかと思います。

ＧＭ：おや、もうですか？

哀王：ええ。事じ件けんは解かい決けつしましたから、長なが居いは不要。事後処しよ理りは、アルタルフの方が向いていますからね。

アルタルフ：そうか？　自分で言うのもなんだが、オレは蟹かにだぞ？

哀王：特技的な問題です（一同笑）。

アルタルフ：ああ、そういうことか。よし、イノセントの記き憶おく処理、任されてやろう！（笑）

かりん：では、舞が終わったところで、周りを見回して、「あれ？　哀王さんは？」とアルタルフさんに訊たずねましょう。

アルタルフ：哀王なら、もう次の任にん務むへと向かったよ。

かりん：そんな……ちゃんとしたお別れもしていないのに。

ハルト：なぁに。きっとそのうちまた会えるさ。

かりん：ハルトさん、妙みように楽観的なことを言いますね？

アルタルフ：いや、ハルトの言うとおりさ。同じウィザード同士、また相あいまみえることもあるだろう。

ハルト：侵魔エミユレイターとかいうヤツらは、まだまだたくさんいるんだろ？　だったら、新たな事件が起きたときに、また会うことになるよ。

かりん：……そう、ですね。

ハルト：ま、重たい話はこれくらいにして、今は祭りを楽しもうぜ！　俺はタコ焼きが食べたいネ！（一同笑）

ＧＭ：では、ハルトたちが祭りに繰くり出だしたところで、シーンを終了します。







エンディング02◆愛いとしき人を取り戻すために


―――曹ツアオ哀王






　哀王は、電車の車しや窓そうから、過すぎゆく加か賀が見み塚づかの風景を眺ながめていた。

　その手には、小さな欠片かけらが握にぎられている。




ＧＭ：さて、ここからは、個こ別べつエンディングになります。まずは、哀王からですが……電車に揺ゆられて、新たなる任務地へと向かう、という感じでよろしいでしょうか？

哀王：いいですよ。

ＧＭ：では、車窓から見える加賀見塚の風景が、徐じよ々じよに遠くなっていきます。

哀王：そうだ。ＧＭ、僕は、ミカガミ様が落とした鏡の欠片を、こっそり持ち帰っていたことにしたいのですが、いいでしょうか？

ＧＭ：ああ。一話目のプリプレイで言っていたあの設定のためですね？

哀王：はい。奪われた愛しい人を取り戻すために、様々なアイテムを入手するという設定のためです。

ＧＭ：分かりました。では、哀王が手元に視し線せんを落とすと、そこには、ミカガミ様が倒れたときに飛び散った鏡の欠片のうちのひとつがある、と。

哀王：……欠片がひとつが入手できました。これで一歩前進です。

かりん：でも寂さびしくないですか？　黙って旅立っちゃうなんて。

哀王：いやあ、長生きした身としては若い人たちを見てるのが眩まぶしくて辛いんですよ。

ハルト：年寄り臭い話だ。

哀王：まあ、実際に年寄りですから（笑）。陽の当たる場所は若人わこうどにお任せしますよ。そう言いながら僕は自分の妻のことを思い返します。

ＧＭ：えーと、死後に結婚したお相手でしたっけ？

哀王：「実はお互い死んだふり」という状態だったという設定ですがね。だから生前に一緒に楽しんだりした経験がないんですよ。

かりん：それも辛い話ですね。

哀王：なので内心でこう祈るんです……「与えられた時間は一瞬の夢のよう。だから、精一杯その時間を楽しむといい……」

ＧＭ：なるほど……。

哀王：そして祈りを捧げた次の瞬間には新しい任務に意識を向けます。いずれ我が妻を取り戻すために。

ＧＭ：では、哀王が新たなるアイテムを入手するために、次の任務地へと向かったところで、シーンを終了しましょう。







エンディング03◆アンゼロットのねぎらい


―――アルタルフ






　プラーナの異い常じよう減げん少しようの元げん凶きようであるミカガミ様は倒した。

　これで、失われた人々も戻ってくるだろう。

　報ほう告こく書しよを認したため終わったアルタルフは、アンゼロットのメールアドレスを呼よび出だした。




ＧＭ：次は、アルタルフのエンディングですが……。

アルタルフ：今度こそ事件が解決したから、アパートで報告書を書き、メールでアンゼロットに提てい出しゆつする。

ＧＭ：すると、アンゼロットから電話がかかってきます。「報告書は読みましたよ、アルタルフさん。とてもがんばってくださったようですね」

アルタルフ：あ、ああ……若わかいウィザードたちを導みちびくために、オレは、体を張はった、さ（一同笑）。

ＧＭ：「特にクライマックスではご活かつ躍やくだったようで。ＧＭがとても感かん謝しやしているそうですよ」（一同笑）

アルタルフ：喜んでもらえたのなら、何よりさ。……いろいろと、こちらとしては想定外だったけどな？（笑）

ＧＭ：アンゼロットは少し真ま面じ目めな口調になり、「冗じよう談だんはこれくらいにして。報ほう酬しゆうはいつもの口こう座ざに振ふり込こんでおきます。それでいいですね？」

アルタルフ：ああ。頼たのむ。

ＧＭ：「今回も、お疲つかれ様さまでした」と優しくねぎらいの言葉をかけてきます。

アルタルフ：優しくするなよ！　お前が優しくするとか、絶対何か裏うらがあるだろ!?

ＧＭ：「まあ、失礼な」

アルタルフ：まぁ、いい。……オレの力が必要になったら、また連れん絡らくしてくるといい。世界の危機とあらば、このアルタルフ、どこへでも駆かけつける。

ＧＭ：「……そうですね。また何かありましたら、その時もよろしくお願いしますね」

アルタルフ：さて。アンゼロットとの通話を切ったら、アパートを引ひき払はらい、次の街へと向かうぞ。ヘイ、タクシー！（一同笑）

かりん：……タクシー、止まってくれるんでしょうか（笑）。

ＧＭ：どうでしょうね？　では、アルタルフがアパートから出しゆつ立たつしたところで、シーンを終了しましょう（笑）。










エンディング04◆いつもの登校風景


―――帯たて刀わきかりん






　盛せい況きようのうちに御鏡祭りは終しゆう幕まくを迎えた。

　平へい穏おんな日にち常じようが戻ってきた加賀見塚。

　かりんは、いつものように家を出て、学校へと向かった。




ＧＭ：次は、かりんのエンディングです。祭りが終わり、加賀見塚市にも日常が戻ってきました。かりんは今日も、学校へと向かうわけですが……。

かりん：「疲つかれてて、寝ね坊ぼうしちゃいました！　遅ち刻こくしちゃいます～！」と言いながら、おひつと重箱を抱かかえて家を飛び出します（一同笑）。

ＧＭ：すると、後ろから「今日も変わらずおひつご飯かよ、かりん」と声が掛かります。

かりん：は、もしかして、それって……。

ＧＭ：はい。自転車に乗った洋よう平へいが、後方からやってきます。「ゆっくりしてると、遅刻するぞ？　俺は自転車だから、いざとなったら全力でとばして間に合わせるけど」

かりん：洋平くん、戻ってきたんですね！　よかった！

アルタルフ：《メモリーコントロール》で加賀見塚市のイノセントは記憶操そう作さがされているから……洋平はここ数日は風か邪ぜで伏ふせっていた、くらいに思われているだろう。

かりん：じゃあ、「体調はもう大丈夫なんですか？」と聞きましょう。

ＧＭ：洋平は自転車から降おりると、「自転車に乗れるくらいには元気になったよ。ほら、弁べん当とうは籠かごに入れるといい。運んでやるよ」と、自転車の前籠を顎あごで指します。

かりん：いいの？　ありがとう！

ＧＭ：「いいってことよ。その代わり、休んでた間のノート、見せてくれよな」

かりん：おやすいご用ですよ！

ＧＭ：すると洋平が怪訝そうな声で訊いてきます。「あれ？」

かりん：えっ!?　あの……何か？

ＧＭ：「いや……なんか、こんなやり取りがまたできるのが不思議な感じがしてさ」

かりん：「……そうですね。ごく普通の日常が続くって、それだけでも不思議なことなのかもしれませんね」そう言って、内心で自分がこの町の日常を守るんだ、って改めて誓います。自分自身に。

ＧＭ：それでは、かりんが洋平とともに学校へと向かうところで、シーンを終了します。







エンディング05◆これからの日常


―――ハルト・牧野・フューリアス






　ハルトが寮りようの門から通学路へと出ると、美耶子とばったり出くわした。

「祭り、終わったな」とハルトが言うと、美耶子は少し寂さびしそうな顔をした。




ＧＭ：最後に、ハルトのエンディングです。

ハルト：俺は美耶子と一いつ緒しよに登校かな？

かりん：寮の場所を学校から離しておいてよかったですねえ（笑）。

ＧＭ：それではハルトが寮から学校へと向かう途中に、美耶子と出くわすところから始めましょうか。

ハルト：おう、美耶子。おはよう。

ＧＭ：「おはよう、ハルトくん」

ハルト：……祭り、終わったな。とても楽しかったよ。

ＧＭ：美耶子は祭りの飾かざり付つけが撤てつ去きよされていく町まち並なみを眺めつつ、「でも、お祭りって終わっちゃうと寂しいよね……」と呟きます。

ハルト：……そうだな。

ＧＭ：「楽しい時間って、いつかは終わっちゃうものなのかな……ずっと続けばいいのにね……」

ハルト：そこですかさず「そういえば、うちの親が、『やっぱりこっちに来ないか？　家族一緒に暮くらした方がいいのでは』と言ってきたんだが……」と言い出す。

一同：えっ!?

ＧＭ：「ハルトくん、来たばかりなのにもう転校しちゃうの？」

ハルト：いや、その話は断ことわったよ。この町は大たい層そう興きよう味み深ぶかい。まだまだ、おもしろいことがありそうだからな。

ＧＭ：「本当に？」

ハルト：本当だよ。だって、他の季節にも、祭りがあるだろう……たぶん。

ＧＭ：「う、うん、そうだね。夏には港祭りがあるし、秋には収しゆう穫かく祭さいがあるよ。冬になれば、左さ義ぎ長ちようもやるし……」

ハルト：一年中、何かしら祭りがあるんだな。

ＧＭ：「うん。ここは都会じゃないけど、だからこそそういう古いものも残っているの」

ハルト：楽しい時間が終わったとしても、また別の楽しいことがやってくる。そういうことだな？

ＧＭ：美耶子は「そ、そうだね……」と嬉うれしそうな顔になります。

ハルト：俺はにっと笑って「何かあったら、まっさきに俺に声をかけろ。いろいろと手伝ってやるからさ」と言うよ。

ＧＭ：「本当に、いいんですか？」

ハルト：ああ。もちろんだ。

ＧＭ：「……期待、してもいいんですか？」と頰ほおを赤らめます。

ハルト：ああ、期待してもらっていいぞ。

かりん：……美耶子ちゃんとハルトさん、ふたりの「期待」の意味は、実はちょっと違ってませんかね？（笑）

哀王：それを言うのは野や暮ぼってものですよ（笑）。

ＧＭ：さて。ハルトが美耶子と和わ気き藹あい々あいと登校していると、後ろから自転車のベルの音が聞こえてきます。「おーい、ハルト、美耶子！　おはようさん！」と、洋平とかりんが、追いつきました。

かりん：ひゅーひゅー。おふたりさんお熱いですねぇ（笑）。

ハルト：くっ……憶えてろよ！

アルタルフ：ふっ。青春だな。

哀王：眩しいですねぇ。

ハルト：ええい！　年寄りどもが！

哀王：まあまあ。老兵は消え去りますよ（笑）。

アルタルフ：人生をエンジョイしろよ、ボーイ（笑）。

ハルト：洋平に言うぞ。「俺、しばらくこの町に住み続けることにしたよ！」

ＧＭ：「うん、そういう風になるんじゃないかって思ってた」と洋平は返事します（笑）。

ハルト：お前、俺とはちょっとしか絡からんでないくせに、すっかり親友ポジションだな（笑）。

かりん：私は、口の周りにご飯粒つぶをつけたまま、おひつご飯をモグモグしてますよ！

ハルト：かりん！　お前のせいでエンディングの風景が台無しだよ!?（笑）

ＧＭ：では、賑にぎやかに登校するハルトたちのもとに、海から爽さわやかな風が吹いてきたところで、シーンを終了しましょうか。













ハルト：ああ。もうすぐ夏だな……。

ＧＭ：これにて、シナリオ終了となります。みなさま、お疲れ様でした！

一同：お疲れ様でした！





『ナイトウィザード The 3rd Edition』リプレイ

「生いけ贄にえの少女」

完










あとがき




　自分がまだ学生だった頃ころ、友人とＴＲＰＧをする際、よくシナリオに地元のローカルネタを盛もり込こんで遊んでいました。




　その経けい験けんを、こんな形で生かすチャンスが巡めぐってくるとは……とても、感かん慨がい深ぶかいです。




『ナイトウィザード The 3rd Edition リプレイ　伝でん承しようのミロワール』いかがでしたか？




　発売から一二年、二度目の版はん上あげを迎むかえた新生『ナイトウィザード』。その文庫リプレイも、三冊さつ目となりました。

　一冊目である菊きく池ちたけしさんのリプレイ『壊こわれた世界の聖約テスタメント①　月に願いを』では「日にち常じようの危き機き」を、二冊目である緑りよく谷や明あき澄すみさんの『ラブ is デストラクション！』では「世界の危機」を取とり扱あつかっています。

　そのため、本作では、それ以外の「ナイトウィザードの魅み力りよく」を加えるべく、ＧＭやプレイヤーになじみの地を舞ぶ台たいにして遊ぶという、地域密みつ着ちやく型がた……「ご当地型」というコンセプトで描えがいています。

　今回の舞台は、ＧＭである私わたしになじみのある土地を元に、舞台となる架か空くうの地方都市を作り上げたため、ＧＭの地元感が満まん載さいとなってしまった点については申もうし訳わけなく思いますが、プレイスタイルの例れい示じということでご容よう赦しやいただければと思います。




　さて、このあとは本書の内ない容ようについて触ふれた、いわゆるネタバレの内容を含ふくみます。

　本ほん編ぺんをまだ読んでいないという方は、うっかり読まないように気をつけくださいませ。




■第一話「鏡の中の蛇へび」

　舞台が地方都市である以外は、「季節外れの転校生がやってくる」「伝承が現げん実じつのものになり、現実を脅おびやかす」など、比ひ較かく的てき分かりやすいネタで構こう成せいされている話です。

　ただ、『壊れた世界の聖約』や『ラブデス』は「ウィザードとして覚かく醒せい済ずみであり、世界の真実を知っている」という設せつ定ていのＰＣが多かったため、ＰＣ①であるハルトには「シナリオの途と中ちゆうで覚醒するウィザード」をやっていただきました。

　ＰＣ④であるアルタルフが蟹かにという設定になったのは想定外でしたが、ＰＣ②であるかりんの腹はらペコキャラとかみ合った結果、楽しいかけ合いが生まれ、いい味わいになったと思います。……蟹だけに。

　また、「古くにあったウィザードと侵魔エミユレイターの戦いが、伝承として残されている」という、本作の設定を補ほ強きようする役やく割わりもＰＣ②であるかりんが担になってくれたのではないかと個こ人じん的てきには思います。




■第二話「生いけ贄にえの少女」

　伝承にまつわる真実を、ハルトたちが突つき止とめるお話です。

　鏡かがみ塚づかの過か去こにまつわる伝承、そして、自分たちの祖そ先せんについて……。

　二話目では、特にハルトの活かつ躍やくが光ったと思います。お祭りに心を躍おどらせたり、ＮＰＣヒロインである美み耶や子こを気き遣づかったり、存そん在ざいを消されたままの洋よう平へいのことを慮おもんぱかったりと、とてもいい動きをしてくれました。「レコード：ＷワールドＷウオーⅡツー（海）」の記録者レコーダーとしての生まれを、うまくシナリオの展てん開かい（ミカガミ様との因いん縁ねん）に結びつけるくだりも、さすがのロールプレイでした。

　鏡塚にまつわる脅きよう威いを払はらい、ハルトはこの地に腰こしを落ち着けることにしたようですが……楽しいことや面おも白しろいことが大好きで、すぐに首を突つっ込こんでいく彼かれのことです。

　きっとまたどこかで、新しい冒ぼう険けんに巡めぐり会あうのではないかと思っています。

　ただ、それはまた別のお話となるでしょう。




　最後になりましたが、関係者の方々に感かん謝しやを述のべたいと思います。

　まず、プレイヤーと参加し、セッションを盛もり上あげてくださった、菊池たけし先生、たのあきら先生、大おお畑はた顕あきら先生、緑谷明澄先生、どうもありがとうございました。

　それから、本の製せい作さくに関かかわってくださった方々。

　素す敵てきなイラストを描いてくださった、hu-ko先生。

　いつもいろいろと支ささえてくれている家族。

　そして、本書を手にとってくださった皆さま。

　本当にありがとうございました。

　また、何かの機会にお会いできることを願っています。





二〇一四年神かん無な月づき　藤ふじ井い　忍しのぶ
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